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平成２２年第２回西予市議会定例会会期日程表 

 

会期６月１７日（木）～６月２９日（火）    （会期１３日間） 
 

月  日 曜日 日   程 備  考 

 ６月１７日 木 本会議（開会） ・理事者提案説明 

 ６月１８日 金 本 会 議 
・一般質問・質疑 

・即決議案採決及び委員会付託 

 ６月１９日 土 休   会  

 ６月２０日 日 休   会  

 ６月２１日 月 常任委員会  

 ６月２２日 火 常任委員会  

 ６月２３日 水 常任委員会  

 ６月２４日 木 常任委員会  

 ６月２５日 金 常任委員会  

 ６月２６日 土 休   会  

 ６月２７日 日 休   会  

 ６月２８日 月 休   会  

 ６月２９日 火 本会議（閉会） 
・委員長報告 

・質疑・討論・採決 
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       平成２２年第２回西予市議会定例会会議録（第１号） 

 

１．招 集 年 月 日 平成２２年６月１７日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     会 平成２２年６月１７日 

          午前１０時００分 

１．散     会 平成２２年６月１７日 

          午前１１時２７分 

１．出 席 議 員        

    １番  兵 頭   竜 

    ２番  二 宮 一 朗 

    ３番  兵 頭   学 

    ４番  明 智 祥 勝 

    ５番  井 上   勲 

    ６番  小 野 正 昭 

    ７番  松 山   清 

    ８番  宇都宮 明 宏 

    ９番  松 島 義 幸 

   １０番  元 親 孝 志 

   １１番  嶋 川 武 文 

   １２番  沖 野 健 三 

   １３番  森 川 一 義 

   １４番  藤 井 朝 廣 

   １５番  浅 野 忠 昭 

   １６番  岡 山 清 秋 

   １７番  酒 井 宇之吉 

   １８番  兵 頭   勇 

   １９番  山 本 昭 義 

   ２０番  梅 川 光 俊 

   ２１番  菊 地 ミスギ 

   ２２番  大 竹 忠 盛 

   ２３番  二 宮   元 

   ２４番  坂 本 隆 重 

１．欠 席 議 員 

    な  し 

１．会議録署名議員 

   １４番  藤 井 朝 廣 

   １５番  浅 野 忠 昭 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  別 宮   靜 

   教  育  長  森   英 二 

   公営企業部長  九 鬼 則 夫 

   会 計 管 理 者  上 甲 悦 子 

    

総務企画部長  宇都宮 又 重 

   産業建設部長  藤 中   彰 

   生活福祉部長  上 甲 憲 章 

   教 育 部 長  兵 頭 三 樹 

   明浜総合支所長  上 田 甚 正 

   野村総合支所長  河 野 数 義 

   城川総合支所長  山 崎 秀 敏 

   三瓶総合支所長  三 好 幸 二 

   消防本部消防長  中 野 竹 夫 

   総 務 課 長  河 野 敏 雅 

   財 政 課 長  宗   正 弘 

   企画調整課長  宇都宮 松 夫 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  岩 本 明 定 

   議  事  係  佐 藤 陽一郎 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

       

      議  事  日  程 

 １ 会議録署名議員の指名 

  （１４番 藤井朝廣、１５番 浅野忠昭） 

 ２ 会期の決定 

  （６月１７日～６月２９日 １３日間） 

 ３ 陳情第 １号 南予地域から産出された木 

          材を使った住宅建築促進の 

          ための市町単独補助事業の 

          創設について 

 ４ 諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦 

          について 

 ５ 議案第６４号 西予市職員の勤務時間、休 

          暇等に関する条例の一部を 

          改正する条例制定について 

   議案第６５号 西予市職員の育児休業等に 

          関する条例の一部を改正す 

          る条例制定について 

   議案第６６号 西予市職員団体のための職 

          員の行為の制限の特例に関 

          する条例の一部を改正する 

          条例制定について 

   議案第６７号 西予市立学校施設の開放に 

          関する条例の一部を改正す 

          る条例制定について 
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   議案第６８号 西予市火災予防条例の一部 

          を改正する条例制定について 

   議案第６９号 辺地に係る公共的施設総合 

          整備計画の変更について 

   議案第７０号 平成２２年度西予市一般会 

          計補正予算（第１号） 

   議案第７１号 平成２２年度西予市授産場 

          特別会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７２号 平成２２年度西予市国民健 

          康保険特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７３号 平成２２年度西予市後期高 

          齢者医療特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７４号 平成２２年度西予市介護保 

          険特別会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７５号 平成２２年度西予市農業集 

          落排水事業特別会計補正予 

          算（第１号） 

   議案第７６号 平成２２年度西予市公共下 

          水道事業特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７７号 平成２２年度西予市簡易水 

          道事業特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７８号 平成２２年度西予市上水道 

          事業会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７９号 平成２２年度西予市病院事 

          業会計補正予算（第１号） 

 ６ 報告第 １号 平成２１年度西予市一般会 

          計繰越明許費繰越計算書の 

          報告について 

   報告第 ２号 平成２１年度西予市公共下 

          水道事業特別会計繰越明許 

          費繰越計算書の報告につい 

          て 

   報告第 ３号 平成２１年度西予市簡易水 

          道事業特別会計繰越明許費 

          繰越計算書の報告について 

   報告第 ４号 平成２１年度西予市上水道 

          事業会計予算繰越計算書の 

          報告について 

本日の会議に付した事件 

  

１ 会議録署名議員の指名 

 ２ 会期の決定 

 ３ 陳情第 １号 南予地域から産出された木 

          材を使った住宅建築促進の 

          ための市町単独補助事業の 

          創設について 

 ４ 諮問第 ３号 人権擁護委員候補者の推薦 

          について 

 ５ 議案第６４号 西予市職員の勤務時間、休 

          暇等に関する条例の一部を 

          改正する条例制定について 

   議案第６５号 西予市職員の育児休業等に 

          関する条例の一部を改正す 

          る条例制定について 

   議案第６６号 西予市職員団体のための職 

          員の行為の制限の特例に関 

          する条例の一部を改正する 

          条例制定について 

   議案第６７号 西予市立学校施設の開放に 

          関する条例の一部を改正す 

          る条例制定について 

   議案第６８号 西予市火災予防条例の一部 

          を改正する条例制定につい 

          て 

   議案第６９号 辺地に係る公共的施設総合 

          整備計画の変更について 

   議案第７０号 平成２２年度西予市一般会 

          計補正予算（第１号） 

   議案第７１号 平成２２年度西予市授産場 

          特別会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７２号 平成２２年度西予市国民健 

          康保険特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７３号 平成２２年度西予市後期高 

          齢者医療特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７４号 平成２２年度西予市介護保 

          険特別会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７５号 平成２２年度西予市農業集 

          落排水事業特別会計補正予 

          算（第１号） 
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   議案第７６号 平成２２年度西予市公共下 

          水道事業特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７７号 平成２２年度西予市簡易水 

          道事業特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７８号 平成２２年度西予市上水道 

          事業会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７９号 平成２２年度西予市病院事 

          業会計補正予算（第１号） 

 ６ 報告第 １号 平成２１年度西予市一般会 

          計繰越明許費繰越計算書の 

          報告について 

   報告第 ２号 平成２１年度西予市公共下 

          水道事業特別会計繰越明許 

          費繰越計算書の報告につい 

          て 

   報告第 ３号 平成２１年度西予市簡易水 

          道事業特別会計繰越明許費 

          繰越計算書の報告について 

   報告第 ４号 平成２１年度西予市上水道 

          事業会計予算繰越計算書の 

          報告について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  開会 午前１０時００分 

 

○議長 ただいまの出席議員は２４名でありま

す。これより平成２２年第２回西予市議会定例会

を開会いたします。 

 三好市長より今定例会招集のごあいさつがあり

ます。 

 三好市長。 

 

○三好市長 皆さんおはようございます。 

 平成２２年第２回西予市議会定例会の開会に当

たり、一言ごあいさつを申し上げます。 

 さきの臨時会で正副議長、各常任委員会及び議

会運営委員会の正副委員長の改選がありましたの

で、本定例会は新たな議会構成での初めての議会

でございます。 

 議員の皆様におかれましてはそれぞれの思いが

あろうかと推察いたしますが、私自身も気持ちを

新たに、マニフェストでお示しした施策の推進等

に邁進していく所存でございます。 

 前回の議会構成の期間中に、中央で歴史的な政

権交代があり、以来西予市行政の執行にいろいろ

な影響があらわれたにもかかわらず、大竹前議

長、菊地前副議長を初め議員の皆様におかれまし

ては市政進展という目標のもと、一方ならぬご支

援、ご協力をいただきました。衷心より感謝し、

お礼を申し上げたいと思います。どうもありがと

うございました。 

 と同時に、新しく議長に就任された岡山議長を

初め森川副議長並びに議員の皆様方には、円滑な

市政運営につきましてこれまで以上に特段のご協

力を賜りますことをお願い申し上げますととも

に、なお一層のご活躍を期待申し上げる次第でご

ざいます。 

 ところで、市民の皆様方も不安を感じられてい

る口蹄疫ですが、宮崎県南部の都城市に飛び火

し、いまだ終息の気配が見られません。口蹄疫の

ウイルスは非常に強い伝染力を擁しているため、

家畜伝染病予防法で発生地の一時的な通行遮断や

家畜の殺処分という強制力を伴った免疫措置がな

されております。 

 愛媛県では、八幡浜市、三瓶両港において、九

州から上陸する車両を対象に、２４時間体制で消

毒を実施するとともに、養牛、養豚農家の監視体

制等を強化しております。西予市においても、農
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家への緊急措置として既に消毒剤の配布を実施い

たしましたが、万が一の発生の対応として、西予

市免疫対策本部を速やかに立ち上げる準備をいた

しております。幸い、県内での感染事例はありま

せんが、西予市は１万２，０００頭の牛と４万

５，０００頭もの豚を飼育する一大産地でござい

ます。仮に口蹄疫が発生した場合、初期段階でも

発生の農場から半径１０キロは生きた偶蹄類家畜

の移動はもちろん、生乳や飼料などの移動が制限

されますので、農家の被害は甚大なものになるこ

とが明らかであります。 

 本市としましても、愛媛県やＪＡなどの関係団

体と連携して、できる限りの防疫対策を進めてま

いります。また、残念ながら口蹄疫の防疫から城

川の御田祭り、通称どろんこ祭りでございます

が、中止をさせていただきますし、三瓶の奥地の

海のカーニバルの豚のロデオも中止といたしまし

た。この問題の一日も早い終息を願ってやみませ

ん。 

 さて、今定例会でございますが、議員の皆様か

らの一般質問にお答えするとともに、人権擁護委

員候補者に係る諮問１件、条例改正５件、辺地計

画の変更１件、補正予算１０件、予算の繰越計算

書の報告４件の計２１件を上程し、ご審議をお願

い申し上げるものでございます。 

 諸議案の提案理由につきましては、上程の際に

ご説明いたしますので、何とぞ慎重にご審議をい

ただき、それぞれご承認、ご決定を賜りますよう

お願い申し上げて、簡単でございますが招集のご

あいさつといたします。よろしくお願いいたします。 

 

○議長 次に、前定例会以降における諸般の報告

はお手元に配付のとおりでありますので、お目通

しを願います。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付をしておると

おりであります。 

  （日程１） 

○議長 まず、日程第１、会議録署名議員の指名

を行います。 

 今回の会議録署名議員に１４番藤井朝廣君、１

５番浅野忠昭君、この両名を指名いたします。 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、会期の決定を議題とい

たします。 

 お諮りをいたします。 

 今回の会期は、お手元に配付のとおり、本日か

ら６月２９日までの１３日間といたしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、今回の

会期は、本日から６月２９日までの１３日間と決

定をいたしました。 

  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、陳情第１号「南予地域

から産出された木材を使った住宅建築促進のため

の市町単独補助事業の創設について」を議題とい

たします。 

 産業建設常任委員長の報告を求めます。 

 ３番兵頭学君。 

 

○３番兵頭学君 それでは、産業建設常任委員会

のご報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る３月１７日に３月定例会にお

いて、西予市だけで取り組むものではなく、まず

は近隣の市町が足並みをそろえることが必要との

ことで継続審査となっておりました陳情第１号

「南予地域から産出された木材を使った住宅建築

促進のための市町単独補助事業の創設について」

審査を行いました。慎重に審議を行った結果、西

予市には独自の補助事業があり、それと共同する

ような要点もあるとの意見があり不採択といたし

ました。 

 以上で審査報告を終わります。よろしくご審議

の上、適切なご決定を賜りますようお願い申し上

げます。 

 平成２２年６月１７日、産業建設常任委員会委

員長兵頭学。 

 

○議長 委員長報告は終わりました。 

 これより委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りをいたします。 

 ただいまの委員長報告のとおり不採択とするこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 
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  （賛成者起立） 

○議長 着席ください。 

 起立全員であります。よって、陳情第１号は委

員長報告のとおり不採択とすることに決定いたし

ました。 

  （日程４） 

○議長 次に、日程第４、諮問第３号「人権擁護

委員候補者の推薦について」を議題といたしま

す。 

 理事者の説明を求めます。 

 上甲生活福祉部長。 

 

○上甲生活福祉部長 諮問第３号「人権擁護委員

候補者の推薦について」提案理由のご説明を申し

上げます。 

 法務大臣から委嘱された人権擁護委員のうち、

中平淳二郎氏が平成２２年２月２８日をもって辞

任をされました。今回の辞任に伴い、その後任に

ついて検討をいたしました結果、森精一氏を新任

として推薦したいと存じます。 

 森氏は、宇和町役場及び西予市職員として長年

にわたり勤務され、本年３月に西予市教育委員会

教育部長を最後に退職されており、教育行政に携

われていたことから人権問題にも深い識見をお持

ちであります。 

 森氏は、人格、識見高く、広範な知識と豊かな

経験から社会の実情全般に通じ、人権擁護に深い

理解があり適任者であると考え、人権擁護委員法

第６条第３項に基づき議会のご意見を聞くもので

あります。よろしくご審議の上、ご決定ください

ますようお願いを申し上げます。 

 

○議長 以上で理事者の説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 質疑を終結とします。 

 お諮りいたします。 

 諮問第３号については、会議規則第３７条第３

項の規定により委員会付託を省略したいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りいたします。 

 諮問第３号「人権擁護委員候補者の推薦につい

て」は原案のとおり決定することに賛成の議員の

起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 着席ください。 

 起立全員であります。よって、諮問第３号は原

案のとおり同意することに決定いたしました。 

  （日程５） 

○議長 次に、日程第５、議案第６４号「西予市

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例制定について」から議案第７９号「平

成２２年度西予市病院事業会計補正予算（第１

号）」までの１６件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 議案第６４号「西予市職

員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正

する条例制定について」、議案第６５号「西予市

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例制定について」、関連がございますので、一

括して提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の改正は、地方公務員の育児休業等に関す

る法律の一部を改正する法律が施行されることに

伴い、職員の育児休業、育児短時間勤務及び育児

時間の承認の請求等について所要の改正を行うも

のであります。 

 以下、条例ごとに主な改正の内容をご説明いた

します。 

 まず、議案第６４号の「西予市職員の勤務時

間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例」

につきましては、職員の配偶者の就業等の状況に

かかわりなく、育児のための早出、遅出勤務及び

時間外勤務の制限の請求をすることができるよう

所要の改正を行うものであります。 

 議案第６５号の「西予市職員の育児休業等に関

する条例の一部を改正する条例」につきまして

は、職員の配偶者の就業等の状況にかかわりな

く、育児休業、育児短時間勤務及び育児時間の承

認の請求をすることができるよう所要の改正を行

うものであります。 

 続きまして、議案第６６号「西予市職員団体の

ための職員の行為の制限の特例に関する条例の一



－6－ 

部を改正する条例制定について」提案理由のご説

明を申し上げます。 

 今回の改正は、一般職の職員の勤務時間、休暇

等に関する法律が改正されたことを受けて、地方

公務員法の一部改正に伴い、本条例の一部を改正

するものであります。 

 主な内容につきましては、週６０時間を超える

時間外について代休を指定することができる所要

の改正を３月議会において行っておりますが、今

回その代休を指定した時間について組合活動がで

きることとなる改正を行うものでございます。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

○議長 兵頭教育部長。 

 

○兵頭教育部長 議案第６７号「西予市立学校施

設の開放に関する条例の一部を改正する条例制定

について」提案理由のご説明を申し上げます。 

 平成２２年３月に完成いたしました西予市立宇

和中学校屋内運動場には、新中学校学習指導要領

により平成２４年度から武道が必修化されること

に伴い、武道場を整備しております。この新設の

武道場を一般開放することによって広く社会体育

の推進を図り、武道の普及と競技力向上に努めた

いと考えております。 

 今回の改正は、西予市宇和中学校武道場の使用

料を定めるため本条例の一部を改正するものであ

ります。よろしくご審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

 

○議長 中野消防長。 

 

○中野消防本部消防長 議案第６８号「西予市火

災予防条例の一部を改正する条例制定について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 本条例は、燃料電池発電設備の定義の見直し及

び個室型店舗の防火安全対策を強化するため西予

市火災予防条例の一部を改正するものでありま

す。 

 燃料電池発電設備の定義の見直しについては、

これまで家庭用の発電設備や自動車の動力源とし

て実用化されております固体高分子型、燐酸型な

どの燃料電池に加え、固体酸化物型燃料電池の実

用化及び商品化に一定の進捗が認められたことか

ら、火災予防条例で定める火気設備として位置づ

け、その位置、構造及び管理の基準を定めるもの

であります。 

 次に、カラオケボックスや個室ビデオ店などの

個室型の店舗における防火安全対策に係る改正に

ついては、平成１９年１月の兵庫県宝塚市のカラ

オケボックス店火災及び平成２０年１０月の大阪

市浪速区の個室ビデオ店火災において多数の死傷

者が発生したことを踏まえ、総務省、消防庁にお

いて、個室ビデオ店等の防火安全対策についての

報告書がまとめられ、その原因の一つに、避難の

際にあけ放しにされた個室の扉が通路をふさいで

避難がおくれた可能性があるとされたことから、

通路における避難障害への対策を講じることが必

要と判断されました。 

 これに基づき、個室型の店舗の個室に設けられ

た扉が避難障害となる場合には、自動で閉鎖する

措置を講じるよう、西予市火災予防条例の一部を

改正するものであります。 

 以上、よろしくご審議の上、ご決定くださいま

すようお願い申し上げます。 

 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 議案第６９号「辺地に係

る公共的施設総合整備計画の変更について」提案

理由のご説明を申し上げます。 

 本市におきましては、野村町、城川町及び明浜

町において１７の地区が辺地の指定を受けてお

り、それぞれ辺地総合整備計画を定めておりま

す。このたび城川、遊子谷、川津南の２つの辺地

において、平成２２年度に林道の整備、消防施設

の整備を実施することといたしました。これに伴

いまして、国に変更計画を提出するため、辺地に

係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別

措置等に関する法律第３条の規定により、議会の

議決をお願いするものでございます。よろしくご

審議の上、ご決定くださいますようお願い申し上

げます。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 議案第７０号「平成２２年度西予市

一般会計補正予算（第１号）」について提案理由

のご説明を申し上げますとともに、新政権が今月
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中に取りまとめる予定の経済と財政の立て直しの

政策の一つである財政運営戦略について少し触れ

たいと存じます。 

 ごらんのとおり我が国の財政は史上最悪の状態

となっており、財政再建の道筋は予測ができない

情勢にあります。 

 平成２２年度は、戦後初めて国の当初予算で国

債発行額が税収を上回り、年度末の国及び地方の

長期債務残高は平成２１年度末と比べおよそ３７

兆円増加し、８６２兆円程度となる見込みで、Ｇ

ＤＰの１８１％に対し先進国の中でも突出した状

態であります。 

 さらに、ギリシャの経済危機が世界金融市場を

激しく揺さぶり、統一通貨ユーロの全面安だけで

なく、世界同時株安まで引き起こした状況を踏ま

え、財政の不信任問題、いわゆるソブリンリスク

が注目されているところであり、歳出の増加に対

する財政支出の問題がますます大きな課題となっ

ております。 

 そのような中で、新政権は新成長戦略と財政運

営戦略を取りまとめ、強い経済、強い財政、強い

社会保障を一体的に実現するとの考えを示してお

ります。財政運営戦略では、持続可能な財政運営

を実現させるために中・長期的な予想の効率化、

財政健全化の枠組みにおける段階的な目標が設定

され、数年間の歳入見込み及び各分野の歳出の骨

格と歳出削減策を示し、これに沿って各年度の具

体的な概算要求及び予算編成が行われる見込みで

あります。 

 また、財政運営のルールとして恒久的な歳出増

または減税、恒久的な歳出削減または税制措置等

による歳入確保により、見合いの財源を確保する

というペイ・アズ・ユー・ゴーの原則が取り入れ

られ、歯どめのない国債発行増額の抑制や財政健

全化に向け、今まで以上、国、地方一体となって

厳しい対応を求められることが想定されるところ

であります。 

 本市においても今考えなくてはならないこと

は、合併特例の一つである普通交付税が平成２７

年度から段階的に縮小され、平成３２年度には平

成２６年度対比で約２０億円削減されることが見

込まれます。 

 このため、昨年度には、平成２２年度から２６

年度を計画期間とする第２次行政改革大綱を制定

し、第１次行政改革大綱の成果を踏まえた選択と

集中によるさらなる行財政の効率化を市民ととも

に取り組むこととしております。 

 さらに、平成１８年度から導入した行政評価シ

ステムが継続運用段階に入っておりますが、本年

度の新たな取り組みとして事務を担当しておる中

堅、若手職員によるプロジェクト組織を編成をし

て、未来せいよ創造プランの策定により、効果的

なシステム運用となるよう工夫改善し、事務事業

の見直しや財政の健全化に努めたいと考えており

ますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 さて、今回の補正予算でございますが、４月１

日付の人事異動による人件費の組み替え等早急に

対応すべき課題を中心として計上し、既決いただ

いております歳入歳出予算にそれぞれ１億５，５

８８万９，０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を２６１億４，０８８万９，０００円と定める

ものであります。 

 その主な内容でございますが、議会費ではシー

ボルト協会２５周年記念式典、黒松内町との姉妹

市町交流事業参加に係る経費を計上しておりま

す。総額で４０万９，０００円となっております。 

 次に、総務費では、共済組合の負担率改定に伴

う経費、行政の不当要求や公益通報に係る調査を

担当する公益保護相談員設置に係る経費、地方税

電子申告システム――いわゆるｅＬＴＡＸであり

ますが――における国税連携関係システム整備に

係る経費、改善センターたかがわ空調設備修繕に

伴う経費、公共交通連携計画の策定を行う地域公

共交通活性化協議会への貸付金、限界集落対策事

業における集落応援隊の報酬、生き活き集落づく

りモデル事業補助金、元気な集落づくりモデル事

業補助金を計上しております。総額で３，９６８

万３，０００円となっております。 

 次に、民生費では、人事異動に伴う出向職員の

人件費に係る社会福祉協議会補助金、国民健康保

険特別会計への繰出金を計上しております。総額

で７３８万４，０００円の減額となっておりま

す。 

 次に、衛生費では、高山、狩江、土居診療所及

び簡易水道特別会計、宇和病院事業会計への繰出

金、汚泥再生処理施設整備事業におけるメタン発

酵液肥栽培実証圃場設置に係る経費を計上してお

ります。総額で１，９０７万７，０００円となっ

ております。 

 次に、労働費では、失業者に対しての短期雇
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用、就業機会の提供と観光ガイドリーダーの養

成、観光ガイドマニュアル作成等を通じた人材育

成を伴う観光達人育成事業に係る経費を計上して

おります。雇用期間は８カ月間で、５名の雇用を

予定しております。総額では、１，２９７万１，

０００円となっております。 

 次に、農林水産業費では、新規就農青年定着促

進事業費補助金、箱わな購入や狩猟免状の講習な

どを実施するための鳥獣被害防止総合対策事業補

助金、大野ケ原育成牧場経営損失に係る負担金、

耕作放棄地となるおそれのある農地やその周辺の

農業水利施設等に対してきめ細やかな基盤整備に

より耕作放棄地の未然防止と維持保全を伴う耕作

放棄地発生防止緊急整備事業に係る経費、城川農

産物加工センターのクリ皮はぎ機整備に係る経

費、林道小振鍵山線開設において事務費が補助対

象外となったことによる調整経費を計上しており

ます。総額で３，５９７万円となっております。 

 次に、商工費では、農林漁業体験民泊、農林漁

家、レストラン等の操業を計画する個人、グルー

プに対してその初期投資経費の一部を助成するグ

リーン・ブルーツーリズム支援事業費に係る経費

を計上しております。総額で３６３万２，０００

円となっております。 

 次に、土木費では、事業量増加に伴う県営道路

事業負担金、がけ崩れ防災対策事業費、国庫補助

事業に係る事務費が補助対象外となったことによ

る市道田之筋線改良事業費、市道馬地惣財久線改

良事業費、市道荷刺大西鎌田西線改良事業費の調

整、火災による公営住宅、これは一の瀬団地及び

垣生のシンデン団地でございますが、その修繕に

係る経費を受け入れをしております。総額で１，

７７５万９，０００円の減額となっております。 

 次に、消防費では、老朽化による野村町渓筋分

団第２部の小型動力ポンプ更新に係る経費、日本

損害保険協会から救急者の寄贈を受けたことに伴

う艤装及び資機材購入に係る経費を計上しており

ます。総額で１，８８０万１，０００円となって

おります。 

 次に、教育費では、耐震強度の低い屋内運動場

等において校舎と並行して耐震化を図るため、石

城小学校、野村小学校、中筋小学校、河成小学

校、石川小学校、高川小学校の各屋内運動場、野

村中学校技術教室棟及び屋内運動場の耐震補強工

事設計委託に係る経費、重要伝統的建造物群保存

地区内の古民家の土地と家屋購入に係る経費、野

村中学校給食調理場食器洗浄器更新に係る経費を

計上しております。総額で５，０４８万９，００

０円となっております。 

 以上、歳出予算の概要でございましたが、続き

まして主な歳入についてご説明をします。 

 まず、分担金では、耕作放棄地発生防止緊急整

備事業費分担金２８３万３，０００円を計上して

おります。 

 次に、県補助金では、農地制度実施円滑化事業

費のための農業委員会交付金７４万９，０００

円、元気な集落づくりモデル事業費県補助金１０

０万円、観光達人育成事業に係る緊急雇用創出事

業費県補助金１，２９７万１，０００円、新規就

農青年定着促進事業費県補助金４００万円、鳥獣

被害防止総合対策事業費県補助金１，７８５万

１，０００円、耕作放棄地発生防止緊急整備事業

費県補助金５６６万７，０００円を計上しており

ます。 

 次に、繰入金では、重要伝統的建造物群保存地

区内の古民家の土地、家屋購入に係る宇和町地域

文化の里整備事業基金繰入金８６０万円、限界集

落対策事業に係る地域振興基金繰入金１００万円

を計上しております。 

 次に、諸収入では、地域公共交通活性化事業協

議会貸付金元利収入４２０万円、公営住宅火災及

び開明学校裏土砂崩壊に係る災害保険給付金２５

５万１，０００円を計上しております。 

 次に、市債では、国庫補助事業に係る事務費が

補助対象外となったことに伴う調整により農林水

産債１８０万円、土木債１４０万円、消防施設整

備事業に係る消防債１，３４０万円を計上してお

ります。この上で、歳出に不足する財源措置とし

て、財政調整基金９，７６３万４，０００円の繰

り入れを行っております。 

 以上、説明をいたしましたけども、詳細な点に

つきましては担当課長から補足説明をさせますの

で、よろしくご審議を賜り、ご決定をいただきま

すようお願いを申し上げます。 

 

○議長 宗財政課長。 

 

○宗財政課長 それでは、予算書に沿いまして補

足説明をさせていただきます。 

 予算書１２ページをお開き願います。 
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 １目議会運営事業１１７万３，０００円であり

ますが、これは姉妹市町交流事業において北海道

黒松内町訪問に係る経費及び本年１０月１６日に

ドイツのベルツブルグ市で開催されるシーボルト

協会２５周年記念式典への公式招待を受けたこと

に伴う参加経費でございます。 

 １３ページ、１目４節職員共済組合負担金１，

９４６万１，０００円でありますが、短期給付負

担率、共済組合追加費用負担率などの改定による

ものであります。 

 １６ページをお開き願います。 

 ２項１目１３節システム開発導入委託料１８９

万円でありますが、市税電子化に対応し、地方税

電子申告システム構築経費を当初予算に計上して

いるところでありますが、国税データの提供が平

成２３年１月から電子化されるに当たり、その連

携対応システムの構築が新たに必要となり委託を

するものであります。 

 １８ページをお開き願います。 

 ７項１目１５節工事請負費２９９万５，０００

円でありますが、設置後２５年を経過しました改

善センターたかがわ２階多目的ホールの空調施設

の更新を行うものであります。 

 １９ページ、３目２１節貸付金４２０万円であ

りますが、地域公共交通の活性化及び再生を推進

する法定協議会であります地域公共交通活性化協

議会に対して、本年度の活動経費を貸し付けるも

のであります。同協議会が、年度末に国庫補助金

の交付を受けた段階で返還予定であります。 

 ６目国際交流事業費７４万５，０００円であり

ますが、さきに説明いたしましたシーボルト協会

２５周年記念式典への出席に係る経費でありま

す。 

 ９目７節嘱託職員賃金１６９万６，０００円で

ありますが、集落応援隊隊員１名を追加するもの

であります。これにより、野村町、惣川地区、城

川町、川津南地区及び窪野地区で各１名、計３名

の配置となります。 

 ２０ページをお開き願います。 

 ８項９目１９節生き活き集落づくり事業補助金

５０万円でありますが、城川町、川津南地区に対

する集落づくり計画策定事業に係る補助金であり

ます。同じく元気な集落づくりモデル事業補助金

１５０万円でありますが、愛媛県がモデル地区と

して指定した野村町、惣川地区において、モデル

プランに基づいて実施する事業に対する補助金で

あります。 

 １目１９節社会福祉協議会補助金６７７万４，

０００円でありますが、人事異動による出向職員

人件費分の補助金を増額するものであります。 

 ２８ページをお開き願います。 

 ３目汚泥再生処理施設整備事業５３万６，００

０円でありますが、汚泥再生処理センター建設計

画市民検討委員会から答申があったメタン発酵液

肥の農地還元について研究を進めるため、実験圃

場設置に係る経費であります。 

 ２９ページ、５款１項３目観光達人育成事業

１，２９７万１，０００円でありますが、失業者

に対して短期に雇用、就業機会を提供するととも

に、観光ガイドリーダー養成のための講習等によ

り地域のニーズに応じた人材育成を行うもので、

愛媛県の緊急雇用創出事業を受けて実施するもの

であります。 

 ３０ページをお開き願います。 

 ６款１項１目農業委員会事業７５万円でありま

すが、平成２１年１２月の農地法の一部改正によ

り実施が義務づけられた農地利用状況調査に係る

経費であります。 

 ３１ページ、３目１９節新規就農青年定着促進

事業費補助金４００万円でありますが、新規就農

者の経営の早期安定を図るため、飼料攪拌機の導

入の初期投資に対する補助を行うものです。全額

県補助金を充てております。同じく鳥獣被害防止

総合対策事業費補助金２００万円でありますが、

鳥獣被害防止のための推進事業として被害防止対

策研修会の実施、箱わな購入等に対して補助を行

うものです。全額県補助金を充てております。 

 ４目１１節修繕料２０５万円でありますが、大

野ケ原育成牧場家畜運搬車修繕費５２万７，００

０円と城川堆肥センター攪拌機修繕費１５２万

３，０００円であります。４目１９節大野ケ原育

成牧場経営損失負担金７６９万７，０００円であ

りますが、大野ケ原育成牧場の管理運営を平成２

１年度末まで県酪連に指定管理委託をしていたと

ころでありますが、預託頭数の減少等により、平

成２１年度においても経営損失が生じており、当

市の畜産業振興における育成牧場の重要性からそ

の損失に対して負担するものであります。西予市

の負担率は、預託牛の越冬比率から７１．８％と

なっております。 
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 ５目１５節工事請負費１，１３３万４，０００

円でありますが、耕作放棄地となるおそれのある

農地の維持保全のため、農業用排水施設４カ所、

農業集落道２カ所、区画整理１カ所の整備を行う

ものであります。 

 ３２ページをお開き願います。 

 ９目１３節施設管理運営委託料１６２万８，０

００円でありますが、城川開発公社に指定管理を

しております城川農産物加工センターのクリ皮は

ぎ機導入に伴い、指定管理委託料を増額するもの

であります。同じく１５節工事請負費１８０万円

でありますが、現在休止状態となっております無

菌培養施設における借地の一部について、地権者

への返還に伴う施設の撤去と水田への現況復旧工

事を行うものであります。 

 ２項２目林道小振鍵山線開設事業９０万円であ

りますが、事業に係る事務費が補助対象外となっ

たことによる事業費調整を行うものであります。 

 ３５ページをお開き願います。 

 ６目１９節グリーン・ブルーツーリズム事業費

補助金１００万円でありますが、農林漁業体験民

泊、農林漁家、レストラン等の操業を計画する個

人、グループに対し、その初期投資経費の一部を

補助し、地域資源を生かした産業振興、元気な集

落づくりに新たに取り組むものであります。 

 ３７ページをお開き願います。 

 ３目市道荷刺大西鎌田西線改良事業１８５万

円、市道田之筋線改良事業１２０万円、市道馬地

惣財久線改良事業１２０万円でありますが、事業

に係る事務費が補助対象外となったことによる事

業費調整を行うものであります。 

 ３９ページをお開き願います。 

 ８款６項１目１１節修繕料１８７万５，０００

円でありますが、火災による公営住宅の修繕費

で、宇和町の一ノ瀬団地修繕９７万５，０００円

及び三瓶町の垣生シンデン団地修繕９０万円であ

ります。 

 ４０ページをお開き願います。 

 １９節八幡浜地区施設事務組合特別会計負担金

１７８万５，０００円でありますが、子ども手

当、退職手当調整額の特別負担金、共済組合負担

率改定等に伴う負担金であります。 

 ３目常備消防施設整備事業１，５３４万４，０

００円でありますが、高規格救急車の車両が財団

法人日本損害保険協会から寄贈されることにな

り、車両の艤装、高度救急救命機材整備に係る経

費であります。同じく消防団装備整備事業１４９

万５，０００円でありますが、老朽化に伴う野村

方面隊渓筋分団第２部の小型動力ポンプを更新す

る経費であります。 

 ４２ページをお開き願います。 

 ２項３目小学校施設耐震化事業１，３４１万

６，０００円でありますが、耐震診断の結果、耐

震性が低いとされた屋内運動場の耐震補強設計委

託料であります。石城小、野村小、中筋小、河成

小、遊子川小、高川小の６校分を予定をしており

ます。 

 ３項３目中学校施設耐震化事業４４３万６，０

００円でありますが、耐震診断の結果、耐震性が

低いとされた野村中屋内運動場及び技術教室棟の

耐震補強設計委託料であります。 

 ４５ページをお開き願います。 

 ４目１７節土地購入費８６０万円であります

が、重要伝統的建造物群保存地区内にある古民家

を保存するために、家屋と敷地２２４．９平方メ

ートルを購入するものであります。宇和町地域文

化の里整備事業基金を充当しております。 

 なお、歳入につきましては、今ほど市長が金額

も含めてご説明を申し上げましたので、省略をさ

せていただきます。 

 以上、説明とさせていただきます。 

 

○議長 暫時休憩をいたします。（休憩 午前１

０時５１分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前１１時

０４分） 

 上甲生活福祉部長。 

 

○上甲生活福祉部長 議案第７１号「平成２２年

度西予市授産場特別会計補正予算（第１号）」に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、人事異動に伴う人件費の調整

で、歳入歳出それぞれ９２万４，０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を１，８９７万５，００

０円とするものであります。 

 歳出につきましては、施設授産場費の一般管理

費で給料等の職員給与費９２万４，０００円の減

額であります。 

 歳入では、一般会計繰入金９２万４，０００円

を減額いたしております。 



 

－11－ 

 続きまして、議案第７２号「平成２２年度西予

市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）」に

ついて提案理由のご説明を申し上げます。 

 まず、事業勘定予算からご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正は、人事異動に伴う人件費の調整を

行うものであります。 

 歳出につきましては、一般管理費の人件費を１

１９万円増額いたしました。 

 歳入につきましては、一般会計繰入金を１１９

万円増額いたしました。これによりまして既決い

ただいております歳入歳出予算にそれぞれ１１９

万円を追加し、事業勘定予算の歳入歳出予算総額

を５７億８，１５２万６，０００円と定めるもの

であります。 

 次に、診療施設勘定予算についてですが、今回

の補正は人事異動に伴う人件費の調整及び医師住

宅の改修工事費の増額であります。 

 それでは、診療所別にご説明を申し上げます。 

 俵津診療所の歳出では、一般管理費の人件費を

５５万１，０００円減額し、歳入では、一般会計

からの繰入金を５５万１，０００円減額し、歳入

歳出予算の総額を６，８４０万円といたしまし

た。 

 次に、狩江診療所の歳出では、一般管理費で人

件費を１４万４，０００円増額し、歳入では、一

般会計からの繰入金を１４万４，０００円増額

し、歳入歳出予算の総額を６，６９４万２，００

０円といたしました。 

 次に、高山診療所の歳出では、一般管理費で人

件費を１４４万５，０００円増額し、歳入では、

一般会計からの繰入金を１４４万５，０００円増

額し、歳入歳出予算の総額を１億２１１万８，７

００円といたしました。 

 次に、土居診療所の歳出では、一般管理費で人

件費を３４８万円減額、医師住宅に係る改修工事

費を４２４万２，０００円増額し、歳入では、一

般会計からの繰入金を７６万２，０００円増額

し、歳入歳出予算の総額を１億１，８９６万１，

０００円といたしました。 

 続きまして、議案第７３号「平成２２年度西予

市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、人事異動に伴う人件

費の調整によるもので、歳入歳出予算をそれぞれ

８２３万３，０００円減額し、歳入歳出予算の総

額を６０億６６万７，０００円と定めるものであ

ります。 

 歳出につきましては、一般管理費で職員給与費

等を８２３万３，０００円減額いたしました。 

 歳入につきましては、事務費に係る一般会計繰

入金を８２３万３，０００円減額いたしておりま

す。 

 続きまして、議案第７４号「平成２２年度西予

市介護保険特別会計補正予算（第１号）」につい

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正は、人事異動による人件費と平成２

０年４月から設けられました高額医療・高額介護

合算療養費制度に伴う高額医療合算介護サービス

費が主なものであります。 

 補正予算の内容につきましては、歳入歳出それ

ぞれ１，６４７万１，０００円増額し、歳入歳出

予算の総額を４８億３，１１４万５，０００円と

定めるものであります。 

 内訳といたしまして、歳出では、総務費の総務

管理費で人事異動に伴い人件費を４７７万円減額

し、介護認定審査会費で臨時職員の雇用に伴いま

す賃金等を２２４万１，０００円増額し、高額医

療合算介護サービス等費で高額医療合算介護サー

ビス事業を１，９００万円増額いたしました。高

額医療合算介護サービス事業につきましては、医

療や介護に支払った金額が所得区分に応じた自己

負担限度額を超えた場合、一定額を超えた分につ

いて支給される制度となっており、今回の補正は

平成２０年４月から２１年７月までの高額介護サ

ービス負担金１６カ月分となっております。 

 歳入では、歳出の増額に伴う国等の義務負担分

として国庫支出金３８０万円、県支出金２３７万

５，０００円、支払基金交付金５７０万円を増額

し、一般会計繰入金を１５万４，０００円減額い

たしております。 

 また、人件費の減額分と市の義務負担分を相殺

いたしまして、財源不足を補うため介護給付費準

備基金繰入金４７５万円を増額をいたしました。 

 以上、４議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願いを申し上げます。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 議案第７５号「平成２２年
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度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）」について提案の理由をご説明申し上げま

す。 

 今回の補正の主なものは、下宇和農業集落排水

施設整備事業の中止に伴うもので、歳入歳出予算

からそれぞれ５，４０３万１，０００円を減額

し、歳入歳出予算を４億７，４００万７，０００

円と定めるものであります。 

 歳出につきましては、施設整備費におきまして

下宇和農業集落排水施設整備事業を中止したこと

により委託料及び工事請負費等を５，７３３万

９，０００円減額し、明間農業集落排水施設整備

事業の管路延長に伴い、工事請負費等を２８１万

８，０００円増額し、そのほか人事異動に伴う人

件費４９万円を増額するものであります。 

 歳入につきましては、事業分担金１６１万４，

０００円、県補助金２，７４７万５，０００円、

一般会計繰入金１６４万２，０００円、地方債

２，３３０万円をそれぞれ減額いたしておりま

す。 

 また、今回の補正では、地方債の限度額の減額

に伴います地方債補正を行っております。 

 続きまして、議案第７６号「平成２２年度西予

市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）」

について提案理由のご説明を申し上げます。 

 今回の補正の主なものは、人事異動に伴う人件

費の調整及び野村処理区と宇和処理区の事業内容

の変更によるもので、歳入歳出予算からそれぞれ

１，４７３万円減額し、歳入歳出予算を９億１，

０４９万５，０００円と定めるものであります。 

 歳出では、事業費の施設整備費で給料等の人件

費を４３万円減額し、事業費の委託料と工事請負

費の組み替え等により、１，４３０万円を減額い

たしております。 

 歳入につきましては、国庫支出金１，５００万

円、一般会計繰入金２３万円の減額と市債５０万

円を増額いたしております。 

 また、今回の補正では、地方債の限度額の増額

に伴います地方債補正を行っております。 

 以上、２議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 九鬼公営企業部長。 

○九鬼公営企業部長 議案第７７号「平成２２年

度西予市簡易水事業特別会計補正予算（第１

号）」について提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 今回の補正の主なものは、宇和地区の中山間総

合整備事業及び人事異動等に伴う人件費の調整に

よるもので、歳入歳出にそれぞれ８１万９，００

０円を追加し、歳入歳出予算の総額を２億７，４

４２万４，０００円と定めるものであります。 

 ７ページをお願いします。 

 歳出では、事業費の総務管理費で職員手当、共

済費等の人件費５９万１，０００円を増額し、多

田地区営農飲雑用水施設整備費に係る中山間総合

整備事業負担金を２２万８，０００円増額いたし

ております。 

 ６ページの歳入につきましては、一般会計繰入

金を８１万９，０００円増額いたしております。 

 続きまして、議案第７８号「平成２２年度西予

市上水道事業会計補正予算（第１号）」について

提案理由のご説明を申し上げます。 

 まず、第２条の収益的支出につきましては、人

事異動及び子ども手当創設に伴います人件費の調

整を行うものであります。 

 営業費用におきまして、職員手当、賃金、法定

福利費を合わせ３８０万９，０００円の増額をい

たしております。このことによりまして収益的支

出の総額は６億１，２８０万９，０００円となっ

ております。 

 次に、第３条の資本的収入及び支出につきまし

ては、三瓶給水区域内におきまして愛媛県が実施

する国道３７８号線改良工事に伴い、朝立送水管

布設がえ工事を行うため補正を予定するものであ

ります。 

 資本的収入につきましては、移設に伴う工事補

償金として７４６万円を増額予定し、総額を３，

５６５万５，０００円といたしております。 

 また、資本的支出につきましては、工事請負費

１，６８０万円を増額予定し、総額を３億５，５

０９万３，０００円といたしております。 

 なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不

足する額を補てんする財源につきましては、第３

条本文括弧書きのとおり改めております。 

 第４条では、人件費の増額補正に伴いまして議

会の議決を得なければ流用することのできない経

費を３８０万９，０００円増額予定し、１億２，

６０４万２，０００円といたしております。 

 続きまして、議案第７９号「平成２２年度西予

市病院事業会計補正予算（第１号）」について提
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案理由のご説明を申し上げます。 

 まず、第２条の収益的支出につきましては、子

ども手当創設に伴います人件費の調整を行うもの

であります。 

 医業費用におきまして、職員手当、賃金を合わ

せ３１万円の減額をいたしております。このこと

によりまして、収益的支出の総額は３０億５，９

６０万９，０００円となっております。 

 次に、第３条の資本的収入及び支出につきまし

ては、新病院の建設推進に伴う出資金及び野村病

院の高圧受変電設備機器の老朽化に伴う取りかえ

工事を行うため補正を予定するものであります。 

 資本的収入につきましては、新病院建築に伴う

出資金として１１８万円を増額し、総額を１億

４，６４７万円といたしております。 

 また、資本的支出につきましては、野村病院の

受変電設備整備費３６７万５，０００円、新病院

建築に伴う職員手当、報償費等を１１８万円増額

し、合わせて建設改良費４８５万５，０００円の

増額をいたしております。このことによりまし

て、資本的支出の総額は２億７，６４９万５，０

００円となっております。 

 なお、資本的収入が資本的支出に対して不足す

る額を補てんする財源につきましては、過年度内

部留保資金で補てんをするものとしております。 

 第４条では、人件費の増額補正に伴いまして、

議会の議決を得なければ流用することのできない

経費を１２万４，０００円増額し、１８億４，５

７６万５，０００円といたしております。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようよろしくお願い申し上げます。 

 

○議長 上甲生活福祉部長。 

 

○上甲生活福祉部長 議案第７３号「平成２２年

度西予市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号）」の内容につきまして誤りがございましたの

で、訂正をお願いしたいと思います。 

 その中で、歳入歳出予算をそれぞれ８２３万

３，０００円減額し、歳入歳出予算の総額を「６

０億６６万７，０００円」と申し上げましたけれ

ども、「６億６６万７，０００円」に訂正をして

いただきたいと、このように思います。失礼をい

たしました。お願いいたします。 

 

○議長 以上で理事者の説明は終わりました。 

  （日程６） 

○議長 次に、日程第６、報告第１号「平成２１

年度西予市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

について」から報告第４号「平成２１年度西予市

上水道事業会計予算繰越計算書の報告について」

までの４件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 宗財政課長。 

 

○宗財政課長 報告第１号「平成２１年度西予市

一般会計繰越明許費繰越計算書の報告につい

て」、報告第２号「平成２１年度西予市公共下水

道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて」、報告第３号「平成２１年度西予市簡易水

道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告につ

いて」、報告第４号「平成２１年度西予市上水道

事業会計予算繰越計算書の報告について」一括し

て提案理由のご説明を申し上げます。 

 平成２１年度西予市一般会計公共下水道事業特

別会計、簡易水道事業特別会計及び上水道事業会

計における各事業のうち、平成２１年度から平成

２２年度への繰越明許費につきまして、地方自治

法施行令第１４６条第２項及び地方公営企業法第

２６条第３項の規定により繰越計算書を添えてご

報告申し上げるものであります。 

 以上、報告４件よろしくお願い申し上げます。 

 

○議長 以上で理事者の説明は終わりました。 

 これより４件に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りをいたします。 

 報告４件につきましては承認することにご異議

ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 以上をもって本日の日程は全部終了いたしまし

た。 

 あす６月１８日は午前９時より一般質問、質疑

を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午前１１時２７分 
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       平成２２年第２回西予市議会定例会会議録（第２号） 

 

１．招 集 年 月 日 平成２２年６月１８日 

１．招 集 の 場 所 西予市議会議場 

１．開     議 平成２２年６月１８日 

          午前９時００分 

１．散     会 平成２２年６月１８日 

          午後２時４９分 

１．出 席 議 員        

    １番  兵 頭   竜 

    ２番  二 宮 一 朗 

    ３番  兵 頭   学 

    ４番  明 智 祥 勝 

    ５番  井 上   勲 

    ６番  小 野 正 昭 

    ７番  松 山   清 

    ８番  宇都宮 明 宏 

    ９番  松 島 義 幸 

   １０番  元 親 孝 志 

   １１番  嶋 川 武 文 

   １２番  沖 野 健 三 

   １３番  森 川 一 義 

   １４番  藤 井 朝 廣 

   １５番  浅 野 忠 昭 

   １６番  岡 山 清 秋 

   １７番  酒 井 宇之吉 

   １８番  兵 頭   勇 

   １９番  山 本 昭 義 

   ２０番  梅 川 光 俊 

   ２１番  菊 地 ミスギ 

   ２２番  大 竹 忠 盛 

   ２３番  二 宮   元 

   ２４番  坂 本 隆 重 

１．欠 席 議 員 

    な  し 

１．地方自治法第１２１条により 

説明のため出席した者の職氏名 

   市     長  三 好 幹 二 

   副  市  長  別 宮   靜 

   教  育  長  森   英 二 

   公営企業部長  九 鬼 則 夫 

   会 計 管 理 者  上 甲 悦 子 

   総務企画部長  宇都宮 又 重 

   産業建設部長  藤 中   彰 

   生活福祉部長  上 甲 憲 章 

    

教 育 部 長  兵 頭 三 樹 

   明浜総合支所長  上 田 甚 正 

   野村総合支所長  河 野 数 義 

   城川総合支所長  山 崎 秀 敏 

   三瓶総合支所長  三 好 幸 二 

   消防本部消防長  中 野 竹 夫 

   総 務 課 長  河 野 敏 雅 

   財 政 課 長  宗   正 弘 

   企画調整課長  宇都宮 松 夫 

１．本会議に職務のため出席した者の職氏名 

   事 務 局 長  岩 本 明 定 

   議  事  係  佐 藤 陽一郎 

１．議 事 日 程  別紙のとおり 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        

      議  事  日  程 

 １ 一般質問 

 ２ 議案第６４号 西予市職員の勤務時間、休 

          暇等に関する条例の一部を 

          改正する条例制定について 

   議案第６５号 西予市職員の育児休業等に 

          関する条例の一部を改正す 

          る条例制定について 

   議案第６６号 西予市職員団体のための職 

          員の行為の制限の特例に関 

          する条例の一部を改正する 

          条例制定について 

   議案第６７号 西予市立学校施設の開放に 

          関する条例の一部を改正す 

          る条例制定について 

   議案第６８号 西予市火災予防条例の一部 

          を改正する条例制定について 

 ３ 議案第６９号 辺地に係る公共的施設総合 

          整備計画の変更について 

 ４ 議案第７０号 平成２２年度西予市一般会 

          計補正予算（第１号） 

 ５ 議案第７１号 平成２２年度西予市授産場 

          特別会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７２号 平成２２年度西予市国民健 

          康保険特別会計補正予算 

          （第１号） 



－16－ 

   議案第７３号 平成２２年度西予市後期高 

          齢者医療特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７４号 平成２２年度西予市介護保 

          険特別会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７５号 平成２２年度西予市農業集 

          落排水事業特別会計補正予 

          算（第１号） 

   議案第７６号 平成２２年度西予市公共下 

          水道事業特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７７号 平成２２年度西予市簡易水 

          道事業特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７８号 平成２２年度西予市上水道 

          事業会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７９号 平成２２年度西予市病院事 

          業会計補正予算（第１号） 

 ６ 陳情第 ５号 俵津診療所存続について 

   陳情第 ６号 永住外国人への地方参政権 

          付与の法制化に反対する意 

          見書の提出に関する陳情書 

   陳情第 ７号 選択的夫婦別姓制度の法制 

          化に反対する意見書の提出 

          に関する陳情書 

   陳情第 ８号 人権侵害救済法の成立に反 

          対する意見書の提出に関す 

          る陳情書 

   陳情第 ９号 子ども手当の廃止を求める 

          意見書の提出に関する陳情 

          書 

   陳情第１０号 乳幼児の細菌性髄膜炎に対 

          するヒブワクチン及び肺炎 

          球菌ワクチンへの公的助 

          成、定期接種化を求める陳 

          情書 

   陳情第１１号 「乳幼児の細菌性髄膜炎に 

          対するヒブワクチン及び肺 

          炎球菌ワクチンへの公的助 

          成、定期接種化を求める意 

          見書採択」に関する陳情書 

   陳情第１２号 子宮頸がんワクチンの公的 

          助成を求める陳情書 

   陳情第１３号 「子宮頸がんワクチンの公 

          的助成を求める意見書採 

          択」に関する陳情書 

   陳情第１４号 高齢者への肺炎球菌ワクチ 

          ン接種の公費負担金を求め 

          る陳情書 

   陳情第１５号 「高齢者への肺炎球菌ワク 

          チン接種の公費負担金を求 

          める意見書採択」に関する 

          陳情書 

 

本日の会議に付した事件 

 １ 一般質問 

 ２ 議案第６４号 西予市職員の勤務時間、休 

          暇等に関する条例の一部を 

          改正する条例制定について 

   議案第６５号 西予市職員の育児休業等に 

          関する条例の一部を改正す 

          る条例制定について 

   議案第６６号 西予市職員団体のための職 

          員の行為の制限の特例に関 

          する条例の一部を改正する 

          条例制定について 

   議案第６７号 西予市立学校施設の開放に 

          関する条例の一部を改正す 

          る条例制定について 

   議案第６８号 西予市火災予防条例の一部 

          を改正する条例制定について 

 ３ 議案第６９号 辺地に係る公共的施設総合 

          整備計画の変更について 

 ４ 議案第７０号 平成２２年度西予市一般会 

          計補正予算（第１号） 

 ５ 議案第７１号 平成２２年度西予市授産場 

           特別会計補正予算（第１号）

   議案第７２号 平成２２年度西予市国民健 

          康保険特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７３号 平成２２年度西予市後期高 

          齢者医療特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７４号 平成２２年度西予市介護保険 

           特別会計補正予算（第１号） 

   議案第７５号 平成２２年度西予市農業集 

          落排水事業特別会計補正予 

          算（第１号） 
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   議案第７６号 平成２２年度西予市公共下 

          水道事業特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７７号 平成２２年度西予市簡易水 

          道事業特別会計補正予算 

          （第１号） 

   議案第７８号 平成２２年度西予市上水道 

          事業会計補正予算（第１ 

          号） 

   議案第７９号 平成２２年度西予市病院事 

          業会計補正予算（第１号） 

 ６ 陳情第 ５号 俵津診療所存続について 

   陳情第 ６号 永住外国人への地方参政権 

          付与の法制化に反対する意 

          見書の提出に関する陳情書 

   陳情第 ７号 選択的夫婦別姓制度の法制 

          化に反対する意見書の提出 

          に関する陳情書 

   陳情第 ８号 人権侵害救済法の成立に反 

          対する意見書の提出に関す 

          る陳情書 

   陳情第 ９号 子ども手当の廃止を求める 

          意見書の提出に関する陳情書 

   陳情第１０号 乳幼児の細菌性髄膜炎に対 

          するヒブワクチン及び肺炎 

          球菌ワクチンへの公的助 

          成、定期接種化を求める陳 

          情書 

   陳情第１１号 「乳幼児の細菌性髄膜炎に 

          対するヒブワクチン及び肺 

          炎球菌ワクチンへの公的助 

          成、定期接種化を求める意 

          見書採択」に関する陳情書 

   陳情第１２号 子宮頸がんワクチンの公的 

          助成を求める陳情書 

   陳情第１３号 「子宮頸がんワクチンの公 

          的助成を求める意見書採 

          択」に関する陳情書 

   陳情第１４号 高齢者への肺炎球菌ワクチ 

          ン接種の公費負担金を求め 

          る陳情書 

   陳情第１５号 「高齢者への肺炎球菌ワク 

          チン接種の公費負担金を求 

          める意見書採択」に関する 

          陳情書         

開議 午前９時００分 

 

○議長 おはようございます。 

 本日は傍聴席にはたくさんの方が見えていただ

いております。毎回このように来ていただきます

と大変うれしいんですが、今後ともどうぞよろし

くお願いいたします。 

 ただいまの出席議員は２４名であります。これ

より本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しております

とおりであります。 

  （日程１） 

○議長 これより日程第１、一般質問を行いま

す。 

 通告順に質問を許可いたします。 

 この際、申し上げます。 

 各議員の発言時間は１５分以内でお願いをいた

します。質疑については３回までとし、あわせて

１０分以内でお願いをいたします。 

 まず、７番松山清君。 

 

○７番松山清君 皆さんおはようございます。 

 平成２２年６月定例議会において質問の機会を

得ましたので、通告に基づき５つの質問をいたし

ます。 

 西予市議会も合併後２期目の中間点を過ぎ、今

まさに折り返したところです。合併特例債などの

アドバンテージは１０年間ということを考えます

と、残りの２年間は西予市の基礎づくりの仕上げ

にかかる時期ということもできます。合併後の大

事業でありました新庁舎も来春には完成の予定と

なっていますし、西予ケーブルテレビの工事も来

年７月には終了し、全域で供用を開始することと

思います。また、新宇和病院の建設や、し尿処理

場問題への取り組みなど、着実に次の世代へバト

ンタッチするための事業へのチャレンジと、厳し

い財源の中における三好市長の財政運営に敬意を

表するものであります。 

 一方、国におきましては、昨日突如として消費

税増税の話が駆けめぐりました。それも１０％と

いう数値を参考に、本年度中に議論を始めるとい

う大変乱暴な話です。私どもが国に期待をするの

は、埋蔵金や無駄の削減、国家公務員の人件費２

割削減することなどによる財政健全化についての

マニフェストに基づいて、子ども手当の支給、高
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速道路や高校授業料の無料化というシンプルなこ

とであって、今すぐの消費税増税や国債の大量発

行は望んでおりません。西予市において、消費税

が増税されたらどうなるのでしょうか。経済はも

っと落ち込み、消費もさらに低迷するのではない

かと恐ろしくなります。消費税増税は、間違いな

く地方を直撃してしまいます。市民の経済がさら

に悪化することはできる限り避けなければなりま

せんが、まずは我々が考えなければならないこと

は何か、またこれからの西予市をどうするのかに

ついて質問いたします。 

 まず初めに、卯之町駅駅前広場の整備について

お伺いいたしたく思います。 

 新庁舎が来年４月には完成、稼働し始める予定

となっており、多くの市民、職員も心待ちにして

おります。その後、現在の庁舎が解体され駐車場

となる計画ですが、第１別館については駅前再開

発などとの関係があると思われます。第１別館で

ある旧ＪＡ本所は、中央公民館の建物にあった部

署の仮庁舎としてプレハブの仮事務所をつくるか

わりに現在利用しているのですが、本庁舎完成後

においての跡地利用などの考えをお伺いいたしま

す。 

 第１別館を解体すると、広い駅前広場用地が確

保できますが、ＪＲや宇和島バスなどの交通が集

中していることから将来を見据えた計画が必要で

す。また、駐輪場の整備やタクシーの待機所など

の確保も求められています。駅と一体化した広場

の有効活用にはＪＲとの協議も必要になろうかと

思います。西予市の玄関にふさわしい卯之町駅駅

前広場についての理事者の考え、今後の計画をお

聞かせください。 

 次に、市営住宅の整備と公共下水への接続につ

いてお伺いいたします。 

 西予市の市営住宅について、近年取り巻く環境

が変化してきています。ケーブルテレビへの加入

促進や公共下水道等への接続などの対応も必要と

なっています。これらに理事者はどう対応するの

か、お伺いいたします。 

 市営住宅のケーブルテレビ加入については、以

前希望者のみ加入できるよう光ケーブルを引いて

おくと聞いておりましたが、団地などは共聴自体

をケーブルテレビにつなぐ計画があるようで、そ

うなるとみんなケーブルテレビに強制的に入らな

ければならない状況となります。それでは強制的

に接続費が発生する仕組みで、住民に不満があり

ます。そうであれば家賃の中にケーブルテレビの

利用料を組み込んでおくなどの準備が必要なので

はないかと思われます。これまでどおりのテレビ

も見れる状態はそのままとして、今後ケーブルテ

レビを申し込んだ人はそれに加入することができ

るような仕組みが必要ですし、民間のマンション

などはそうなっております。市の集合住宅のケー

ブルテレビ加入促進対策はどうなっているのでし

ょうか。 

 また、約８００戸の市営住宅のうち４分の１が

老朽化しているため、市では計画的に改修や建て

かえなどを進めるということですが、公共下水接

続一つをとってみても多大な財源が必要となりま

す。中には接続のみならず、水洗トイレへの改修

までする必要がある住宅もあります。それらの負

担のあり方や家賃の改定についてなど、住民はい

まだ知らされておらず、今後どうなるのか不安が

あるようです。財源を含め、今後の方針などどう

するのでしょうか。 

 また、老朽化した住宅の場合は、水洗化よりも

改築を考えなければならないところもあると思い

ますが、そのような対策を必要としている市営住

宅がどれくらいあるのか、将来計画もあわせてお

伺いいたしたく存じます。 

 次に、肱川河川沿いの道路の整備計画について

お尋ねいたします。 

 西予市では、旧町時代からの念願である河川道

路の整備計画を計画的に今日まで進めてきてお

り、下松葉から卯之町１丁目にかけての左岸は、

以前と比べると拡幅されて離合の心配も減少し、

利用者にとって随分とよくなりました。さらに継

続的に改良を進めてほしいところですが、今後の

見通しや計画について３つの部分について伺いた

いと存じます。 

 まず、若宮団地から丸田橋にかけての右岸、つ

まり久枝、神領側の改良についてですが、これを

整備することはできないかということでありま

す。これは、宇和三瓶線から国道５６号線の伊賀

上の陸橋付近、下瀬橋までが直接つながることも

あり、宇和運動公園や体育館利用者を初め、地域

の住民にとっても重要なルートです。もともと、

合併前には根笹川に橋をかける必要があり、それ

に多大なコストがかかるということがこのルート

のネックとなっていましたが、それを県のほうで
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施行されたため、その実現性が現実味を帯びてき

ている状況となっています。あとわずかなので、

ぜひとも整備をしてほしいものですが、理事者の

考えはどうでしょうか。 

 次に、卯之町駅裏付近の左岸について、一部県

が河川公園として整備されたのですが、まだ幅員

が狭く離合が難しい部分が残っており、安全上整

備が求められていると思います。土地の余裕もあ

り、工事も割と難しいものではないのではないか

と思われます。通行車両が多いところなので改善

を進める必要があると考えられます。 

 ３つ目は、伊賀上バイパスから明間にかけての

右岸ルートの整備計画についてで、これは将来を

見据えての考え方です。このルートは、部分的に

市道であったり、林道であったりという形で整備

がされています。しかし、現在の宇和野村線が災

害などで通行どめとなった場合、市内での迂回路

がないため、そのような危機管理の面からも重要

であると思われるということと、下宇和地区の土

地利用推進が図られるという観点からも将来的に

整備が望まれるルートです。伊賀上バイパスか

ら、下宇和駅、歯永橋上から明間までをつなぐこ

とにより路線はつながるので、後は計画的に道路

の拡幅、改良を進めていく必要があると思いま

す。特に皆田地区においては、右岸のルートで集

落間をつなぐ重要な道でも乗用車１台が通るか通

らないかくらいの古い橋もあるため、総合的な改

良計画が望まれるところです。 

 以上、３つの部分についての考え方を伺いたく

存じます。 

 次に、光ケーブルの整備についてお尋ねいたし

ます。 

 西予市では、２０１１年７月をめどにケーブル

テレビ事業を進めているところですが、今後の行

政サービスの拡充や国の目指すユビキタス社会へ

の対応については重要な施策であると思います。

現在、野村病院を起点として実施されている光ケ

ーブルを利用したメタボ対象の健康管理などは、

未来の医療、福祉の姿ではないかと期待しており

ます。 

 ところが一方、西予市内の一部の地域や新しい

団地などに光ケーブルが希望調査などの結果によ

って張られていないということが心配です。現時

点ではケーブルテレビを見ないとか、インターネ

ットを利用しないという状況であっても、将来の

行政サービスのために幹線だけでも集落の中心部

まで持っていっておく必要があるのではないかと

私は考えます。今後は、自己負担で引くことはで

きるが、１メートル当たり３，０００円のコスト

と伺っており、それで計算すると１００メートル

で３０万円必要ということになりまして、後で個

人で加入することは実質上困難であります。ま

た、さくら団地などもケーブルテレビが引かれる

計画になっていないそうですが、個人で引くには

費用が膨大となるので、このような場合など行政

が幹線を整備すべきではないかと思います。事業

をあと一年で仕上げるに当たり、現在の計画で修

正すべき点やフォローしなければならないところ

もあるようですが、将来も踏まえた整備のあり

方、情報過疎をなくすため全集落を網羅できない

のか、お伺いいたします。 

 最後に、ケーブルテレビとＩＰ電話についてお

尋ねします。 

 我が家でも今月から西予ケーブルテレビに加入

し、高速インターネットやＩＰ電話が使えるよう

になりました。高速インターネットの性能はすば

らしく、ＡＤＳＬでも不満はなかったものの、次

世代の情報化社会が一層身近にやってきたことを

実感いたします。 

 西予ケーブルテレビが加入を開始してから１年

が経過するため、初期導入割引は今月で締め切ら

れ、昨年整備された１エリアについては割引がな

くなるということです。私も自分では急いで加入

したつもりですが、初期導入割引ぎりぎりの状態

でした。整備や工事がおくれてきたため、６月に

初期導入割引が終了というのはやや合理的ではな

く、本来なら実質的に１０月くらいまで延長が必

要なのではないでしょうか。 

 また、ＩＰ電話の加入状況は現在どうなってお

りますでしょうか。ＩＰ電話加入の際にもさまざ

まなわからないことがあって、もう少し詳しい説

明と加入促進が必要だと思います。例えば、ＩＰ

電話同士の通話は無料でありますが、現状では市

役所がＩＰ電話となっていないため、市役所にか

けても加入者同士の通話が無料というＩＰ電話の

メリットが出ません。 

 また、市役所がＩＰ電話にならないのと同じＰ

ＢＸ、つまり電話交換機の理由で、民間企業など

もＩＰ電話にそのまま加入することができませ

ん。これは、ＩＲＵ契約の業者がもっと熱心にそ
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の普及に取り組むべきであって、市としてもその

指導をしないとせっかくの光ファイバーが有効活

用できずに設備投資が十分機能を果たせない状況

が続くのではないでしょうか。 

 また、市の電話交換機はいつからＩＰ電話対応

となるのでしょうか。県や国との通話料金も、Ｉ

Ｐ電話のメリットがあるのではないかと思われま

すが、それらの見通しについてどうか、お尋ねい

たします。 

 以上で質問を終わります。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 皆さんおはようございます。 

 本日は早朝より傍聴席には多くの方がこのよう

に来ていただきまして、まことにありがとうござ

います。心から感謝を申し上げます。 

 今回の６月定例議会でございますが、正副議長

も決まりまして、新しい議会の体制での初議会と

なります。また、国のほうは今ほど松山議員もち

ょっと述べられましたけれども、菅内閣が誕生し

て新しい方針も打ち出されたということでござい

まして、そういう中でございますが、本日は７人

の議員の方から一般質問をお受けすることになり

ます。いろいろな情勢を踏まえての質問があろう

かとは思いますけれども、西予市の発展のために

きょうは活発な議論を期待をしているところでご

ざいます。 

 それでは、第１点目の卯之町駅前広場の計画に

ついてについて、まず私のほうからお答えをさせ

ていただきます。 

 新庁舎の完成後における庁舎第１別館の利活用

につきましては、ご指摘のように別館等としての

再利用を含め、取り壊しや跡地利用の検討を本格

的にしなければならない時期が来つつあると認識

しております。この土地は、ＪＲ卯之町駅の駅前

に位置し、まさに西予市の顔、玄関であり、西予

市の中心市街地の活性化を考える上でも非常に重

要な役割を担う要所であります。したがいまし

て、今後の利用計画につきましては西予市のイメ

ージや、昨年１２月に重要伝統的建造物群保存地

区の選定をされた中町を初めとした地域資源との

連携を勘案しながら、これからの西予市のまちづ

くりの核としての利用を進めてまいりたいと考え

ているところでございます。 

 進め方といたしましては、来年でございますが

２３年度中に庁舎内の検討会を設定し、その後市

民検討委員会等で広く市民の声を聞きながら計画

づくりを進めていきたいと考えておりますので、

ご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げま

して、私の答弁とさせていただきます。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 皆さんおはようございま

す。 

 松山議員２点目の質問、市営住宅の整備と公共

下水への接続についてお答えをいたします。 

 市営住宅には、公営住宅特定公共賃貸住宅、市

単独住宅があります。平成２２年４月１日現在の

管理戸数は、全体で８９９戸あり、そのうち耐用

年数を超過した老朽住宅が２２７戸であります。 

 ＣＡＴＶへの加入促進につきましては、市の施

策として取り組んでおりますＣＡＴＶ整備事業に

沿ったものとしております。市営住宅につきまし

ても、ＣＡＴＶ化する工事を平成２１年から２２

年度で取り組んでおります。すべての団地で説明

会を順次行う予定で、ＣＡＴＶ整備の方針を理解

していただくとともに、全戸加入の促進を図って

おります。公営住宅につきましては、国の補助金

である地域住宅交付金を活用いたしますが、一部

の耐用年数が超過している住宅や単独住宅につき

ましては市の単独予算で取り組んでおります。平

成２２年度当初予算ＣＡＴＶ工事と水洗化工事込

みで交付金対象５，０４７万３，０００円、単独

予算は５，６１４万９，０００円、合計１億６６

２万２，０００円計上しております。 

 公共下水道への接続につきましては、計画的に

接続に取り組んでおり、昨年度は野村法正団地が

接続済みであり、今年度は宇和町神領団地３０

戸、野村町太田第２団地１８戸、公園団地１８戸

について工事を行います。現在もくみ取りトイレ

になっている住宅は市内で１６４棟４２５戸あり

ます。水洗化につきましては、公共下水の開通時

期と建てかえ計画の時期との調整を考えながら取

り組む必要がありますので、住宅マスタープラン

及びストック活用計画の方針に基づき、投資効果

を勘案して適切な手法を検討していきます。 

 老朽住宅の建てかえにつきましては、平成２３

年度から野村町緑ケ丘団地の建てかえを計画して
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おり、順次西予市住宅マスタープラン及びストッ

ク活用計画に基づき、用途廃止等の処分も視野に

入れ、住宅需要を勘案しながら地域住宅交付金事

業で実施したいと考えております。 

 水洗化や建てかえ等によって、住宅の安全性の

確保、衛生面の改善等の住居環境の改善が図られ

ます。家賃の算定は公営住宅法によって定められ

ますが、建てかえ等による家賃上昇の際には、激

変緩和措置として６年間で調整を図っていきま

す。なお、実施に当たっては入居者に説明し、理

解を求めながら計画的に進めて、住宅の適正な維

持管理に努めてまいります。 

 続きまして、３点目の質問、肱川河川沿いの道

路の整備計画についてお答えをいたします。 

 市では、ご質問にありました下松葉の主要地方

道宇和三瓶線、永長橋から国道５６号と県道宇和

野村線交差点部を結ぶ区間の整備の一環として、

平成１６年から肱川左岸の市道旧町地区９６号線

の整備を進め、平成２０年度に卯之町１丁目の県

道宇和高山線、三島橋までの約１．５キロの道路

改良を完了し、通行の安全確保に努めたところで

あります。残区間としまして、旧町地区２２３号

線のうち、三島橋から下流のＪＲ予讃線との交差

部までの約９００メートルについて、今後改良計

画を行っております。ただ、当区間においては、

住宅等の建築物が河川管理道に隣接している区間

があるため、改良の実施に向けた概略設計を進め

ている段階であります。 

 今回のご質問にあります区間につきましては、

まずは左岸下流への改良を延伸することを優先に

考えていますので、１の若宮団地から丸田橋にか

けての右岸改良につきましては、現時点では改良

計画はありませんが、この路線の重要性について

は十分理解しておりますので、今後の検討課題と

いたしたいと思います。 

 次に、２の卯之町駅裏の左岸の改良につきまし

ては、幅員狭小で離合が困難な三島橋下流からＪ

Ｒ予讃線までの区間は改良を検討しております。

ただ、同区間はご存じのとおりであり、県管理の

河川道路でありますので、改良工事につきまして

は県の占用許可が必要となります。そこで、今年

度から改良の実施に向けて、県と占用協議を開始

していく予定であります。市といたしましては、

実施可能な区間から少しでも改良区間を延伸して

いくことで事業の推進に努めてまいりたいと思い

ます。 

 最後の伊賀上バイパスから明間にかけての右岸

ルートの整備計画についてでありますが、ご質問

の路線は県道宇和野村線の災害時の迂回路と位置

づけられている路線でありますけれども、未開通

部分が急峻な山岳地形のため、実現には巨額な事

業費が必要となります。また、県道宇和野村線に

おきまして、災害で通行制限が発生するおそれの

ある区間は、下川の歯永橋から明間にかけての区

間であると思われます。まず、歯永橋から下流の

区間につきましては、森林整備とあわせた道路網

の設置を今後の課題とし、皆田地区内の幅員狭小

区間につきましては、地元の要望等を踏まえ、今

後検討してまいりたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 松山議員の４番目と５番

目のご質問、光ケーブルの整備についてとケーブ

ルテレビとＩＰ電話についてお答えいたしたいと

思います。 

 光ケーブルの整備につきましては、これまでに

宇和地区、惣川、大野ケ原地区を除く野村地区、

それから明浜地区の整備が完了し、今年度は野村

地区の惣川、大野ケ原、それから城川地区と三瓶

地区を整備する計画でございます。 

 まず、一部地域の未整備についてでございます

が、意向調査の結果により光ケーブルの整備を行

わないということになっております。初期投資の

増大により前西予ケーブルテレビ株式会社の影響

を考慮しての決定でございますので、ご理解いた

だきたいと思います。なお、ご指摘のさくら団地

につきましては、団地に隣接してあんしんの家が

ございます。この施設は半公共的な施設でもあ

り、施設からの要望もあるため、西予市において

さくら団地を含めて幹線の整備を検討いたしてお

ります。 

 続きまして、初期導入割引の問題ですが、西予

ケーブルテレビに問い合わせいたしましたとこ

ろ、６月末という期日は契約の締め切り期限では

ございません。申し込みの締め切り期限としてい

るものでございますんで、説明会などにおいても

その旨を説明しておるところでございます。ほか

の地区につきましても１年としていることもあり
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まして、現時点では６月末で終了するとのことで

ございました。 

 次に、ＩＰ電話の加入状況でございますが、５

月末現在で実際に使用されている方は１６７件で

ございます。インターネット利用者の７３％がＩ

Ｐ電話に加入されていることになります。同じ時

点での契約者数は７９１件でございます。これも

インターネット契約者数の約７７％になっていま

す。このように、インターネット契約者はＩＰ電

話の契約数が高いことからも一定の理解は得られ

ているというふうに考えております。なお、ＩＲ

Ｕ契約事業者の指導につきましては、経営上につ

いてもう最大限に努力をされているものと承知い

たしておりますので、新たな指導を行うという考

えにはございません。 

 次に、ＩＰ電話化ですが、現在新庁舎の建設に

あわせてＩＰ電話対応のＰＢＸを導入する計画を

いたしております。平成２３年５月の開庁時と同

時に一部ＩＰ電話対応する予定でございます。Ｉ

Ｐ電話は、停電及びネットワーク障害時に残念な

がら使用できませんので、災害対策本部が設置さ

れる本庁舎は代表電話とすべての回線をＩＰ化す

ることはできませんので、当初は数回線を使用し

て市民の方々の通話料の無料化というメリットを

生かしていきたいと思っております。その後、利

用状況によりＩＰ電話の回線数をどうするか考え

てまいりたいと考えます。本庁と総合支所の間で

ございますが、行政組織の見直し後、回線の使用

頻度とＩＰ化に係る経費、費用対効果を見据えて

今後検討してまいりたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 ７番松山清君。 

 

７番松山清君 二、三点追加で質問をさせていた

だきたいと思いますが、まず１点目は市営住宅の

件であります。環境整備についていろいろとご計

画されているということで、大変重要なことじゃ

ないかというふうに思います。そのコストの負担

についてなんですけども、市営住宅のケーブルテ

レビへの整備ということによりまして、その加入

接続料金が発生する、最低でも１，５７５円とい

うのが発生してきまして、それが今の状態では入

居者の負担になるということが問題ではないかと

いうふうに私は思います。それで、本来ならば今

の理事者の説明ですと、全員の方がケーブルテレ

ビに入るというようなご説明でしたが、その場合

に基本料金の負担がどうなるのか、そういう場合

ですと私は市が負担するのがいいんじゃないかと

思うわけですし、本来ならば家賃の中にその部分

が組み込まれた形という、そういう状況で入居を

していただくというのはいいんじゃないかと思い

ます。しかしながら、今回途中でケーブルテレビ

に切りかえますので、その基本料金をどう扱うか

ということが問題になってくるということで、入

居者の中にはそれを今後毎月払わなくちゃいけな

いんじゃないかということが非常に心配されてお

るということなので、そこに対して今入っている

人は無料化、今後入る人は１，５７５円加算した

形で契約をするといったような、すっきりとわか

りやすい形がとれないのか、それについて再度ご

質問をさせていただきたいと思います。 

 それとＩＰ電話についてなんですが、このＩＰ

電話というものが非常に私もわかりませんで、ど

んなものか。何かノイズが多いんじゃないかとか

途中で切れるんじゃないかとかという心配があっ

たわけですけど、実際使ってみるとそういうこと

もなくて、普通の電話と同じように使えて意外と

いいんじゃないかというふうに今感想で思ってお

るところです。それが、なかなか市民の方には現

状をわかってないんじゃないか、それで加入率が

向上しない地域があるんじゃないかというような

感触を持っております。 

 それと、今総務企画部長の答弁ではＩＲＵ契約

業者の指導をしないということですが、やはり民

間企業がＮＴＴの電話機からぱっと切りかえれな

いという状況がありまして、そういうことを解消

する対策、例えばアダプターをつけるとか、そし

て今の光ケーブルにつなげることができるといっ

たようなことが必要じゃないかということを私は

思っておるわけです。ですので、そういうことに

対してもっと一般家庭じゃなしに、そういう小さ

な事務所とかそういったたくさんの電話機がある

ところもつなげるような対策をお願いしたいとい

うことなので再度そこを検討できないか、ご答弁

お願いしたいと思います。 

 それと、ＩＰ電話とかこういうものにつきまし

て、公民館とかあるいは市の関連施設、第三セク

ターの施設とか、そういったいろんなものがある

わけですが、そこらについてもやはり積極的に導
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入していくことによりまして、電話代、経費の削

減と、こういうところも発生するものですので、

やはりそういったところも導入を早急に進めてい

くのがいいんじゃないかと思います。そういった

ところがどうなっているのか、計画があるようで

したら答弁のほうお願いしたいと思います。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 松山議員の再質問でござい

ますけれども、ＣＡＴＶは市の政策でもあります

ので、市営住宅も推進を図るということは先ほど

答弁の中で申させていただきました。市営住宅の

中で現在個人でアンテナを立てられて視聴されて

いる方につきましては、今回市で地域住宅交付金

事業で基本的には進めておりますので、そこの中

では補助の中で対応できるというようなことでご

ざいまして問題はないと思うわけですけども、た

だ市営住宅を建てられる建設時において共聴アン

テナを立てられると、これは共聴アンテナも当然

個人ではございませんので国の補助の中で共聴ア

ンテナを立てられて現在視聴されている市営住宅

ございます。宇和によりますと、下松葉市営住宅

とれんげ市営住宅が該当すると思いますけれど

も、そういうような中で今回この事業を取り組み

ます中で県ともいろいろ交渉もさせていただきま

した。そういう状況の中で、とにかく建設時に共

聴アンテナを補助でやっとる以上は今回ＣＡＴＶ

を整備する上で補助でやることはできないと。基

本的には補助でＣＡＴＶを推進するのであれば共

聴アンテナは撤去してくださいというのが県の今

の指導でございます。がしかし、現在視聴されて

おるわけでございますから、そういうわけにはい

かないだろうということもありまして、先ほども

申しましたように各住宅の説明会にも行かさせて

もらった折に、下松葉団地の中で説明をさせてい

ただきました。これは、基本料金も含めてＣＡＴ

Ｖ加入が賛否両論ございました。ただし、市とし

ましてはＣＡＴＶに加入される方がニーズによっ

て割合はわかりませんけれども、おられる以上は

市としてはＣＡＴＶを推進したいというのが市の

考え方でございます。ただし、この事業の取り組

み方につきましては、そういう事情もありますの

で今後検討していかなければならないことかなと

思っておりますが、１点目は先ほど申しましたよ

うにＣＡＴＶの整備の補助をもらって共聴アンテ

ナを撤去すること、それからもう一点は共聴アン

テナをそのまま置いておいてＣＡＴＶを単独で整

備していくというような現在では２通りしかない

のではないかなというような思いもしておるわけ

ですけども、ただしその中では共聴アンテナを存

続さす上においては、そこの自治会の中で共聴ア

ンテナは維持管理してもらわなければならないと

私は思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 ＩＰ電話の利用の拡大と

いう件ですけれども、事業者のほうで十分市民説

明はできていないという問題、私自身の考え方と

してはインターネットの契約がまず前提になりま

す。インターネット契約が今月額４，７２５円、

これプラスその上にＩＰ電話に加入していただく

ということになりますんで、金額的な問題で若干

加入者が少ないんではなかろうかというふうに想

像いたしております。 

 それから、公民館施設等のＩＰ化ですけれど

も、これは先ほど答弁でも申し上げましたとお

り、総合支所と本庁間のＩＰ化について来年実態

がどうか検討してまいります。これとあわせて施

設等、本庁、総合支所とのＩＰ化についての検討

もいたしたいと思います。 

 以上、答弁といたします。 

 

○議長 ７番松山清君。 

 

○７番松山清君 もう一回、市営住宅の月額料金

についてですけども、これを無料化できないかと

いうことなんですが、今現在地域によって違いは

ありますけども、宇和の場合は市営住宅は今のア

ンテナで地デジが見れておるという状況になって

おります。結局その状態でさらに今の計画を進め

られると皆さん月１，５７５円は最低必要になる

というふうに私は認識しておりますので、そこに

おいてちょっと抵抗といいますか、金銭的な負担

が発生すると。これがもし契約、今から入る方に

おいてはそれを加算した形にすればいいと思うん

ですが、今まで入っておられて今回切りかえられ

る方においての移行措置というのは私必要じゃな
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いかと思うんです。今回、市のほうで今言われた

ような補助の問題はわかります。補助の問題があ

るからという理由はわかりますが、毎月基本料金

を払っていかなくちゃいけないということが経済

的負担になるんじゃないかという心配をしておる

わけですが、それに対して何らかの対策はとれな

いのか、もう一回お尋ねします。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 失礼しました。 

 先ほども質問があったと思うんですけど、申し

てなかって申しわけなかったと思います。 

 現在のところ、家賃の中で基本料金を含めると

いうことは考えておりません。したがって、ＣＡ

ＴＶに加入されますとその金額は徴収させていた

だくというような考え方でおるところでございま

す。今後につきましては、また検討をさせていた

だければなと思っております。 

 

○議長 次に、６番小野正昭君。 

 

○６番小野正昭君 「海川の、水をたどれば一粒

の、空から落ちる雨雪あられ」。以前、私はある

方から済んだこと、終わったことについて余り質

問をせずに、これから西予市のために、市民のた

めに献身的な、前進的な一般質問をしたらどうか

というふうなご意見を賜りました。もう亡くなら

れたんで遺言になりましたけれども、今回は先ほ

ど議長に許可いただきましたので、あえて市民の

特に三瓶町民の関心の強い、今回は行政施設、特

に三瓶総合支所及び下泊小学校、この２つの施設

について今後どのように考えられているのか、ま

たどのような方針なのか、また西予市ケーブルテ

レビに係る三瓶町の運営はどのようにお考えなの

か、三瓶総合支所の件及び西予ケーブルテレビに

ついては市長に、学校施設については教育長に通

告に順じて質問をいたしたいと思います。 

 平成２１年度一般会計予算（１１号）の中で、

三瓶総合支所移転事業費として８，５１３万４，

０００円、さらに平成２２年度の一般会計当初予

算でも２，４２９万２，０００円が計上され、三

瓶福祉センターに移転をされることになっており

ます。現在の三瓶総合支所は、昭和２８年に当時

の敷島紡績三瓶工場及び株式会社酒六三瓶工場の

朝鮮戦争の後のいとへん景気も手伝いまして、そ

の一因として建設されたものと私は思考をいたし

ております。当時としては、近隣の町村には見ら

れない鉄筋２階建ての庁舎であり、現在の３階部

分はその後増設されたのはご案内のとおりであり

ます。また、この庁舎は昭和の大合併による昭和

３０年三瓶町、二木生村、三島村、双岩村の一部

である和泉、鴫山が合併をし、旧三瓶町が発足し

て以来５５年の長きにわたり、三瓶町行政の中枢

であり、その所在場所は市と及び物流の中心地で

あり、扇に例えますと外郭である親骨は海岸線を

走る国道３７８号線、八幡浜から明浜町に至るも

のであり、また中骨には主要県道八幡浜三瓶線、

右には同じく主要県道であります宇和三瓶線を擁

し、さらに和泉断層から流れる母なる川、朝立

川、西山田断層から流れる父なる川、谷道川をそ

の合流地に、まさに扇のかなめに位置いたしてお

りますのが三瓶町庁舎であり、合併後の三瓶総合

支所であります。その機能が名実ともに閉鎖され

ることになり、まことにもって寂しい限りであ

り、また断腸の思いでもあります。このことは、

私一人ではなく、多くの先人、先輩、また三瓶町

民ひとしくの思いだと拝察されます。思いを起こ

しますと、初代三好澄男町長から１３代、井伊敏

郎町長に至る６人の町理事者及び町職員の方々、

議会におきましては初代岩見正成議長から嶋川武

文議長の２６代に至る２４人の議長と多くの町議

会議員の方々及び関係各位が、そうして三瓶町民

が三瓶町の進展、町民の福祉の向上及び民生の安

定のため、その英知をもってご尽力をされたので

あります。そのご功績及びご苦労をしのび、私は

三瓶町が閉庁をする最終議会の最後の質問者とし

て一般質問に立ったことを今思いをめぐらせてお

ります。まさに「兵どもが夢の跡」でございま

す。 

 そこで、冒頭に申し上げました「海川の、水を

たどれば一粒の、空から落ちる雨雪あられ」であ

ります。何事も１人や２人の力では事は知れてい

ます。がしかし、一人一人のつながりが根本にあ

り、その思いがあり、市民の方々が先般南予のあ

る首長が言われましたように、行政は民のために

ある、そういうことを思ったと。このことは後に

述べる西予ケーブルテレビも同じことが言えると

思います。三瓶町民一人一人の思い、お考えを拝

察したとき、その代弁者として三瓶総合支所を今
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後どのようにお考えなのか、市長にお伺いをいた

します。 

 次に、先般平成２２年３月３１日付をもって閉

校となりました下泊小学校の計画について教育長

にお伺いをいたします。 

 西予市教育委員会の西予市小学校再編計画で

は、防災時の緊急避難場所及び地域活動のシンボ

ル、拠点的な施設であり、地域の実情や需要に応

じて積極的に活用云々とありますが、その後どの

ようになっているのか、地域の方々と今後につい

て話し合いを持たれたのか、お伺いをいたしま

す。 

 この下泊小学校は、ご案内のとおり明治１０年

開道学校として開設されて以来１３３年の歴史と

伝統を誇る小学校であり、その間校名及び場所の

変更もありましたが、昭和２６年現下泊小学校と

なって以来２０人の校長先生、５０人のＰＴＡの

会長を初めとする教職員、保護者の方々並びに卒

業生及び地域の方々の思いはいかばかりかと拝察

をいたします。下泊小学校の気風及びその思いは

校歌の中に「高島の荒いそ高き、そなれ松」とこ

のようにあります。まことに余談ですが、このそ

なれ松の意味と語源は古今和歌六帖の万葉集、古

今和歌集、それから後撰集の歌集に至るまでの歌

集４，３７０集の中の一つで、柿本人麻呂が詠ん

だ歌の中に「風吹けば波越す磯のそなれ松根にあ

らはれてなきにべう也」と、このような様は海の

強い潮風に耐えるために枝や幹を低くなびかせて

生きている松だそうで、すなわち岩肌に根強く根

を張って厳しい環境にも耐え、頑張って生き抜い

ている松だと私は考えております。また、３番目

の歌詞には「石鎚の山並果てる下泊」とあり、ま

さにこの下泊の方々の思い、下泊小学校に対する

意気込みは、この校歌に象徴されていると私は思

っております。 

 明治１０年より１３３年間の長きにわたり、下

泊の方々とともに築いてこられた意気込みと心意

気とともに、下泊地域が育て守ってこられた文

化、また子供たちの校舎、校庭から聞こえる明る

い元気な声がまさに消えてしまった今日、この寂

しさはいかばかりか、またその思いは感慨ひとし

おのものがあろうと拝察をいたします。しかし、

今となっては廃校となったこの教育施設を今後ど

のような方針、またお考えをお持ちなのか、どの

ように活用していくのか、教育長にお伺いをいた

します。 

 最後に、西予ケーブルテレビの件についてお伺

いをいたします。 

 西予市ケーブルテレビは平成２１年８月に開局

いたし、三瓶町は平成２２年１０月以降に一部の

地区が放送され、平成２４年３月をめどに全地域

が放送される予定と聞いております。先般、この

ことにつき５月１９日三瓶地区３区地区を最後に

地区の説明会が終わり、現在８月にかけて戸別訪

問をしていると聞いておりますし、現実私の家に

も訪問されて説明を受けました。がしかし、この

西予ケーブルテレビの放送につき疑問及び不信の

問い合わせが数多くあり、そのような気持ちを持

たれる町民もまた多くおいでになるようですけれ

ども、今回どのような地区説明会をされたのか、

その説明会をし納得をされているのか、さらに八

西ケーブルテレビから西予ケーブルテレビに移行

してのメリット、デメリットは何かをお伺いいた

します。 

 以上、大きく分けて三瓶総合支所並びに下泊小

学校の今後の方針につき、さらに西予ケーブルテ

レビについて、先ほど申し上げた件につきお伺い

をいたし、今回の一般質問といたします。 

 若干、通告１３分ですが１５分まで５分ありま

すので、関連がありますので私見を言わせていた

だきます。 

 私は市長、かねてですな、この５本の指を思い

よんです。これは、俗に言う親指ですが、人から

外れてぶさいくで、ちょっと煙たがられている指

なんですね。これは、家庭で言えば私らおやじで

す。市で言えば、市長さんあんたです。しかしな

がら、たくましくて押さえがきくんですね。押し

ピンを押すのもこれで押すんです。これは、家で

言うたら奥さん、家内です。市役所で言うたら係

長、部課長、大変物事にすぐれて器用な、知識の

ある人材。世の中のことすべて、この２つなら大

概のことを持ったり書いたりできるんです。しか

しながら、この中指、これは家で言うたら長男坊

ですかな。市役所で言うたら主査、主事、主事補

あたりですかな。スマート、近代青年です。こち

らが家で言うたら娘、市役所で言うたら女子職

員、どちらにもついていって循環性のある、いわ

ゆる職場の潤滑、家庭においても潤滑油的な役割

をしているのがこの薬、大変清潔な指ですので…

…。 
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○議長 小野君、手短にお願いします。 

 

○６番小野正昭君 まだ４分ありますから。 

 

○議長 手短にお願いします。 

 

○６番小野正昭君 ４分ありますんで、１５分の

間で。 

 これが、いわゆる清潔な指ですので薬指です

ね。だから婚約指輪はここに置くんです。それ

で、最後になりましたがこれが小指、家ではじい

ちゃん、ばあちゃん、市役所では臨時職の方で

す。見えないところにこつこつと仕事をしてくれ

るんです。このじいちゃんばあちゃん、市役所に

臨時職の方がおらなければ嫌なこととかやりにく

いことができんです。そして、団結で握り締めた

ときに、この小指があるからこそ力が倍増するん

です。この小指がなかったら力が半減するんで

す。そして、最後におやじ、市長が一番スマート

に役に立たんであろう長男、及び主事、主事補を

しっかりと上から押さえるんです。そうしたとき

に、相手にぶち当たるときはこの頼りにならんの

が一番先に当たってくれるんです。それはやは

り、これから後の質問にも言いますけれども、よ

く理解をされて対応していただいたらと思いま

す。 

 まだ３分あります。終わります。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、小野議員の一般質問のう

ち三瓶総合支所の建物及び跡地の今後の活用方針

についてお答えをさせていただきます。 

 三瓶総合支所の移転に関しましては、ただいま

の小野議員からの質問にございましたように、平

成２３年度からの本庁支所方式への組織改編に伴

い、本年度中に現三瓶保健福祉総合センターを一

部改築いたしまして来年度当初に移転する予定で

ございます。現三瓶総合支所に対する三瓶地区の

皆様方の愛着や思いは、今ほど小野議員がおっし

ゃられたことについても私も理解をいたします

し、宇和庁舎の取り壊しと同様に一抹の寂しさを

禁じ得ません。しかしながら、三瓶総合支所は昭

和２８年建築されたということもあり、耐震面な

どを考慮いたしますと、今後一部改良を加え多用

途に再利用することは、現状では適切とは考えに

くいと判断をしております。現段階では、総合支

所移転後の具体的な活用方針は持ち合わせており

ませんが、現建物が地域の要所の地にあって、三

瓶のシンボリックな建築物でもありますので、地

域の皆さんにとっても関心の深い案件であろうと

思います。そういうこともあり、この問題につい

て三瓶総合支所内に検討組織を立ち上げることと

して先月から課長級を中心に協議を開始している

ところでございます。この組織には、必要に応じ

て学識経験者や有識者も参加いただくことを考え

ていますので、跡地利用を含めた方向性を調査研

究して、意見の集約を図り、一定の結論を図りた

いと考えております。したがいまして、その検討

結果を踏まえ、現総合支所の利活用を進めてまい

りたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 兵頭教育部長。 

 

○兵頭教育部長 小野議員の一般質問のうち、２

番目の旧下泊小学校施設の活用方針についてお答

えをいたします。 

 学校施設の跡地利用につきましては、ご指摘の

とおり、平成２１年１０月に策定いたしました西

予市小学校再編計画に、学校施設は統合後におい

ても地域の実情や需要に応じて積極的に活用して

いくことが望ましいとうたっております。そこ

で、廃校となる学校施設の跡地利用につきまして

は、学校再編についての答申を尊重しながら、全

市的な課題として検討していきたいと考えており

ます。 

 ご質問の下泊小学校屋内運動場は、平成４年３

月の建築で耐震性もあり、社会体育施設や災害時

の緊急避難場所として利活用が望めるため、学校

施設から社会体育施設への用途変更の手続をと

り、施設の維持管理等については地域や利用団体

との協働を柱に協議検討を行い、有効活用に努め

る方針であります。 

 その他の学校施設の活用方針につきましては、

去る６月８日に下泊地区の役員さんとの会議を持

ち、その中で今後地元としては統一的な見解を取

りまとめて要望書として市に提出されるとの計画

であります。市といたしましては、要望書を受け

た後、全市的な課題や財政状況等をかんがみ、地
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域の方々と十分に協議検討を行い、ご理解を得た

上で旧下泊小学校施設の有効活用に努めてまいり

たいと考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 小野議員の３番目のご質

問、三瓶地区のケーブルテレビについてお答えし

たいと思います。 

 ご存じのとおり、三瓶地区のケーブルテレビは

昨年度総務省の交付金事業を活用して市が整備を

行うことでご確認いただき、今年度７月から工事

に着手できる予定でございます。西予市のケーブ

ルテレビ事業は、市が設備を整備して運営は民間

が行う公設民営方式を採用しておりますので、先

般西予ケーブルテレビ株式会社とともに三瓶町の

１８カ所で住民の皆さん、市民の皆さんに説明を

行ったところでございます。 

 説明の内容でございますが、事業実施に至るこ

れまでの経緯、八西ケーブルテレビの今後の運用

予定、市が実施いたします工事のスケジュール等

について説明いたしました。また、その後西予ケ

ーブルテレビ株式会社からはサービスの内容、新

たに西予ケーブルテレビに加入する際の工事費や

料金体系及び戸別訪問による加入案内等のことに

ついての説明を行い、その後質問をお受けして回

答するという形で説明会を進行いたしました。説

明会の参加数ですが６６０人、全世帯数の１９％

に当たります。なお、今回参加されなかった方に

つきましては、推進員が戸別訪問時に基本的な説

明を行うことといたしております。 

 八西ケーブルから西予ケーブルへの移行のメリ

ット、デメリットというご質問ですが、やはり最

大のメリットは西予市全域がケーブルテレビとい

う一つの光ファイバー網でつながり、市民間の情

報共有などの一体感の醸成にはなくてはならない

ツールがやっとできるということだろうと思いま

す。日々進化する情報化社会の中で、市政の推進

に大きな役割を果たすことが期待できるであろう

と思います。市といたしましても、今後光ケーブ

ルの双方向通信を利用した福祉・医療情報の充

実、防災情報の充実、地域特性を生かした地域産

業の活性化など、高度な利活用を検討してまいり

たいと思います。 

 デメリットでございますが、アナログ放送とデ

ジタル放送におけるチャンネル構成の相違がござ

いまして、八西ケーブルのアナログ放送の一部が

有料になります。それと、八西のケーブルテレビ

のアナログ放送は平成２７年３月まで継続されま

すので、地デジ対策を同日までに実施すればよい

ということになりますけど、西予ケーブルテレビ

はデジタル環境での運用となりますので、移行ま

でに地デジ対応が必要であろうかと思います。三

瓶地区ではデジタル対応のテレビの購入時期等の

問題もありますが、市民の皆様にはぜひとも西予

ケーブルテレビに加入いただきますようお願い申

し上げて、答弁といたします。 

 

○議長 ６番小野正昭君。 

 

○６番小野正昭君 またこれを言うと、議長から

ちょっと教育的指導を受けるかもわかりません

が、私の思いでありますし、質問に関連性が一部

ありますんであえて言わせていただきます。 

 私は、演歌が大好きです。その演歌には詩情演

歌、情景演歌、人情演歌、人生演歌ですかな、あ

るんですが、特に北島三郎の演歌は人生演歌です

よね。その中で、私が好きな歌の中に「根っこ」

という歌があるんです。その歌詞は、花には枝あ

り幹がある、目にこそ届かぬその下に、忘れちゃ

ならない根っこの力、もう私の言わんとすること

はおわかりだと思います。西予市が幾ら頑張って

も、地方の市民の一人一人の声、出先にある総合

支所、これから支所になるであろうその機関がい

かに体当たりでぶつかり、親切、懇切丁寧に当た

るか、それを図ってこそ根っこの力、枝葉が活用

されて幹が大きくなると、西予市が発展する、私

はこのように思っております。 

 そこで、総合支所の件について、今市長からア

ンケートをとったり、市民に諮ったりと答弁があ

りましたけれども、一つだけあえて質問をします

が、実は玄関のところに三瓶町のシンボルの３つ

の瓶が置いてあります。これご存じだとは思いま

すが、見たことがあると思いますが、これは当時

の井伊町長が町民の方々の思いを込めて平成１６

年３月３１日、すなわち三瓶町がなくなったとき

に、当時の小・中・高校生８６４名の子供たちが

三瓶町の思いを亀甲マークのタイルに刻んだもの

を今敷き詰めております。その製作過程をＣＤ化
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して瓶に入れております。この市民の思い、町民

の思い、当時の町長の思い、小・中・高校生の思

いを今後どのような取り扱いをされるのか、あえ

て質問をしたらと思います。 

 それから、教育長にお尋ねをしますが、私がお

伺いした部落のいわゆる説明会だとか懇談会とか

を既にされたということですね。まことに結構な

ことだと思います。さらに申し上げたいのは、私

はこの下泊小学校がいわゆる今後の教育委員会が

計画されている対象地域の見本になるべき、モデ

ルになるべき地域だとみんなが注目しとると思う

んです。それがスムーズにいけば、余談な話です

けれども他の地区もまあまあ理解がしやすくなっ

ていただけるんじゃないかなと。ここでそういう

ことがつまずきますとますます難しくなりますん

で、よくその思いをお聞きになって下泊小学校が

見本になるような、いわゆる行政指導、部落との

意見をよく聞いて、ひとつ対応していただきたい

なと、このように思いますのと、管理面について

は今後有効活用についてという答弁でしたけれど

も、その有効活用についての前にいわゆる防災、

火災、それから衛生面、このような管理について

今現在どうなっているのか、お伺いをしたいと思

います。 

 それから、八西ケーブルテレビの件ですけれど

も、確かに１９％、参加者が少ないということ

で、うちの家も先ほど言いましたように推進員の

方が懇切丁寧にしていただいております。しか

し、その地区説明会のときに、よく私が耳にする

のはあれは説明会ではないでよと、押しつけ的な

意見が多かったでよという声があるわけです。で

すから、私は民の声を大事にしなさいというたら

そこなんですよ。その言い方は、結局平成２１年

国の経済危機対策による補助金予算が行政単位で

出るんだと。したがって、三瓶町は西予市なんだ

からもう八西ではないですよと言い方が強く聞こ

えたと。確かに先般１２月でしたか、ある議員さ

んがこのＣＡＴＶのことについて八西のことを言

われたときに、市長はもう西予市になって７年目

だから西予市のことを重点的に、それはそのとお

りです。私はそのとおりなんですけれども、その

とおりですが、その前にやはりそういう配慮をも

う少しやわらかい口調で、こうこうなんですがど

うでしょうかなというふうなことであればよかっ

たんですけども、何かこう私の耳に入ってくると

こ、それから余りは言えませんが役所に苦情の電

話が多々あるのは、何だあの横着な物の言い方は

というふうな声が聞こえるわけですよ。これから

もやっぱり行政を推進する上には、やはりそうい

う小さな声ですけれども大事にしながらひとつ民

の声を大事にして、先ほどではないですけど根っ

この力、枝葉の力を大事にして行政を推進される

のがええんではないかなと、このように思います

ので、あえてこれは答弁はぜひお願いをしたらと

思いますが。 

 以上、３点ほど再質問をして終わりたいと思い

ます。 

 

○議長 三好三瓶総合支所長。 

 

○三好三瓶総合支所長 それでは、ただいま小野

議員からの再質問の中での三瓶総合支所の移転に

関する件についての答弁をしたいと思います。 

 平成１６年３月建設の旧三瓶町閉庁記念モニュ

メントにつきましては、その歴史のあかしとしま

して私たちの記憶にとどめくものと理解をいたし

ております。その取り扱いにつきましては、当時

建設にかかわりました行政を初め、三瓶小・中・

高の児童・生徒の皆さんなど、関係者の方々のご

意向や思い入れを損なうことなく尊重したものに

なるよう、先ほど申し上げました検討委員会の中

で検討を進めてまいりたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、この席からＣＡＴＶの関

係について私は答えさせていただきますが、説明

会の対応の仕方について言われたんだと思いま

す。職員も、一生懸命になり過ぎてちょっと強目

に言ったんではないかなという気はいたしますけ

れども、事業推進にはやはりそういう細やかな配

慮も確かに必要でありましょう。その点、私ども

も注意をしながら職員のほうには、その進め方に

ついては話をさせていただきますけれども、ただ

強い事業を進めたいなという意思のあらわれであ

ることもご理解をいただきたいと、このように思

うわけであります。 

 以上です。 

 



 

－29－ 

○議長 森教育長。 

 

○森教育長 それでは、小野議員の再質問につい

てお答えをさせていただきます。 

 答弁につきましては、先ほど部長が答えたとお

りでございます。今回の取り組みが今後の小学校

再編計画に随分影響を与えると思いますので、議

員心配していただいておりますように、地元の皆

様と慎重に協議を重ねまして、今後の利用につい

ては検討していきたいと考えています。 

 それと、現在の施設の管理についてでございま

すが、体育館につきましては災害時の緊急避難場

所として大切な施設でありますので、現在暫定的

に学校教育課が管理をし、そして公民館と区長さ

んと、そして学校教育課のほうでかぎをお渡しし

て管理をお願いしているところでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 ６番小野君。 

 

○６番小野正昭君 もう再々質問しないと思って

たんですけども、最後の管理の面で、かぎを渡し

ておるんで管理をしとるというような答弁です

が、日ごろいわゆる衛生面だとか、そういうふう

な犬、猫が入って、そういう衛生面だとか、もし

不審者が来て、したらいけないことをする、いわ

ゆる犯罪的なことがそれに対応はどうされとるの

か、やはり見回りを月に１回か、１週間に１回か

されとるのか、その辺を私は聞きたかったんで

す。 

 

○議長 答弁要りますか。 

 

○６番小野正昭君 はい。 

 

○議長 森教育長。 

 

○森教育長 それでは、小野議員の再々質問にお

答えをさせていただきたいと思います。 

 現在のところ、そういう件に関しましては公民

館とか、区長さんを初め地域の方にお願いはして

おりますけれど、なお一層こちらとしても検討を

していきたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。 

 

○議長 暫時休憩いたします。（休憩 午前１０

時１２分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午前１０時

２４分） 

 次に、１７番酒井宇之吉君。 

 

○１７番酒井宇之吉君 おはようございます。 

 池田県議が１１時まではおはようございますで

構わないというようなことを常々おっしゃってお

りましたんで、私は３番手でございますが、明浜

の区長さんが６月にはいつも区長会が来ていただ

きますので、私は６月を一般質問の指定議会にし

ておりますので、たまたまことしは私は３番バッ

ター、４番バッターで松島議員がやってくれると

いうことで、非常にうれしく思っております。張

り切って頑張ってやりたいとは思いますけれど

も、実を言いましたらこの通告書を出しましたの

は鳩山政権が健在なときに議長が受理をしていた

だいておりますので、多少質問と少し変わるとこ

があるかもしれませんけれどもご容赦を願いま

す。 

 私、議員を２０年以上やっているわけでござい

ますけども、今ほどこの国はどこへ行くんだろ

う、どうなるんだろうかという気持ちが不安でい

っぱいでございます。そして、この西予市は三好

市長就任以来、非常な合併債を使いましてハード

な面をいろいろとつくっております。公共下水

道、農水、そして庁舎、し尿処理場、市立病院、

ＣＡＴＶの整備、いろんなものができておりま

す、今。これからは、またごみ処理場の問題もま

た出てくるでしょうし、公共防災の問題も出てく

るであろうと思っております。 

 その中で、非常に私が不安だといいますのは、

昨日の市長の予算説明の前に、この国の債務残高

がＧＤＰの１８０％を超えているということでご

ざいます。そして、私の聞き及んでいるところで

は、本年度市税の徴収、約３０億円超えているわ

けでございますけども、これが１億３，０００万

円ぐらい減るんじゃないかというようなこのよう

な財政の中で、また国際情勢の中でもギリシャ、

そしてまたハンガリー等々の破綻によりまして、

この国へも影響がありグローバルの中で非常に経

済が弱くなっております。昨日の菅総理の就任に

は、強い経済、強い財政、強い社会保障とおっし

ゃられましたけれども、私は前回の衆議院のマニ
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フェストを見ますと、約束は守れるのか、本当に

守れるのか、この言葉の重さをみんなが考えてそ

してやっていく、そして一票一票をこの国を変え

るんだ、どうするんだということで考えていただ

きたいような気がいたしております。 

 昨日の市長のお話には、２２年から２６年度第

２次行政改革を計画していると、そして１８年度

以降は行政評価制度もやっておりますということ

でございます。市のほうもやっている。私はよく

思うんですが、事業仕分けはやりましたけれど

も、平成の大合併で明浜町なんかは１４人おった

議員が２名なんですよ。国会議員が、今回自民党

のほうが３割削減するというような出しておりま

すけれども、国会議員の数を事業仕分けするのが

まず最初、地方ばっかり押しつけているような気

がいたします。そのような不安の中で、私どもが

議員の議決、内閣制をとっている人には間接的に

は首長を選びます。私ども地方議会は自治法のも

とでは、議決権を有する議会、執行権を有する

町、二元代表性でございまして、我々が首長を選

ぶわけにはいきません。ですから、市民の方々が

しっかり我々も議会も見ていただくし、西予市の

やり方も見ていただくと。きょうは本当に傍聴に

来ていただきましてありがとうございます。冒

頭、このようなお話をしましたのは、この国はど

こに行くんだろう、これからどうなるんだろうと

いう気持ちが非常に今強いという気持ちの一端で

あるとを感じていただきたいと思います。 

 今、市の庁舎が建っております。ほっとしたの

は、その工事現場の横を通りますと、かまぼこ板

とコラボレーションの７つ張ってあります。読ん

でおりますと、ほっとしました。この市も、西予

市も捨てたもんじゃないなと。こういうものをほ

っとするような市民に心温かくさせるような、ま

だそういう面があると、心温かいところがあると

いうところで、市長の行政手腕も感じているとこ

ろでございます。 

 通告いたしました件につきまして質問をいたし

ます。 

 新政権公約マニフェストの本市における事務進

捗状況につきまして、昨年８月新しい政権が誕生

いたしました。まず、子ども手当について尋ねま

す。 

 市内の子ども手当対象者の実数、これは新聞だ

によりますと公務員は省いておるようでございま

すので、そのあたりのところもご説明を願ったら

と思います。申請状況、総額、これは児童手当を

差し引いた額などでございますが、事務手続、外

国人とかなどの問題、事務経費、臨時職員を雇っ

てどれぐらいの経費が要ったのか、それは国が持

つのか市が持つのか、また支給された１万３，０

００円の使用方法の調査は行うのか。 

 続いて、農家に対する戸別所得対象農家はどの

くらいあるのか、これにつきましては、私どもは

これが愛媛新聞に出た１面の公告でございます。

戸別所得補償モデル対策がスタートしました。そ

してまた、これが農協の中に入った、忘れていま

せんか加入申請をと、こういうもので自給率の向

上、米のモデル事業として上がっております。こ

れにつきましても、どのような場合において支払

われるのか、西予市の現状を明らかにしていただ

きたい。 

 そして、国の政策ではありますけれども、きょ

う明浜の方が来られておりますが、ミカン、かん

きつは本当にデフレ化の中価格低迷で困窮したり

しております。実情を申し上げますと、高校初任

給の娘が勤め出したと。私ども夫婦は２町歩つく

っていると、つくっているけれども、実質所得は

それより少ないんだと。どうして暮らしていった

らいいかと。このような対象外の農家の不満、不

平感を理事者はどのように考えているのか。 

 次に、高速道路の無料化について尋ねます。 

 今月の２８日から西予松山間が無料実験化をす

ることになっております。無料実験というやつを

非常に強調しているような気がいたします。そし

て、市はどのようなことを予測して、そのことに

より西予市の活性化のためにどのような対策、対

応を考えているのか。 

 ２番目でございますが、時間もございませんの

で取り急ぎ質問をさせていただきます。 

 公の施設のあり方検討委員会、仮称でございま

すが、設置計画についてはありませんかというこ

とでございますが、合併後市の所有している施設

は５町が合併いたしましたので、必然的に老朽化

したもの、似通った建造物、施設、目的が同じよ

うな施設が数多くあります。これらの施設は、人

口減とともに利用者数も少なくなり、財源的にも

管理運営が厳しくなると思います。合併当初の各

町の基金も少なくなっております。ふるさと基金

だとかいろんな基金を持ち寄って合併しておりま



 

－31－ 

して、その施設に目的別に使えるような基金があ

るわけでございますが、少なくなっておりますの

でこれからは一般財源からの支出もふえます。地

域雇用の場、そこに働いている方が非常に多うご

ざいますので、その場も役目もありますが、経費

節減、そして担当職員、従業員の意識改革を促

し、充実した施設の管理運営を目指すためには、

公の施設のあり方検討委員会を設置してはいかが

でしょうか。これは、公民館、いろんな施設がご

ざいます。集会場によりましても、各町によりま

しては公のもんだと思っている住民意識のところ

と、そして我々自分たちのもんだと思っている意

識のずれも常々私が申しておるとおりでございま

す。このあたりの第三セクター指定管理者につい

てのあり方検討委員会を、今後市税も少なくなっ

ておりますし、国のほうもふらふらしています。

このあたりを含めてしっかりした管理運営ができ

るような形にする、公の施設のあり方検討委員会

を長い目でつくられてはいかがでしょうか。 

 新庁舎にかかわる駐車場の考え方でございます

が、新庁舎が建設され７年続いた総合支所方式が

来年度は廃止されます。先ほども小野議員が庁舎

の件お話がありまして、質問がありましたけれど

も、当然本庁勤務が職員も多くなるでしょう。現

在、駐車場は無料で他の市と比べて自由に開放さ

れ、便利に運用されていると思います。しかし、

年々台数もふえ、長時間駐車も見受けられます。

以前にもこの件について、私は質問をいたしまし

たけれども、借地駐車場、これ５５５坪ありまし

て月額４１万円で借りているところでございます

が、その問題とか、先ほど松山議員が質問されま

した別館の取り壊しなどをした後の駐車場にされ

るか、いろんな使用方法によりまして、管理駐車

場をつくられて、そしてやはりこの土地代、付加

価値の高い形をどのようにするかということを考

えがあるか、お聞きをいたします。 

 もう一つありますのは、時間いっぱい、待機組

は児童だけではありません。これは老人施設、こ

れ民主党の政策でございましたけれども、子ども

手当の一環として保育所が東京都のほうに足らな

いということがいろんな話題になりました。これ

は共稼ぎをするので、どうしてもそのようになり

ます。西予市におきましても保育所と野村町の幼

稚園と、やはり共稼ぎの問題が今経済不況の中で

しないといけないというような現状になっており

ます。現在、西予市における特養の待機人口は４

００名に迫ろうとしています。これは延べ人数で

はございません。国の目標は、２６年度までに介

護２以上の入所率を３７％に持っていこうとして

おります。現在の西予市は、先人たちのこういう

福祉に対する理解がございまして５６％になって

います。しかし、高齢化率の高いところにはそれ

なりの、児童の多いところにはそれなりの政策が

必要ではないかと考えますが、理事者はどう考え

ますか。 

 なお、我々１次産業のこの西予市におきまして

は、６０歳の人が８０歳の父親の面倒を見ます

と、農地、海、１次産業の場に、仕事につくこと

の時間が減ってまいります。これも時間の労働の

問題で、共稼ぎの問題と全く一緒だと私は考えて

おります。後継者のいない１次産業の中で、そし

て自分の両親の世話に時間をとられ、そして１次

産業の農地、畑に出れないという現状があるのも

間違いございません。このあたりにつきまして

も、国の政策でございますので難しいかと思いま

すけれども、ひとつ理事者のお考えをお聞きした

いと思います。 

 一時質問を中断させていただきます。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、酒井議員の一般質問につ

いて答えさせていただきますが、その前にちょっ

と私の考えを述べさせていただきますが、今菅総

理が言われたことにつきましてちょっと触れられ

ましたので、私も強い経済、強い財政、強い社会

保障という考えの中で、今回財政健全化に向けて

かじをぐっと変えられました。これは、私個人と

しては非常に評価をしておるところでございま

す。それだけ気持ちを伝えておきたいと思いま

す。 

 コラボにつきましてだけ、ちょっと皆さんにお

伝えをしておきます。ことしは、仙台市のほうに

非常にこのコラボがすごいということでやらせて

いただくようになりました。７月末にそのオープ

ニングセレモニーに私と坂井市の坂本市長が呼ば

れてオープニング式を一緒にやらせていただくよ

うになります。仙台市の市長はちなみに女性市長

であります。私が言っております女性の地位向上

があそこは成っておると、そのように思っている



－32－ 

ところであります。それを踏まえまして、私は２

点について酒井議員の質問に答えさせていただき

ます。 

 公の施設のあり方検討委員会設置計画について

でありますけれども、本市は４００以上の公の施

設を管理運営し、福祉の向上や教育文化の振興、

産業振興などを推進しているところであります

が、議員ご指摘のように類似施設も多く、それぞ

れ設置から相当な年数が経過して、設置目的や意

義が既に達成されたものや、逆に希薄化したもの

も少なくなく、またこれらに伴い利用率が低下し

ている施設が見受けられます。これらの施設は老

朽化に伴う補修経費等の維持管理費も相当額とな

り、また人件費等も含め運営経費全体では市の財

政にとって大きな負担となっております。このよ

うな状況を踏まえまして、本市では平成２０年度

に公の施設の管理運営の見直しに関する方針を定

めさせていただきました。行政評価システムによ

る事務事業評価の中におきまして、施設の管理運

営状況を把握、分析し、住民ニーズや地域ニーズ

に応じた多用途への転用、指定管理者制度や民間

譲渡などによる運営方法及び利用方法の改善に努

めるなど、市民にとっても利便性が高く、また質

の高いサービスをより少ないコストで提供できる

よう抜本的な見直しを進めているところでありま

す。 

 そこで、議員提案の検討委員会でございます

が、今ほど申し上げました見直し作業による施設

の運営状況などのデータを整理いたしまして、今

後施設のあり方について具体的な方針を固めなけ

ればならないと考えております。その際には、事

業仕分けではありませんけれども、多角的な見地

から客観的な判断が必要となりますので、有識者

などで構成する検討組織を設置し意見をいただき

たいと考えております。なお、公の施設は地域経

済や地域活動にも密接な関連もございますので、

地域の声もパブリックコメント等に十分配慮をし

てまいりたいと存じます。 

 次に、新庁舎にかかわる駐車場の考え方でござ

いますけれども、議員ご指摘のとおり新庁舎完成

後、本庁支所方式となります。そうなりますと、

本庁勤務職員が５０人程度増加いたしまして、本

庁を利用する市民の方々の増加も見込まれます。

最大規模の宇和文化会館駐車場については、職員

のみならず一般市民の方も多く利用されている状

況であり、イベント開催時に利用者に不便をおか

けする場合もございます。このような現況にもか

かわらず、庁舎及び文化会館を含む周辺の駐車場

の駐車可能台数でございますが、新庁舎建設前の

約５００台から完成後には残念ながら４５０台に

減少いたしますので、今以上の駐車場不足を懸念

しているところであります。現在のところ、この

利用については時間制限のみを行い、無料での利

用となっておりますが、新庁舎開庁後においては

その利用状況の変化や第１別館敷地の利用検討結

果を踏まえて、新たな駐車場管理方法の検討を行

ってまいりたいと考えておりますので、ご理解を

賜りますようお願い申し上げます。 

 ２点について、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 上甲生活福祉部長。 

 

○上甲生活福祉部長 酒井議員からの新政権公約

マニフェストの本市における事務進捗状況につい

てのうち、子ども手当に関するご質問にお答えを

いたします。 

 市内の子ども手当対象者の実数、申請状況、総

額でございますけれども、４月１日現在の住民基

本台帳によりますと１４歳以下の子ども手当該当

者は４，７９７人でございます。しかし、単身赴

任者の場合等は赴任先の住所地での申請となりま

すので、申請の受け付けが済まないと正確な数値

は把握できません。申請状況につきましては、新

たに受給資格ができた場合の認定請求書の必要な

中学２年、３年生の方が９２４世帯、児童手当を

受給しており子ども手当が追加される場合の額改

定請求書の必要な方が２７３世帯あり、合計１，

１９７世帯の方に通知を出したところでございま

す。６月支給の締め切りを５月２８日といたして

おりまして、その時点で５９７世帯の請求の申請

がありましたけれども、残りの６００世帯の方は

ほとんどが市の職員や公務員で、今回の申請は必

要でない方であります。未申請者はおよそ１４０

世帯程度と推計をしております。今後も随時受け

付けをいたしまして、８月、９月と随時支給する

予定でございます。しかし、９月３０日を過ぎま

すと４月からの遡及支給ができなくなりますの

で、全員が申請を完了するよう周知したいと思っ

ております。 

 今回、支給の子ども手当の総額と申しますと４
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月、５月分で支給者は２，２３７世帯、延べ子供

数７，６８３人、支給額９，９８７万９，０００

円となります。６月１０日に支給をしたところで

ございます。なお、同時に支給した児童手当は２

月、３月分で支給者は１，８５９世帯、延べ児童

数６，１８８人、支給額は４，１５１万円となっ

ております。 

 次に、事務手続上の問題点及び事務経費でござ

いますけれども、法案成立から支給までの期間が

大変短かったことや、国からの指示おくれによる

事務手続の問題も多くありましたけれども、本庁

での事務手続は最も多い日が２５件でありまし

た。平均をいたしますと９．４件程度であり、大

した混乱を招いたことはございませんでした。特

に気を使ったことは、公務員や他市町との重複支

給の防止や、請求書及び支払い通知書の配布手

続、台帳の整理等でございます。今後は未請求者

への周知、指導をどのようにするか検討が必要と

考えております。 

 事務経費につきましては、今回の子ども手当は

児童手当との併給方式をとっており、事務手続が

大変煩雑となりましたけれども、臨時職員１名の

賃金や、担当職員の時間外手当など必要経費内で

処理をしております。 

 終わりになりましたけれども、支給された１万

３，０００円の使用方法調査は行うかとのご質問

でございますが、児童手当の延長にあること、ま

た住民の手間暇や経費を考慮いたしますと、単独

での調査は予定をいたしておりません。各家庭に

より、いろいろな使い道もあろうかと思いますけ

れども、次の世代の社会を担う子供の健やかな育

ちを応援するというのが今回の子ども手当の趣旨

でございます。このような趣旨のもとで支給され

るものでありますので、子育て支援につながるよ

う願っているものでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 酒井議員質問の１点目のそ

の２、戸別補償直接支払制度についてお答えをい

たします。 

 ご質問の米の戸別所得補償モデル対策の制度で

ございますけれども、交付単価は米の作づけ面積

から自家飯米、縁故米用に供される分として一律

１０アールを差し引いた面積に対して、１０アー

ル当たり１万５，０００円が交付されます。交付

対象者は水稲共済加入者であるか、または前年度

の出荷販売先との契約状況の申告がある農家及び

集落営農組織となります。また、生産数量目標の

換算面積の範囲内で主食用米の作づけを行ってい

ることも交付要件となります。集落営農組織につ

いては、規約や代理者を定め、米の生産販売につ

いて共同販売経理をしている集落営農組織が対象

であります。西予市の対象農家は５，０２０戸で

あります。うち２，７７０戸の農家が申請をされ

ております。ちなみに、全国では約３０％の申請

にとどまっていますが、西予市は約５５％の申請

があり、関心の高さがうかがえます。しかし、こ

の制度の問題点は全国一律の交付単価にあると思

っております。面積当たりの交付単価が全国で統

一されており、平地と中山間地との生産コストの

格差を反映するものとはなっておりません。愛媛

県の約７割が中山間地域であり、田の経営面積の

うち５０％が中山間地に属します。これは、全国

平均の３５％を上回るものであります。また、１

０アール当たりの米の生産費を見ても、全国平均

と比較して約５万円高く、中山間地域である西予

市もこれに準ずるものであります。中山間地域の

水田は、平地と比較して生産効率が悪いとは言え

ども、食料自給率の維持向上に貢献する貴重な食

糧生産の場であり、国土保全による多面的機能の

確保という観点からも大切な地域であります。こ

の全国一律交付単価の問題は、去る６月１１日あ

ぜ道キャラバンイン西予が行われ、中国・四国農

政局幹部を初め、担当職員が来町され、戸別所得

補償モデル対策に係る意見交換がなされた際に、

全国一律交付単価による地域間格差の是正を訴

え、見直しについて申し出をしているところでご

ざいます。 

 先ほど議員が申されましたが、今回は米の戸別

所得補償モデル対策であり、ミカン農家について

は対象となっておりません。しかし、先般新聞の

記事ではございますけれども、民主党の中に農村

水産議員政策研究会というものがございまして、

次年度は水田及び畑地について限定して検討をす

るというようなことが大臣に申し出をされている

ようでございます。 

 続きまして、高速道路の実験的無料化への対応

についてのご質問にお答えをいたします。 
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 今回の高速道路無料化社会実験につきまして

は、全国で３７路線、５０区間が対象とされてお

り、四国地方では松山自動車道の松山西予宇和間

と高知自動車道の高知須崎東間が対象となってお

ります。６月２８日から無料化が実施される方針

となっているところでございますが、今回の無料

化は平成２３年３月末までの社会実験の位置づけ

となっており、この間の経済効果や交通量、渋滞

状況、環境への影響等を見きわめた上で、来年度

以降の区間が改めて定められるということになっ

ております。西予宇和インターチェンジの利用状

況につきましては、平成１６年４月からの開通直

後の１カ月の調査では、１日平均６，３８２台、

これは大洲松尾料金所での調査でありますが、平

成２０年度は１日５，１９０台、平成２１年度で

は５，９３１台と、おおむね５，０００から６，

０００台で推移をしております。また、開通時点

の４月２８日から５月５日の大型連休期間では１

日平均９，１０６台と、平均値の約１．４倍とい

う数値の結果となっております。今回の実験的無

料化に伴う交通量の変化につきましては、予測が

困難な面がありますけれども、先ほどの開通直後

の連休期間では平均値の１．４倍というデータな

どを参考に、一定量の増加が見込まれるものと考

えております。一方、西予市に入る車もあれば出

ていく車もありますので、状況によりましては市

民の買い物やレジャー等のエリアが、市内から大

洲、松山方面へと移る可能性もあります。その面

では、市内の事業者や関係団体と一体となって市

民の皆様に向けてのＰＲやサービスの充実等に取

り組む必要があるものと存じております。また、

現在上限料金制を柱とする新料金制度の実施も検

討されているところでありますが、料金設定や渋

滞の問題など、県内のトラック業界を初めとする

物流部門への悪影響も一部懸念されるところであ

ります。 

 次に、高速道路無料化への対応についてであり

ますが、主に観光振興の関係といたしましては、

現在愛媛県と南予９市町が連携いたしまして、高

速道路無料化記念スタンプラリーを計画しており

ます。南予各地を周遊してスタンプを集め、各自

治体の特産品などの景品が当たるというもので、

実施期間は７月１日から１２月末の予定でありま

す。また、今年度中には市の観光特産専用のホー

ムページを立ち上げる予定でありまして、これに

より広く全国に向けての情報発信に努めたいと考

えております。また、西予市観光協会のほうでも

独自のＰＲ企画を検討中でありますとともに、西

予市観光パンフレットのリフレッシュ等により観

光ＰＲに努めたいと存じております。なお、既存

のイベントや観光物産施設におきましても、高速

道路無料化に対応したアピール方策や、今後の入

り込み客数の増加に対応できる接客、応対等の体

制づくりに努めたいと存じております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 上甲生活福祉部長。 

 

○上甲生活福祉部長 老人施設の増設についての

ご質問にお答えをさせていただきます。 

 老人施設、いわゆる介護保険施設の整備につき

ましては、３年間を１期とする介護保険事業計画

の中で整備計画を定め、計画に沿った整備を推進

しているところでございます。本市におきまして

は、合併時に旧三瓶町の整備計画を引き継ぎ、特

別養護老人ホームが未整備であったため、地域住

民のご理解、ご協力のもとに平成２０年４月より

西予総合福祉会により運営され、これで旧町５町

すべてに特別養護老人ホームが整備できたところ

でございます。 

 ご質問のとおり、本市の施設待機者数は特別養

護老人ホームと介護老人保健施設を合わせ、昨年

の７月１日現在で３８９人と把握しているところ

でございます。その待機者の待機場所や入所時期

の意向につきましてご報告させていただきます

と、まず待機場所といたしましては自宅が３

２％、病院が２６％、介護保険施設等の施設が４

２％の状況となっております。続いて、入所時期

につきましては、今すぐ入所を希望と答えられた

方が６６％、当面は入所を希望しない、必要にな

ったときに希望するが１８％、その他３カ月以

内、１年以内の順となっております。議員ご指摘

のとおり、それぞれの身体状況、生活環境で多く

の方が入所の順番を待っておられます。 

 国といたしましては、平成２７年にはいわゆる

団塊の世代が高齢者となり、高齢化が一層進展す

ることから、制度の持続性を維持しつつ高齢者の

生活機能の低下を未然に防止すること等を掲げ、

平成２６年度に要介護２以上の認定者に占める施

設の利用者数の割合を３７％とすることを目標と
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することを指針として示しております。本市の今

年４月時点での要介護２以上の認定者数は、１，

５９９人であります。そのうち、利用者数は特別

養護老人ホーム３４８人、老人保健施設２２７

人、介護療養型医療施設５７人、老人ホーム２２

７人の計８５９人となっており、国の示す割合か

らしますと５３．７％と高い状況下にございま

す。県下の他市町と比較しても高く、平成２０年

４月時点でございますが、高齢者人口に対する施

設の定員数では第４位、整備率も第２位で５６％

の状況でございます。 

 少子・高齢化がいち早く進行している本市にお

きましては、高齢者の入所施設は必要不可欠なも

のと考えております。しかしながら、新しい施設

の整備は市の負担及び介護保険料の増額に結びつ

くものでございます。国におきましては、平成２

１年１２月１５日に地方分権改革推進計画が閣議

決定され、介護保険関連では介護サービス事業に

係る人員、整備基準等が地方自治体の条例に委任

することとされており、関連する法律の改正が予

定をされております。また、今年秋ごろまでに第

５期計画の基本指針骨格案が提示される予定でご

ざいますので、このような国の動向を注視すると

ともに、市民の方々のご意見をお伺いしながら給

付と負担のバランスのとれた次期整備計画を定め

ていきたいと考えております。 

 介護保険の基本理念であります、だれもが尊厳

を持って住みなれた地域でその人らしい生活を送

ることができるよう、施設整備に限らず本市の地

理的条件や生活環境に合った在宅サービスの拠点

づくりを含め、今後の高齢者福祉施設を検討して

まいりたいと思っております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 １７番酒井宇之吉君。 

 

○１７番酒井宇之吉君 二、三、再質問をさせて

いただきます。 

 施設の管理でございますけども、指定管理者に

なっているところの旧町以来の持ち込み基金の残

高が重立ったものでも結構でございますので、わ

かりましたらご説明を願いたいと思います。 

 そして、今までで基金の残高で賄ってきた施設

がありましたら、それがもしないようでしたら、

もう一般会計から補てんしている施設がありまし

たら、それもわかりましたらご説明願いたいと、

かように思います。 

 それから、高速道路の無料化の問題で、ちょっ

と私のところに入っておりますのが、先ほどお話

がありましたように予定よりも１．４倍の通行量

が見込まれておるというご説明がございましたけ

れども、これから無料化の試験的になっていって

将来的に無料化になっていきますと、伊崎、田之

筋、あのあたりで高速道路をつけるときの要件と

して、通行量が少ないから民家の近くの高速道路

に防音壁を設けないという話がございましたけれ

ども、最近１．４倍通って、そして無料化になっ

て、トラックが通って、夜昼ということになりま

すと、やはり最初に言ってた用地を提供された

方々の無料化に伴う大きな問題が出てきておりま

す。これにつきましては、ある地権者の中からこ

ういう形が出たらひとつそのあたりで国交省とか

民主党とも話をしているようですけれども、その

あたりが前へいかないのよという話がありますけ

れども、現実に夜昼寝てる人たちが目が覚めると

いうようなところもございますので、このあたり

につきましても、もしお考えがありましたらご答

弁願いたいと思います。 

 それから、第三セクターの話は今しましたけれ

ども、市長にお尋ねしますが、議決機関としての

議会、自治法では、そして執行機関としての町の

地方自治は二元代表制でやっております。非常に

悪く言われるのは、弱い議決機関の議会、強い執

行機関というようによく言われます。議員がこう

いう一般質問なりで提言されましても、我々は予

算権もございませんし、執行権もございませんの

で、何をやるにしても市長、理事者の了解がなく

て計画がないとできないわけでございますので、

このあたり、ひとつ議員の提言につきましても真

摯な形で市民と相談しながらいいものは取り入れ

るという形をとっていただきたい、かように思う

次第でございます。 

 それから、最後の答弁でございますけど特老で

すけれども、老人施設は我々議員をやっておりま

すと、ここのばあちゃんがもう入れんのよと、こ

このじいちゃんが入れんのよと、わしゃその親の

世話するのに山へも畑へも行けんのよと、海の魚

釣りも行けんのよと、どうしたらいいんじゃろと

いうような話が出てまいります。今の現状を聞き

ますと、なかなか難しいなと思いますけれども、
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今度菅政権ができますと、強い経済政策の中に特

老、老人施設とか、そして介護施設のそういうも

のも入って、福祉施設の産業というものも入って

おりますので、できましたら特区の申請なんか夢

物語かもしれませんけれども、特区の申請とかそ

ういうものも努力していただいて、先進地として

の――高齢化ってのは悪く言えばまた先進地でも

あるので、逆にとれば、そういうことができない

か、そういうこともご検討願いたいと思います。 

 非常に子ども手当につきましても、もっと話し

たいんですけれども、子ども手当につきましては

以前も私議会で申し上げたように介護ができたと

きに、お金を出せば親の面倒は国が見てくれるの

かというような若者がおりました。今回、子供を

つくったら、子供を産んだら国が面倒見てくれる

のかと、そういうようなところへ行きかねない。

こちらに子ども手当反対法案がございますけれど

も、という守る会が愛媛支部長さんのほうから来

ておりますけれども、働くことはよきことかなと

いう認識が崩れ、意欲をなくしてしまい、道徳教

育も難しくなるというような形が出ております。

また、菅政権におきましては少し方向転換をして

おりますけれども、今後この問題につきましても

老人の過疎化、少子・高齢化の中の一体感として

政策を市のほうでお願いいたしまして、再質問を

中断します。 

 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 酒井議員の再質問にお答

えします。 

 第三セクターと基金の状況というお尋ねだった

かと思います。基金ですけれども、合併時の話し

合いで、使途を旧町に限定した形の資金を持ち寄

っております。その中の一つに、野村町で地域づ

くり推進基金、明浜町ではふるさと基金というも

のがございます。この基金の財源をそれぞれ先ほ

ど来お話に出ておりますように、第三セクターの

指定管理の一部財源として使用させていただいて

おります。残高でございますが、本年当初予算後

の残高で明浜町ふるさと基金が９８８万５，００

０円でございます。野村町の地域づくり推進基金

が３５万円という額になっております。一般財源

との来年度予算等の関連ですが、通常それぞれの

野村地域振興センター、ほわいとファームでござ

いますが、シーサイドあけはまサンパークとの指

定管理が年間２，０００万円程度の支出がござい

ますので、来年度以降は基金ではちょっと対応が

難しく、一般財源に頼るしかない状況に基金の状

態がなっておるという現状でございます。 

 以上、基金の問題の説明でございます。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、酒井議員の再質問の中に

３点、残りあったと思いますが、それについて答

えさせていただきます。 

 高速道路無料化に伴ってその区間でいわゆる交

通量がふえるということに伴う防音壁の関係だと

思うわけでございますが、初めてこの話をこの場

で聞かせていただきました。そういう要望がある

としたら、その状況に応じて議員の方々も一緒で

ございますが、私どもは国あるいは県のほうにそ

の話を持っていくことは大事ではなかろうかな

と、今初めて聞きましたのでその段階にとめさせ

ていただきます。 

 次の二元代表制に伴う強い、弱いの話でござい

ますが、基本的にはそういうことでは本来の二元

代表制の地方自治法が考えておられる制度制って

いうんはそういうもんではないと思うんですよ

ね。したがって、お互い同士が心の中に議論をし

て、議論の中で出てきたものについては私どもの

執行権を与えていただいておる立場としては、真

摯に受けとめてやっていくというのが本来であり

まして、そういう意味でも今特に地方議会で言わ

れておる議会の改革ということも含めて議員の皆

さんを一緒にその中を考えていただきたいと、そ

ういう思いをしておるところでございます。 

 ４点目の特老に関しましては、先ほどちょっと

部長の話にも触れましたけれども、まず参酌基準

というのがございます。その参酌基準は今西予市

の場合は２０％ぐらいクリアをオーバーしており

ます。したがって、西予市の場合は充実した施設

型になっていることだけ、まずご理解をいただき

たいと思います。その中で、今回の国のほうが考

えられておりますのが、閣議決定をされましたの

が地方分権改革推進計画の中で介護保険関係で、

いわゆる人員施設基準を地方自治体の条例に委任

するということを閣議決定をされたということで

ありまして、その中で市町の権限がふえてくる可
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能性がこれに出てくるということでございます。

だから、参酌基準以上に自由にやれる時代になっ

てくる。しかし、一番問題はその中で施設型ばか

し中心にやっていくと、いわゆる介護保険料が上

がってしまう。西予市の場合は今平均で４，１０

０円ということにしておりまして、県の中でも低

いと、これを松山市や東温市程度の５，０００円

以上にやるんだったら何ぼでもできますよ。低い

中でも西予市の場合は非常に高い施設型をとって

おるということをまずご理解をいただくととも

に、皆さんがどの程度までご理解をいただく――

介護保険料のですよ――ことによって、来年始ま

ります第５期の検討会に乗せていきたい、このよ

うな思いでありまして、まずこの条例の委託を国

のほうがどういう法律をもって今度やってくるか

ということを注目をしておきたいと、このように

思うわけであります。 

 以上です。 

 

○議長 １７番酒井宇之吉君。 

 

○１７番酒井宇之吉君 なるほど、市長のおっし

ゃられるとおり、自治法ではそういうことでござ

いますが、我々非常に議会といたしまして、議員

といたしまして二十数年やってまいりまして、今

ほど不安があって、そしてこれからどうなるんだ

ろうという議決をする権利を有している人間とい

たしまして、国がこれだけ財政的にふらついて、

例えば国民１人当たり７００万円近くの借金、財

務省残高、そして国全体が９００兆円にも迫ろう

としている。こういうものの中で、我々議決して

おいて、そして何年か先になってこれはだめだっ

たと、国がかわれば収入が変わるわけでございま

すので、このあたりの国の、先ほど市長がおっし

ゃられました菅政権の新しい方向転換は非常に歓

迎するというようなお言葉でございましたけれど

も、これから地域主権という言葉が使われます。

地域主権についても、私は非常に市長とそして首

長と議会とがしっかりしていないと、足腰の強い

勉強をしていないとこれからやっていけないと、

こういうふうに思っておるわけでございますの

で、この自治法における二元代表制につきまして

は、市長の考えるような力の、バランスのとれた

力にしていただきたい。我々もするつもりでござ

いますので、横目で見ながら執行権者としてそう

いう姿勢で臨んでいただきたいということを希望

いたしまして、質問を終わります。 

○議長 次に、９番松島義幸君。 

○９番松島義幸君 皆さんこんにちは。 

 新議長より一般質問の許可を得ましたので、た

だいまより質問をさせていただきます。 

 まずは、ただいま私の尊敬する地元大先輩が大

ぶろしきを広げたすごい質問をした後ですので、

少しやりにくい点はあるのですが、どうかよろし

くお願いいたします。 

 私は、西予市明浜町高山の出身であります。今

から４０年ないし４５年前を振り返りますと、こ

の集落が限界集落と言われることが、本当夢のよ

うな気がいたします。しかし、現実は避けるわけ

にはいきません。そのことによって、今からどう

していくのか、その質問からさせていただきま

す。 

 まず１点目に、限界集落対策について。 

 限界集落とは、６５歳以上の高齢者が人口の５

０％を超え、社会的共同生活の維持が困難になっ

た集落と言われております。西予市では、平成２

２年４月１日現在で、６５歳以上の高齢者が５

０％を超える集落は７４集落あり、全体の約２

３％を占めています。このような状況に対処する

ため、財政状況が厳しい中、住民が生き生きと住

み続けられる集落づくりを目的とした、西予市生

き活き集落づくり事業実施要領を制定し、現在は

３カ所のモデル集落を制定し、１０年後の未来像

を描いた地域づくり事業に取り組んでいると聞い

ております。この事業の実施により、限界集落に

光が当たり、地域活性化への波が動き出しました

ことに大きな期待を寄せているところでありま

す。 

 しかしながら、第１次産業の不振や雇用情勢の

悪化等により、急激に過疎化、少子・高齢化は進

行しています。特に周辺部において顕著にあらわ

れており、社会的共同生活の維持が困難な集落が

ふえています。現在、５５歳以上が５０％を超え

る集落は２６０集落あります。市内全域に分布

し、実に全集落の７５％に達しています。また、

独居老人等においては、個々の生活の孤立や孤独

化が生じることになります。１０年後には、この

ような超高齢化社会になることが予想されており

ます。抜本的な対策が必要になってくると思いま

すが、今後の長期的展望に立った具体的な対策に
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ついて、市長の考えを伺います。 

 ２点目に、バイオマスタウン構想について。 

 西予市は、宇和海に面した海抜ゼロメートルの

海岸部から、天に届きそうな１，４００メートル

の四国カルストまで変化に富んだ地形を有してお

り、第１次産業を基幹産業として発展してまいり

ました。現在、海岸部ではきれいな宇和海で各種

魚類や真珠の養殖を初めとした水産業が盛んに行

われており、陸地ではかんきつ類を専門に栽培

し、全国的なミカン産地の一翼を担っておりま

す。内陸部は穀倉地帯で、米、野菜、イチゴやブ

ドウの栽培が行われております。また、畜産や酪

農は四国有数の規模を誇っております。そして、

広大な森林にはヒノキや杉等が植林され、地域産

材として愛用されるとともに、美しい山並みや自

然環境を守っております。 

 このように、西予市では地域環境を生かした多

種多様な第１次産品を生産しております。私は、

これが西予市であり、美しいふるさとだと思って

おります。このような中、西予市ではこれらの多

種多様なバイオマス資源を効率的に利活用すると

ともに、各地域の協働、交流により、循環型社会

の形成の推進、自然環境保全、農林水産業を中心

とした地域経済の活性化を図るとともに、西予市

バイオマス構想を定めております。 

 私は、このバイオマスタウン構想を見たとき

に、自分が育ったふるさとを次世代に引き継ぐの

に適した構想だと思いました。特に、再生可能エ

ネルギーへの転換や堆肥化等により、循環型社会

を構築しながら農産物に付加価値をつけ、地域経

済の活性化を図っていく構想は、非常に意味深い

ものがあります。また、自然環境の保全にもすぐ

れていることから、河川や海への負荷もなく、流

域や海への環境意識も高まっていくのではないか

と思っております。 

 このように、理想的な構想なのでぜひ実現に向

けて取り組んでいただきたいと考えております

が、効率的な収集、輸送、変換、利用のシステム

や無理のない運営等々の課題もあると思います。

具体的には今後どのように全体構想を推進してい

くのか、市長に考えをお伺いいたします。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、松島議員からの一般質問

にお答えさせていただきます。 

 まず、第１点目の限界集落対策についてお答え

をさせていただきます。 

 本市における過疎、高齢化につきましては、今

松島議員ご指摘のとおり厳しい現実がデータにあ

らわれております。４月現在、合併当初と比較し

まして人口が約３，５００人減で、高齢化率が

３．２％上昇して３６．１％となっております。

限界集落も確実に増加をしており、特に野村、城

川地域における集落状況は厳しいものがありま

す。また、高齢化という点では、明浜、城川地区

がともに４４．５％であり、今後も加速して進行

することが予想され、大変危惧しているところで

ございます。 

 さて、１０年後の超高齢化社会を見据えての長

期的展望に立った限界集落対策についてでありま

すが、市では平成１９年度を動機づけの期間とし

て位置づけ、広報せいよに西予市の集落を考える

シリーズを掲載をし、市内の集落状況を周知する

とともに集落の実態調査を行い、集落の問題点や

集落行事等の把握に努めました。平成２０年度は

調査研究期間として市職員による限界集落問題対

策プロジェクトを設置いたしまして、集落対策の

進め方などを検討してまいりました。平成２１年

度におきましては事業実施期間として、生き活き

集落づくり事業実施要領等を定めまして、地域と

行政の取り組みや支援を明確にし、基本方針は集

落の維持、活性化としました。また、野村町惣川

地区、城川町窪野地区、及び明浜町高山地区の３

カ所をモデルとして指定をしまして、実質限界集

落対策事業がスタートいたしたところでございま

す。なお、川津南はその後でございます。 

 モデル集落につきましては、１０年後の集落の

姿を描いた集落づくり計画を策定するため、熱心

な話し合いが行われ、コミュニティーの維持や集

落の活性化に向け、できることから取り組もうと

いう機運の高まりを感じているところでございま

す。２年間で具体的な実施計画を立て、年度末に

は集落づくり計画を策定する予定としておりま

す。その後は計画に基づきまして住民、地域、行

政が役割分担を行いながら一体となって生き生き

とした集落づくりのため、できることから取り組

んでいくことになります。市ではこれまで、この

ような取り組みを進めてまいりましたが、今後の

限界集落対策といたしましては、現在実施してお
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ります生き活き集落づくり事業を該当集落と協議

しながら、指定集落を拡大していきたいと考えて

おります。 

 施策の推進により、困っていることの解消や、

やりたいことの充実が図られ、住民一人一人の安

らぎが集落の元気につながっていくものと考えて

おります。しかし、過疎、高齢化は早いスピード

で増加の一途をたどっておりますので、その対応

として地域振興部門の強化を図るとともに、公民

館との連携を強化し、住民サービスの質を高めな

がら進めていかなければならないと考えておりま

すので、また皆様のご支援とご理解を賜りますよ

うお願い申し上げます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 松島議員２点目のバイオマ

スタウン構想の具体的推進方法についてお答えを

いたします。 

 西予市では、臨海部から山間部までの変化に富

んだ自然、資源を生かし、米、果樹、野菜の生

産、畜産を初め、それぞれの地域特性に即した多

様な農業が展開をされております。また、東部一

帯を中心とする広大な森林を生かした林業、宇和

海の豊かな海産資源を生かした水産業が展開され

ていることから、循環型社会の形成の推進、地球

温暖化防止対策による自然環境保全、農林水産業

を中心とした地域経済の活性化を図るため、西予

市バイオマスタウン構想策定委員会橘委員長から

西予市バイオマスタウン構想について答申を受

け、平成２２年２月国に提出をし公表をしてきた

ところでございます。 

 ご質問にございました、無理のない具体的構想

の推進方法でございますが、平成２２年度間伐後

の林地残材、製材、破材等を原料とした木質ペレ

ット製造施設を整備したいと考えております。効

率的な収集としまして、６月下旬ごろ林業経営体

を核とした西予市山林管理体制検討会を立ち上

げ、安定した供給体制を整えていきたいと思いま

す。また、安定した事業につきましても、資源循

環型社会の構築に向け、木質バイオマスの利用開

発を推進するため、木質ペレット、まきを主燃料

とするストーブ及び農業用ハウス温風暖房機を設

置する経費に対して、市単独補助金を交付するこ

とを考えております。また、市単独間伐材出荷促

進事業の拡大として用材の対象にしていました

が、今後は切り捨て材を含めて交付することを考

えております。さらに、搬入した林地残材等の林

の売り上げにつきましては、今後商工会等と協議

をし、メンバー内のルールに従い、お金のかわり

に地域通貨券を交換し、市内約４８０店舗に使う

ことができる仕組みを構築し、市民とともに自然

環境型まちづくりの創出を展開していきたいと考

えております。 

 他部署の計画ではありますが、市内から発生す

る生ごみや、し尿、浄化槽汚泥などを処理するエ

ネルギー利用施設、発酵してできたバイオマスを

利用して電気や温水を供給するバイオマス発電

機、さらにメタン菌の働きで有機物を分解し、水

稲や野菜等肥料として液肥の利用、今後は排水処

理施設整備により浄化槽汚泥の上澄み水を微生物

の働きによりきれいな水とし、施設内の洗浄水な

どに再利用する検討が始まろうとしております。

その他としまして、今後地域のバイオマス賦存量

を参考とし、検討してまいりたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 ９番松島義幸君。 

 

○９番松島義幸君 ただいま建設部長より、バイ

オマス構想のうちのペレット事業に取り組みたい

という答弁がありました。これに対して、私は質

問ではなく、私のわかっている範囲内を少し述べ

たいと、このように思います。 

 まずは、このペレット事業に関しては、基本的

に私西予市の考えは林地残材、そして製材の単

材、果樹園の剪定かすを原料としてこれをペレッ

ト化したいと思っております。基本的にこのペレ

ットというのは、今日本で一番安く販売している

のが岡山の銘建であります。これがキロ２０円で

販売をしております。西予市で取り組んだ場合に

は、少なくとも３５円から４０円、これは減価償

却をしなくてもかかると思うんです。今までの公

表ではキロトン当たり原材料を４，０００円で買

った場合、２０円でどうしてできるんだというこ

とになりますと、２０円は原材料はただ以下なん

です。それはどうしてかと言いますと、銘建工業

は集成材工場であります。集成材工場でプレーナ

ーをかけて、今まではそのプレーナーのかすなん
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かというのは産廃の処分費が要りよったんです

よ。それをペレット化するということで２０円で

採算がとれるわけなんですよ。しかし、西予市は

これを基本としたら３５円から４０円が限界で

す、キロ当たり。そうすると、民間の発想からす

ると製材が一時破砕したチップ、あれを買うんで

すよ。あれが大体今西予市のチップの価格が２５

円から３０円です。それは一時破砕しております

から、１回目の加工費が要らないのですね。そし

て、ちょこちょこおがくずの話が出るんですが、

これはもうおたくらが想像のつかないような価格

なんです。製材のサイロシタで、多分この西予市

宇和町の平均単価は立米当たり３００円ぐらいで

す。そうすると、２トン車で１車が２，０００円

なんですよね。立米３００円というと、原木の単

価が原価で９００円です。１トンの原木で３立米

のおがくずができるんですよ。どうしてそんな値

段にできるんだというと、製材という感覚は、お

がくずとか破材とかチップというのはもう金額の

中に入ってないんです。それを踏まえて、私はこ

の事業に取り組んでほしいと自分なりには思って

おります。今、民家の壊しとか、その残材をチッ

プのかすにしたり、そして建設業の方が山の出た

木をそこの現場でチップにしてそこへ持ってい

く、金を払って持っていくというような感覚でや

れば単価は下がっていくのですが、ただ目先の物

を買ってやろうとしたら今の価格が原価でありま

す。 

 それと、私は西予市長にひとつお願いをしてお

きたいことは、西予市長は頭脳もすごい、これは

私は思います。しかし、一番の市長のええとこと

いうたら失礼になるかもしれんのやけど、私の見

方は優しさやと思うんですよ。この男は優しい、

それが一番のすばらしいところと自分は思ってお

るんですよ。そして、日を常、西予市の隅々まで

日の当たる施策、予算を執行したいと、こうよく

言われます。私の町、今回限界集落になっており

ます。そういうとこは、限界集落になるというこ

とはだれもわかる、年寄りが多いということです

よ。すると、そこへ日を当てるということは、交

通の便にしてもそう、医療の面にしてもそう、そ

ういうとこへは私は光を当ててほしい。今回、西

予市でも本当へんぴな明浜町田之浜ですよ。ここ

から日本弁護士会の会長が出たんですよ。やは

り、へんぴなとこは見捨てるということはいけ

ん、へんぴなとこから偉い方が出るんですよ、そ

れが人間です。私はそう思っております。 

 市長、１本の木をたどれば、原木市場で立米１

万円の木を買ったとします。議長はよくわかると

思うんですよ。１万円の木を買って、それを製材

にとってかえってスライスします。すると、まず

は皮をはがなきゃ、むかなきゃですね。次に、の

こを通す、おがができる、これもただみたいなも

んですよ。その側、側はトンにすれば１，０００

円ぐらいになる。おがぐずは立米３００円です

が、立米に９００円、そうすると中身に金を取ら

なきゃいけんのですよ。それが、西予市にたどれ

ば中身は宇和町なんですね、私から言わせると。

中身は立米４万円で売れるんですよ。それを総合

して初めて木も育つ、町がなっていく、私はそう

いうふうに思っております。私も地元は明浜では

ありますが、宇和町に商売を始めて一生懸命ここ

の町へ税金も納めないけんと努力はしておりま

す。そういうみんなの思いが町をつくり、人をつ

くっていく、私はそう思っておるんです。今後と

も市長、お願いをいたしまして、私の質問を終わ

らせていただきます。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 松島議員の熱い思いは聞かさせてい

ただきました。明浜のお二人の議員、きょうは非

常に熱い思いを語られておられましたが、それは

受け入れなくてはならんと思っております。 

 ペレットにつきましては、これはバイオマスタ

ウン構想の中でも大きな今回はまず位置づけとし

て考えておりまして、私どもも経営の側面も考え

ないといけないという源的なものもありますが、

先駆的なものとしてある程度その入り口部分、い

わゆる山の側のほうにも何らかの支援ができる。

そして、出口部分、いわゆる使われる方にも何ぼ

かの支援をしないと当初は私はだめだと思ってお

りますので、その辺も議会のほうでも何とぞご理

解をいただいて、今後私どもが出すことにつきま

してご理解をいただいたらなと思っております。

経営の側面で言われると、私どもも経営者として

の松島議員からずっと劣っておりますので、その

辺はちょっと勉強もしないといけませんが、行政

としてはやはりそういうところで少しお金を入れ

ることによって地域が変わってくる、今言われる
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ように隅々までやるためには、そういうところの

手当ても私は必要だと思っておりますので、ご理

解をいただきたいと思います。 

 そして、木に例えられた熱い思いにつきまして

は、私も中心とその地域、それぞれの地域がうま

く合致するようにやっていきたいと思っておりま

すので、その辺につきましてもなお一層、議員の

皆様方のそれぞれの地域におけるご意見も吸い取

っていただいて、行政に反映できるようにやりた

いと思いますので、よろしくお願いを申し上げた

らと思います。 

 以上です。 

 

○議長 次に、１番兵頭竜君。 

 

○１番兵頭竜君 海抜ゼロメートルから１，４０

０メートルの起伏に富んだ西予市は、本州すっぽ

り西予というように、農林水産業を初めとする第

１次産業が今日の発展を支えてきました。中でも

畜産業は、県畜産研究センターや大野ヶ原育成牧

場、野村高校には県内唯一の畜産科が設置されて

いることから、県内最大の集積団地であります。

酪農家数を例にとってもわかるように、平成２２

年２月現在の戸数で８１戸、頭数で３，８２９頭

は、飼育頭数、搾乳量とも県内の約５０％を占め

ており、自他ともに認める県のリーダーでありま

す。 

 しかし、５年をさかのぼると１１３戸の農家が

酪農を営んでおり、ピーク時には小規模を含めて

３００戸を超えていたことから後継者不足は否め

ません。今後も自然淘汰的に減少することは避け

られない事実です。その要因は、経済的、労力的

ゆとりが少ないことや、やろうと思ってもほかに

働く場所が少ないため、友人が市外に出て行き、

なら私もと悪循環が生まれています。 

 また、実際に畜産関係者に話を伺うと、現況の

県外に依存、国外に依存、補助金に依存という依

存体質を改善しなくちゃいけないということを口

をそろえて言われました。これでは将来を見据え

ることができません。しかし、指をくわえて見て

いるわけではないが、個人の力ではどうしようも

ない部分が多く、畜産関係者はもがいている状態

です。やはり、このような部分を解消していかな

ければ、少なからず残っている後継者たちも不安

を覚える一方です。 

 そこで、今回愛媛県の畜産をリードするこの西

予市で何ができるのかということを考え、畜産関

係の以下の２点についてまずお伺いをいたしま

す。 

 初めに１点目ですが、口蹄疫に学ぶ西予市の畜

産についてお伺いいたします。 

 ４月２０日に宮崎県で１０年ぶりに発生した口

蹄疫は、全国の畜産農家に多大なる影響を与え、

西予市でも各農家に配布された消石灰が畜舎近辺

に散布され、事の重大さを改めて痛感しておりま

す。 

 宮崎県の実際に感染疑いが見つかった農家と、

ワクチン接種の対象になった発生地から１０キロ

圏内の農家に共同通信社が行ったアンケートで

は、１０％の人が経済的、精神的理由で廃業意向

であり、口蹄疫発生後、精神的ストレスによる体

調不良の有無では４８％があると回答しておりま

す。あると回答した人の具体的症状は、眠れな

い、胃の痛み、食欲がない、吐き気と頭痛など

で、体調不良はないとしながらも、無気力になっ

た、家に閉じこもるようになったと回答する人も

おり、心のケアが早急に望まれる結果となってお

ります。 

 西予市でも肥育農家が宮崎県から素牛を仕入れ

ている割合が約８０％と高く、こういった精神的

状態であったのではと推測され、遠い宮崎のこと

とは言えない状況です。また、今回の口蹄疫発生

で輸出禁止や市場の延期――西予市でも口蹄疫拡

大を受けて、６月の子牛の競りが１カ月延期して

おります――など、宮崎県外や国レベルで大きな

損害が発生しており、一日でも早い正常国への復

帰が望まれるところであります。 

 この口蹄疫が鎮静化しても、これからこういっ

た口蹄疫を初めとする伝染病問題は、畜産業を営

むところには必ずついて回ります。みずからがケ

アしていれば防げる問題でもなく、愛媛県の畜産

業を支えている西予市にとって重要事項であり、

今後を見据えた対策を講じていかなければなりま

せん。 

 そこで、今回の一連を踏まえて考えると、伝染

病発生時には県外依存では非常にリスクが高いと

感じております。愛あるブランドの甘トロ豚に学

ぶように、愛媛県産のブランドの着手に取りかか

る必要性が高いのではないでしょうか。繁殖和牛

の素牛を育成することは、県外依存１００％の西
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予市、そして愛媛県にとって急務であります。も

ちろん西予市独自では限界があり、生産者や県当

局、ＪＡ等と連携をとって県畜産研究センターや

大野ヶ原育成牧場等を利用して進めていかなけれ

ばならないと考えますが、理事者の考えをお伺い

いたします。 

 また、今回の口蹄疫問題で殺処分した家畜を埋

める土地の確保がおくれ、牛よりも多くのウイル

スをまき散らす豚が処分されずに大量に放置され

たことが感染爆発につながりました。この問題を

養豚業も盛んなこの西予市で考えると、同様の問

題が浮上しますが、この混住化社会の中で個人で

は限界がある埋設地の確保についてどう考えるの

か、あわせてお伺いをいたします。 

 次に、地域連携によるＴＭＲセンター構想につ

いてお伺いをいたします。 

 一昨年の原油価格高騰は、ガソリン１リットル

２００円の時代が来るかまでにおわせ、石油価格

は麻痺状態でした。原油価格高騰が及ぼしたさま

ざまな影響は地域経済に大きな打撃を与え、その

中の一つの穀物輸入粗飼料の高騰は、畜産業者に

とって頭を抱える大問題となり、西予市でも支援

策として粗飼料購入に際しての補助金を出し、生

産者の負担軽減を図ったことは記憶に新しいと思

います。 

 現在、愛媛県下の乳用牛の飼料自給率は約３

０％でありますが、今後飼料自給率の高い酪農を

確立しなければ、外的要因による問題に経営が左

右されることから、将来を見据えていくことはで

きません。単に労働力を上げていけば自給率も上

がりますが、高齢化が進んでいる経営者にとって

は労働力の確保は困難をきわめ、それ以外の方向

性を見出さなければなりません。 

 そんな中、全国の畜産地に目を向けると、さま

ざまな取り組みが行われていますが、その中の一

つにＴＭＲセンターがあります。ＴＭＲセンター

はその中心にＴＭＲ飼料があり、ＴＭＲ飼料を食

した乳用牛は生産性の向上に効果があることは周

知の事実です。 

 また、センターで飼料をつくることは多くのメ

リットを生んでおります。自給率の向上はもとよ

り、飼料費のコストダウン、地域の産業発展、家

族経営における労働不足の解消等、挙げれば切り

がなく、さらには地域の食品の残渣を活用するこ

とができることや、飼料稲等の活用で耕畜連携を

図り、新たな産業形態が確立されることも予想さ

れ、２１世紀型の循環システムができ上がり、大

きな可能性を感じさせる構想であると考えており

ます。また、愛媛県は愛媛県酪農・肉用牛生産近

代化計画書の中で自給率の向上をうたっており、

県の目指すところと共通認識が持てます。 

 そこで、西予市において地域連携ＴＭＲセンタ

ー構想を立ち上げるべきだと考えますが、理事者

の考えをお伺いいたします。 

 最後に、防災行政無線についてお伺いをいたし

ます。 

 西予市では公共施設の耐震化も進み、３月議会

で機能別消防団員の設置が決まり、自主防災組織

の組織率も約９４％と、これから市民のさらなる

意識向上の取り組みがみずからの命や財産を守っ

ていくと感じております。 

 その防災体制の中の一つに防災行政無線があ

り、その役割は非常に大きく、市民が情報を知る

上で欠かせないものでありますが、防災行政無線

は旧５町で体系が統一されておりません。宇和、

城川、明浜は全世帯に戸別受信機が設置され、在

宅時には災害等の情報がしっかりとキャッチでき

るシステムとなっておりますが、しかし野村、三

瓶には戸別受信機はなく、放送塔からの放送がそ

の役割を担っております。そういった状況の中、

野村町では場所や家によってその放送が聞こえな

い箇所が多くあり、大変苦慮されております。ま

た、最近建つ家の多くは二重サッシ等で防音性に

すぐれ、室内では聞こえづらさに拍車をかけてお

ります。この状態では有事のときに聞こえないこ

とも予想され、もしもを少しでも減らしていかな

ければならない状況をつくるためには、昭和５９

年から始まった野村町の防災無線では老朽化も著

しく、対応も困難をきわめ、早急に対策を講じて

いくべきです。 

 そこで、戸別受信機が設置されていない野村、

三瓶に戸別受信機を設置するのか、時代に応じた

さらなる対応をするのか考えるところではありま

すが、理事者の考えをお伺いいたします。 

 また、現在は２０１１年７月から完全移行され

るテレビ放送を代表するようにデジタルの時代で

す。パソコン、携帯電話、カメラ、そして書籍ま

でデジタル化されております。中でも携帯電話は

高校生以上の人はほぼ所有しており、生活必需品

となっております。また、現在教育関係から配信
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されている不審者情報のメールがありますが、保

護者の加入率が７０％を超えております。 

 そこで、携帯電話を利用した防災情報提供のメ

ール配信を行うことは、今の時代にマッチし効果

的であると考えますが、あわせてお伺いをいたし

ます。 

 以上で終わります。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、兵頭竜議員の質問のあり

ました口蹄疫に学ぶ西予市の畜産についてにお答

えをさせていただきます。 

 ４月２０日に宮崎県で発生した口蹄疫はいまだ

感染が拡大しております。６月９日には最初に発

生した川南町から約５０キロ離れた都城市でも発

生が確認され、６月１６日現在で２８９例、１９

万９，０００頭を超える牛、豚等が家畜伝染病予

防法に基づき殺処分終了、また予定されておりま

す。５月２２日からは政府の口蹄疫感染防止対策

として、発生農場から１０キロの移動制限区域内

の牛、豚のワクチン接種が始まりました。皆様ご

案内のとおり、ワクチン接種といいましてもワク

チンを接種後感染していれば家畜の体内でウイル

スはふえ、飛散の危険性があるため接種した家畜

は殺処分されます。しかし、ワクチンを接種する

ということは、生活手段でもあり、家族同然で過

ごしてきた家畜を失うことになります。農家の皆

様の心情はどれだけのものかはかり知れません。

何とか現在の防止対策が功を奏し、一日も早くこ

の口蹄疫が終息することを願うばかりでありま

す。 

 それでは、第１点目の種雄牛と種雄豚の育成に

ついてでございますが、現在愛媛県では野村にあ

ります畜産研究センターが中心となりまして、愛

媛県産ブランド甘トロ豚の研究が進められ、先般

販売が開始されました。西予市においても西予市

の銘柄豚の研究を野村高等学校を中心に進めてい

ただいております。しかし、種雄牛の育成につい

ては行っておらず、ご指摘のとおり１００％県外

に依存している現状であります。今後、こういう

ことも含めて県、ＪＡ生産者等とも連携を図り、

開発研究を検討したいと考えております。 

 ２番目の殺処分した家畜の埋設地の確保でござ

いますが、ご質問の中にもありましたが宮崎県で

は現在でも埋却地の選定がなされており、殺処分

がおくれている現状であります。もし口蹄疫が発

生した場合、その畜舎から半径１０キロ以内には

移動制限がかけられることから、本来農家にその

処分場を確保いただくべきものですけれども、宮

崎の事例から見ても不十分な場合も多く対応がお

くれている現状であります。 

 西予市におきましては、平成１９年に京都で発

生しました鳥インフルエンザ発生時に３カ所の市

有地を埋却候補地として選定しておりましたけれ

ども、鳥と牛、豚では各個体の大きさが全く異な

ります。ともあれ、広大な面積が必要となります

ので、その３カ所だけでは対処ができません。現

在、各農家の皆様に自己所有地での埋却候補地の

有無について今調査依頼を行っておりますけれど

も、今後総合的に勘案をして早急に検討するよう

準備をしてまいりたいと思います。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 兵頭竜議員２点目の地域連

携におけるＴＭＲセンター構想についてお答えを

いたします。 

 ＴＭＲ飼料とは、粗飼料、濃厚飼料、ミネラル

など、すべての原料を家畜の要求量に合わせて混

合した飼料であります。それに類似した施設とし

て、西予市にはＪＡひがしうわを指定管理者とし

た飼料混合施設があり、飼料混合組合も設立され

ております。現会員数は、東宇和農協管内で１８

０戸中２７戸であり、肥育農家１０戸、繁殖農家

１７戸が利用されております。当初は酪農家も加

入されておりましたが、生産体制に合わないこと

から現在は使われていない状況にあります。 

 ご質問のありましたＴＭＲセンターとは、畜産

コストの主なものである飼料自給率の向上、飼料

生産の集約化によるコスト削減等が設置目的と考

えられます。ＴＭＲセンターにおいて、さきの目

的が達成されるためには、センターにて利用され

る飼料の供給システムの構築が不可欠です。ま

ず、飼料自給率の向上につきましては、国内の粗

飼料を確保する仕組みづくりが大切だと考えら

れ、西予市では平成２１年度から２３年度までの

３カ年、西予市粗飼料生産組織育成事業を実施

し、収穫後の稲わら、麦わら等を飼料用に収集し
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た耕種組織に対し、収集した飼料の面積に応じて

補助するもので、市内４地区において稲わら、麦

わらのサイレージ化、堆肥利用に向けた取り組み

が展開されております。これらの取り組みによ

り、粗飼料を収集する仕組みづくりが構築され、

昨年度実績は５９．１ヘクタール、今年度は自主

的な活動が展開により機械を導入されるなど、昨

年以上の実績が予想されております。今後この活

動がシステム化され、先ほどのＴＭＲセンターへ

の供給体制が進むなど、耕畜連携を進めることが

重要であります。 

 しかし、粗飼料の供給側と利用側が相互の分野

を理解することが重要であり、畜産農家と耕種農

家がどれだけ連携できるかのかぎとなります。例

えば、飼料生産から堆肥投入による土づくりまで

を考えた地域内循環システムづくり等の展開が考

えられます。ＴＭＲセンターの設置のみに視点を

向けると、飼料生産の集約化によりコスト削減は

つながる可能性はあるものの、先ほど申し上げた

耕畜連携による国産の粗飼料の確保が図られない

限り外国産の粗飼料を購入することとなり、日本

農業の最大の目標である食料自給率の向上にはつ

ながらないと考えております。 

 ＴＭＲセンター構想づくりについてご提言いた

だいておりますが、現在設置している飼料混合施

設の活用とあわせ、その指定管理者となっている

ＪＡひがしうわが主体である西予市農用地利用耕

畜連携検討会議を設立しておりますので、コスト

システムなど多方面で関係機関、農家等とも連携

を図りながら、今後研究していきたいと考えてお

ります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 ３番目のご質問、防災行

政無線についての問題についてお答えいたしま

す。 

 同報系防災行政無線は、日常の行政事務の連絡

等の広報を行うほか、災害時の情報伝達手段とし

て大変重要な役割を持っております。現在、西予

市で使用しております同報系防災行政無線は、そ

れぞれ周波数が違うアナログシステムでございま

して、野村町については昭和５９年に整備され、

他の４町は平成７年から１１年にかけて整備され

たものでございます。 

 明浜、宇和、城川については、屋外スピーカー

と各世帯の室内に設置されております戸別受信機

から情報を得ることができますが、野村と三瓶の

ほとんどの地域は屋外スピーカーだけでございま

して、戸別受信機が設置されているのはごく一部

の難聴地域だけとなっております。国は、消防救

急無線についてはアナログ周波数の使用期限を平

成２８年５月までとしてデジタル化をすることを

決定いたしておりますが、防災行政無線について

もデジタル化の方向を推奨しております。平成２

９年度以降、アナログの新周波数での取得は認め

ておらない状況でございます。したがいまして、

将来的には防災行政無線もすべてデジタル化の方

向で進むものと考えております。このような状況

でございますので、今後の防災行政無線の整備

は、まず老朽化して部品の調達も困難となってお

ります野村の防災行政無線をデジタル化システム

で整備し、野村と三瓶の戸別受信機またはこれに

かわる防災行政無線ラジオを設置するということ

を計画しております。ただ、多額の事業費を必要

とする大きな事業でございますので、時期的には

本庁が完成した平成２４年度以降の予算化を予定

いたしております。 

 先ほど申し上げましたように、国の基本的な考

え方はデジタル化の方向でありますが、現在使用

しておるアナログ周波数の使用期限が先送りされ

ている状況でもあります。デジタルよりもアナロ

グのほうが受信範囲が広いというメリットもござ

いますので、野村以外の防災行政無線については

当分アナログシステムを継続したいと考えており

ます。 

 次に、携帯電話を利用した防災情報提供のメー

ル配信についてでございますが、災害発生時の住

民の緊急の情報提供手段としてメールを利用した

情報提供手段、特に注目を受けておりますが、メ

ール配信システム提供機も数多くございます。コ

スト性や運用性、操作性、システム技術等を比較

検討する必要があろうかと思います。平常時であ

れば、市独自のメール配信もできると思います

が、災害対応に追われている際にメール配信する

となると、人員と時間の確保という問題が新たに

生じてきます。災害情報を入手する方法として

は、テレビ、ラジオのほか、携帯電話を利用した

緊急地震速報やリアルタイムの降雨状況等で肱川
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の水位も知ることができます。市としては、まず

防災行政無線による情報提供が最優先であろうか

と考えております。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 １番兵頭竜君。 

 

○１番兵頭竜君 答弁をいただきましたが、何点

か再質問をさせていただいたらと思います。 

 まず、この畜産関係ですが、野村町はかつてミ

ルクとシルクの町野村町というようなキャッチフ

レーズで言われておりました。その中の一つのシ

ルクは、今は産業は３０年とか６０年とか、一つ

の産業はそう言いますが、シルクの蚕糸、蚕部門

は今の文化的なことになってきているんじゃない

かなと思っております。昔私が学生のころはまだ

桑畑がそこら辺にあったんですが、今はそういっ

た状況も十数件の農家が若干営まれている程度

で、今は文化的要素が強いのではないかなと思い

ます。 

 そこで、もう一方のミルクはどうだというと、

先ほども説明したように、どんどんと酪農家数等

も減っております。今後、やはり先ほども言いま

したように自然淘汰的に減少はすると思っており

ます。頭数に至っては大型化したりしてそんなに

変わってきてはないものの、今の高齢化の経営者

を考えると若干減ってくるのかなと思いながら、

またこれが一つの産業が文化に変わらないために

何かしなくちゃいけないなと思って今回質問させ

ていただいたわけですが、口蹄疫等々、もうこれ

全部総合して市長に１点再質問するわけですが、

私もきのうこの質問する上で市長のマニフェスト

をもう一度見直させていただきましたら、第１次

産業の活性化、生産額１割アップ目指しますとい

うようなことが書いてありましたが、これは戸別

なことなんで畜産、酪農とか繁殖とかのことにつ

いては書かれてませんが、大きく西予市の畜産、

もう愛媛県をリードする畜産業をとらえて、今

後、将来どう思われているのか、何か方向性があ

るのか、市長の思いがあれば１点お伺いいたしま

す。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 西予市における畜産全体、その中で

は酪農や養豚等々いろいろあるわけであります

が、先ほどもありましたように酪農については四

国のトップであるし、県内の５０％も占めておる

というようなとこであります。また、養豚につい

ても県内でトップでありますから、そういう地域

であるということを私どもはまず認識をする必要

があります。そこで一大産業として第１次産業の

中でも、地域経済の中でも重要な役割をしておる

と。だから、これが例えばごそっとなくなったと

きのことをまず想定したときに、地域経済は成り

立たなくなる。そういう意味で私ども市として

は、例えば酪農についても先ほども質問の中にあ

りましたけれども、ガソリン等々の高騰があった

ときにも市単独の飼料への予算等々の補助を出さ

せていただいて、基礎的な、そこのところにお互

いやっていくというようなこともやらせていただ

きましたし、大野ケ原の育成牧場につきましても

酪連がもうやめるよと言われた中で、地元のＪＡ

ひがしうわもご理解をいただきまして継続をする

ということもさせていただきました。しかし、こ

れはその思いの中には、地域の重要な産業である

と、そこをなくしたらだめだという思いも私は強

く持っておるわけでありまして、その点につきま

してもぜひとも議員の皆様方もなお一層、いろい

ろな声を聞いていただきたいと思っております。 

 今回のそれぞれの口蹄疫や、あるいは鳥インフ

ルエンザというのは、今後いろいろな形で恐らく

入ってくる可能性は常にあるという危険性は生き

物ですから、私どもは考えておらなくてはなりま

せん。その対応を、恐らく温暖化の影響や世界の

物流の流れが変わってきておるということを含め

まして、常々考えていく対応を、危機管理を今後

その分野でもやっていく必要があるんではないか

なと思っておるところであります。 

 以上、答弁といたします。 

 

○議長 １番兵頭竜君。 

 

○１番兵頭竜君 酪農の全体的な思い、いろいろ

な施策とか等々とこちらも理解しているところで

ございます。 

 先ほど市長の答弁の中に、埋却地なんですが、

鳥インフルエンザのときと、いろいろと考えて早

急に検討するというような回答だったというよう

に思うんですが、６月１５日の愛媛新聞で県内の
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約半数分の埋却地の確保ができているというよう

なことが報道されておって、残りも公有地を含め

て選定を進めていると、県のほうはそういった状

況にはあるみたいなんですが、そこら辺の連携を

とられているのかというのが１点と。 

 防災行政無線なんですが、これでぜひ戸別受信

機をデジタル化で進めていただければ、またさら

なる防災体制の一つに加わっていいことだなと思

うんですが、携帯電話を、なぜこのメール配信を

僕が強く言うかというと、最近はやはり離れて暮

らす子供が多いんですよ。やはり離れてこの西予

市外の、親が西予市に残ってて子供は向こうの都

会で生計を成り立てていると、そういった人たち

にもそこが登録できて、ふるさとの情報がすぐ即

時にキャッチできるようなシステムが、携帯電話

が一番手っ取り早く、また効果的じゃないかな

と、そういった可能性も広がるし、やはりこの時

代に一番簡単でマッチしているのが携帯電話じゃ

ないかなと思っております。そこら辺また含め

て、さらに検討していただきたいと思います。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 今の兵頭議員のご質問の埋

却場所でございますけれども、愛媛県の発表では

６割方埋却場所が確保できたというふうな記事が

あったと思うわけですけれども、それは以前鳥イ

ンフルエンザのときに西予市が埋設場所として３

カ所候補地を挙げておりました。しかし、それが

例だとしてそこに挙がったのかもわかりませんけ

れども、今回その鳥インフルエンザとは全く違い

ますし、牛、豚等、死体そのものも大きゅうござ

いますし、埋設場所も１０キロ以内で制限される

というような状況もございます。したがって、埋

設場所につきましては、県の指導としては畜産農

家に第１番目はお願いすると、それができないよ

うであれば西予市にお願いするというような１段

目、２段目というような段階をもって県のほうか

らは指示をいただいておるわけですけれども、基

本的には西予市としてはできれば市有地にやれば

民間に対しても理解が得られるというようなこと

での候補地を探しておったわけですけれども、こ

ういう事態でございますので、とにかく近いとこ

ろ、畜産農家の方にも埋設場所があればお願いす

るということで、今各総合支所、産業課のほうへ

候補地の選定依頼をお願いしております。新聞紙

上で言われておる候補地とは全く違う場所かもわ

かりませんけれども、今の段階ではとにかく発生

したときに一番近いところに埋設をしたいと、そ

ういう場所をそれが一番皆さんに理解を得られる

場所であるということが前提として今候補地を選

んでおりますので、よろしくお願い申し上げたら

と思います。 

 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 再質問ですけども、携帯

電話を利用した情報提供、現在その気象庁なり、

他の情報機関なり、個別に個人の方がアクセスが

非常にしやすい携帯メールの状況でございます。

したがいまして、防災行政無線が整備されてない

段階では、まず取り組むべきは防災行政無線であ

ろうと考えております。ちなみに、個別による携

帯での情報提供をやるとなりますと、やはり年に

しますと１００万円を超える経費が発生するとい

う問題もございますので、その辺の問題と絡ませ

ていただいて検討させていただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○議長 暫時休憩をいたします。（休憩 午後０

時２４分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午後１時０

９分） 

 次に、４番明智祥勝君。 

 

○４番明智祥勝君 議長より一般質問の許可をい

ただきましたので、次の質問をいたします。 

 農水省が公表しました耕作放棄地に関する全国

市町村の意向調査によりますと、発生要因には高

齢化、労働力不足２０．１％、農産物の価格低迷

１３．１％、収益の上がる作物がない８．６％な

どの回答が多いと報告をされております。現在、

西予市においても年々耕作放棄地は増加の傾向に

あると思われ、その要因につきましては全国の意

向調査と同じと思いますが、市の耕作放棄地面積

等の実態はいかがか、お伺いいたします。 

 ちなみに２００５年の農林業センサスによりま

すと、愛媛県では５，２５４ヘクタール、全国７

位、西予市では３４６ヘクタール、全耕地面積に
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占める割合は８．４％という報告がされておりま

す。 

 中山間地域等直接支払制度などを活用し、地域

で懸命に放棄地抑制に取り組んでいるのは事実で

あります。耕作放棄地をもとの状態に復元する事

業が実施をされておりますが、実施面積、戸数等

の実績についてお伺いをいたします。 

 農水省では２０１０年度にバイオ燃料地域利用

モデル実証事業の新規事業といたしまして、耕作

放棄地活用型バイオディーゼル燃料事業を１４年

までの５カ年間実施することとされております。

その栽培作物は、菜種やヒマワリなどに限るとさ

れておりますが、さらに申請につきましては農業

者や燃料製造者による地域協議会の設置が必要と

であるとされており、取り組みにつきましてはハ

ードルの高い要件があるとは考えられますが、耕

作放棄地活用の一つの手段として取り組みは考え

られないか、お伺いをいたします。 

 次に、農作業事故撲滅についてお伺いをいたし

ます。 

 農作業による死亡者は、１９７１年以降全国で

年４００人のペースのままで減少をいたしており

ません。この間、農業就業人口は７割も減少し、

事故を起こす確率は大幅に高まっていると言えま

す。死亡事故件数を１０万人当たりの各産業別労

働人口と比較をしてみますと、全産業平均の労災

死亡事故件数２．７件であるのに対しまして、農

作業死亡事故は１２．７件であり、他産業に比べ

格段に多い状況となっております。この間、農作

業の安全対策は置き去りにされてきたと言わざる

を得ません。市内でも、農家の高齢化の中で８０

歳を過ぎてもなお現役の農家としてトラクター等

の大型農業機械作業に従事しなければならないの

が現実であります。さらに、女性が農作業の重要

な担い手になっている事実も見逃せません。地方

にとって農業は地域経済の柱の一つであり、不幸

にして農家の経営主を失うということは個々の農

家はもちろんでありますが、地域にも大きな損失

であります。農業事故の市の実態をどのように把

握されておられるか、また今後農作業安全を啓発

する、例えば立看板設置、あるいは農協等関係機

関と連携し農機具の安全講座実施等の対策は考え

られないか、お伺いをいたします。 

 以上で一般質問とさせていただきます。 

 

○議長 別宮副市長。 

 

○別宮副市長 明智議員の耕作放棄地の実態と復

元事業についてお答えをいたします。 

 ご指摘のとおり、耕作放棄地が年々増加してい

るのはご指摘のとおりでございます。平成２０年

度に西予市農業委員会が実施をいたしました田

畑、果樹地の耕作放棄地の調査によりますと、西

予市の耕作放棄地内のうち、人力、農業用機械で

草刈り等を行うことにより、直ちに耕作が可能な

農地が約１０３．１ヘクタール、また草刈り等で

直ちに耕作することはできませんが、基盤整備を

実施すれば耕作できる土地が約１４．８ヘクター

ル、合計１１８ヘクタールとなっておるわけであ

ります。また、全体の１．９％が耕作放棄地とな

っているのが現状であります。 

 耕作放棄地を解消するために、耕作放棄地対策

協議会を農業振興対策協議会総会において設置を

されました。なお一層の推進が図られるものと期

待をいたしておるところでございます。耕作放棄

地を解消する市単独の事業はございませんが、国

庫補助事業の耕作放棄地再生利用緊急対策交付金

により、荒れた農地を再生し営農展開する農家に

対し補助金を交付して支援を行っているところで

ございます。平成２１年度におきましては、法人

形態１、個人形態１の２形態で取り組みがなされ

ているところでございます。この解消面積が１

４．８ヘクタールで実施を２１年度にいたしたと

ころでございます。 

 次に、ご質問にございました耕作放棄地活用型

バイオディーゼル燃料事業でありますけれども、

この事業は主に食廃油、菜種等の植物油を化学処

理して製造されるバイオディーゼル燃料を対象に

原料の調達から燃料の供給まで、地域の関係者が

一体となって取り組みを支援するとともに、耕作

放棄地を有効活用した菜種等油糧作物の栽培試験

について支援するという事業でございます。実施

期間は平成２２年度から２６年度の５年間という

ことで実施をされるものでございます。 

 地域に適した品種選定及び栽培方法、バイオデ

ィーゼル燃料の品質検査、農業機械に適したバイ

オディーゼル燃料の製造技術及び品質確保等の調

査及び実証をするための補助に対しまして、反当

１万円が交付されるものであります。 

 実施手続といたしましては、まず地域協議会を
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設置し、その構成員は農業団体等の原材料供給

者、またバイオ燃料製造業者、バイオ燃料供給業

者等、都道府県等が会員に含まれ、バイオ燃料製

造業者が地域協議会の事務局を構成することが要

件になっているわけでございます。また、バイオ

燃料の製造量及び販売量の目標、品質の適合と耕

作放棄地を利用した油糧作物の作付面積の目標

等、農業機械でのバイオ燃料の使用量を定めた地

域計画を策定することになっておるわけでありま

す。最終年度には目標を達成するという厳しい要

件をクリアしなければならないということもござ

います。いずれにいたしましても、栽培試験、品

質検査、調査及び実証に対しての助成金交付事業

でありますので、農家に対し広く進めていくのは

現在の制度の中では大変難しいのではないかとい

うように考えているわけであります。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 明智議員２点目の質問、農

作業事故撲滅についてお答えをいたします。 

 愛媛県農林水産部の調査で、農作業死亡事故件

数は全国では毎年４００件、愛媛県におきまして

は毎年１０件程度発生しております。このうち、

高齢者――６５歳以上でございますが――の占め

る割合は約７割となっております。西予市での農

業事故の発生件数は統計として把握できておりま

せんが、昨年秋、宇和町におきまして高齢者が農

作業中に道下に転落し死亡する事故が発生したこ

とを今記憶しておりますが、議員がご指摘のとお

り農業従事者の平均年齢は年々上昇し、今や高齢

者が中心と言っても過言ではない状況でありま

す。現在、西予市では愛媛県から送付されるパン

フレットを総合支所や公民館に配布するにとどま

っておりますが、今後はトラクター、コンバイン

等の大型機械を使用する作業については、若年層

の農家または担い手農家に作業を委託するなど、

高齢者が危険な作業に携わることなく営農ができ

るよう、作業受委託の推進に努めていきたいと思

っております。また、単独ではなく家族とともに

農作業に従事することや、トラクター及びモノレ

ール等からの転落事故防止を呼びかける立看板の

設置、防災無線での周知等で農作業安全の意識を

高めるとともに、農作業事故に関する注意喚起を

促したいと思います。 

 安全対策でございますが、これは業者の義務で

ございます。きちんと使えば安全で事故は起きな

いという今の視点を改めていただき、事故は発生

するものという前提に立って農機具の開発に努め

ていただければ、こういう事故も少なくなってく

るんではないかなと思っております。 

 以上で答弁にかえさせていただきます。 

 

○議長 ４番明智祥勝君。 

 

○４番明智祥勝君 ３点ばかり再質問させていた

だきます。 

 まず１点目は、今ほど回答いただいたわけです

が、この先ほど申し上げました事業につきまして

は今年からの新規ということで、いろいろ聞いて

みますと余り手を挙げられるとこがないというこ

とのようですが、先ほど申し上げましたように若

干ハードルが高いということからそういうことか

もしれませんが、耕作放棄地をなくすという意味

ではぜひ検討をしていただきたいと思うわけで

す。特に、逆に言えばこの事業に取り組んでない

ということは、西予市が取り組めば他に対しての

言えばＰＲといいますか、そういうことにもなる

部分もあるわけですから、ぜひこの事業につきま

しては十分ご検討をいただきたいと思います。 

 次に、今まで言いましたように非常に耕作放棄

地がふえておるわけですが、その中で先ほどの副

市長の回答の中にありましたように、それを復元

する事業に取り組まれておるわけですが、それで

もなおかつ耕作地に戻すことができないというよ

うな非常に回復困難な放棄地がふえておりまし

て、それが既に山になっておるという部分があろ

うかと思うわけです。そういった既に山林になっ

ておる部分については、もうこれはそれを現実と

して受けとめて山林に用途変更ということが考え

られないのか。県によってはこれを既にやってお

るところがありますので、そういうことによって

今からの、例えば温室ガス吸収源としての山林の

意味が大きくあるわけですから、やはり山林の新

たな雇用の場にもできるんではないかというふう

に考えておりますが、そういった用途変更につい

てのお考えはないのか、お聞かせ願いたいと思い

ます。 

 もう一点は、事業に関連するわけですが、農業
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農村整備事業というのがございますが、地元負担

が他の市町村より高いのではないかというふうに

思っております。例えば、里地、棚田保全整備事

業につきましては、他町村によっては９％のとこ

がありますが、当市は２２．５％ではないかとい

うふうに聞いております。もちろん財政上の問題

がありますので、即他市町村との比較というのは

論外かもしれませんが、できれば地元負担をでき

るだけ軽減をさせていただきたいというふうに考

えております。 

 以上３点、再質問させていただきます。 

 

○議長 別宮副市長。 

 

○別宮副市長 最初に答弁をいたしました、まず

バイオディーゼル燃料の関係につきましては、こ

の事業につきましては先ほど申し上げましたよう

に、非常に明智議員もハードルが高いのではない

かということを懸念しておるというご意見もござ

いました。全くそのとおりでございまして、この

制度の中ではちょっと難しいんではないかと、こ

のように考えております。 

 それから、耕作放棄地再生利用緊急対策交付金

事業でありますけれども、この事業は先ほど申し

上げましたように一法人、一個人の個体が実施を

されておるわけでございますが、このそれぞれの

多くの農家の皆さんで取り組んでいただきますよ

うに、農業振興協議会挙げてこの耕作放棄地解消

に向けて努力をしていきたいと、このように考え

ているわけでございます。 

 以上です。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 耕作放棄地の関係でござい

ますが、農業委員会でまとめておるのは緑、黄

色、赤というような段階で分けられておりまし

て、緑というのは草刈り等で即農地に変換できる

というのが緑でございまして、黄色というのは伐

開、それから開墾をしなければ即農地としては再

現できないというのが黄色でございます。それ

で、赤というのはもう既に山林になっておるとい

うことで復元不可能な土地ということで、今調査

の中で位置づけられておるわけですが、この赤の

部分につきましては今議員指摘があるとおりもう

山林になっておりますので、地目変更するのが本

当ではないかなと私は思っております。 

 それと、３点目の棚田保全ですか、農地保全の

関係の地元負担が高いのではないかというような

話もございます。農地・水等でいろいろ国の事業

を支援を受けながら２分の１と、それから地元に

４分の１、それでやっていただいておるわけです

が、これにつきましては全市的なことでございま

すので、今後検討もさせていただきながら取り組

みさせていただければありがたいと思っておりま

す。 

 

○議長 ４番明智祥勝君。 

 

○４番明智祥勝君 １点だけ確認させてくださ

い。 

 先ほど副市長のほうから言われました、耕作放

棄地再生利用緊急対策事業につきましては、私の

聞くところによると今回の事業仕分けで平成２２

年度で終わりだというふうに聞いておるんです

が、そうなるとその２年目についても基金がなく

なれば終わるというふうに聞いとんですが、とい

うことなんで、できればこういった事業を取り組

んで、私が言いたかったのは継続的に耕作放棄地

対策を取り組んでいただきたいということで申し

上げたんです。確認の意味でちょっと今の点だ

け。 

 

○議長 別宮副市長。 

 

○別宮副市長 ご案内のように、事業仕分けの中

で今明智議員が申されたようなことに現在なって

おるようでございます。先般、農政局の幹部の方

がお見えになった折に、ぜひこういう耕作放棄地

に対しての国の制度を復活してほしいということ

でお願いはしておりますけども、事業が実施をで

きると、採択なされるということになりました

ら、ぜひ拡大に向けて努力をしていきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

 

○議長 次に、１９番山本昭義君。 

 

○１９番山本昭義君 ７番目にもなりますと、ま

た昼食でもあり、腹の皮が突っ張り、上まぶたを
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どうしても引っ張り下げるので眠くなろうと思い

ますが、もう少しの間ご辛抱いただきたいと思っ

ております。 

 ただいま議長の許可をいただきましたので、次

の２点に対し、理事者の所見をお伺いいたしま

す。 

 第１点は、西予市生き活き集落づくり事業につ

いて、今後の取り組みについてお伺いをしたいと

思います。 

 市長は平成２０年６月の定例会において、西予

市周辺地域においては過疎、高齢化が急速に進行

し、集落の自治、またさまざまな共同行事などが

できなくなり、おのずと独居老人やその予備軍の

みの集落となり、近い将来集落自治体が立ち行か

なくなり、やがては消滅に向かうのではないかと

大変危惧され、このような限界集落を再生するた

めに生き活き集落の再生元年と位置づけ、西予市

独自の政策事業として西予市生き活き集落づくり

事業を立ち上げられました。 

 主な政策といたしまして、モデル地域の指定、

市民検討委員会の立ち上げ、集落支援員の派遣な

どを行い、限界集落再生に取り組むと申され、私

も大変心強く思っております。 

 市長は言葉どおり、野村町においては惣川、城

川においては窪野、明浜町においては高山の３カ

所をモデル集落として指定され、それぞれ補助事

業で西予市生き活き集落づくり事業として検討委

員会を立ち上げられました。 

 一方、愛媛県においても限界集落の会の発起人

であり、会長でもある三好市長の働きがけによ

り、元気な集落づくりモデル事業を推進されまし

た。モデル地区は魚島地区、久万高原町、そして

西予市の惣川地区の３カ所であります。県、西予

市両モデル指定を受けた惣川地区では、昨年８月

より県、西予市合同による第１回目の集落再生へ

の取り組みの会が始まり、集落内の話し合いがス

タートをいたしました。この間、月一回の割りで

計８回の検討委員会を重ねておられます。私は、

検討委員ではありませんが、２１年度最後の市民

検討委員会にオブザーバーとして参加をさせてい

ただきました。参加した私なりの思い、また感じ

たことを述べ、今後の西予市の取り組みについて

お伺いをしたいと思います。 

 まず第１に、検討委員会で８回の会を重ね、さ

まざまな意見交換を行い取りまとめをされておら

れます。会において地区割りを行い、それぞれの

地域、地区また会全体においてさまざまな意見の

うち、１地区においてはコンニャクづくりの取り

組みで動いているものの、他の３地区においては

何ができるのか、何をつくるのか、地域全体でま

た各地区個別で行うのか取りまとめができていな

く、回数の割に会の進行が遅いように思うととも

に、取りまとめに８回も必要なのかとすら思える

のです。 

 一方、地区内の大部分の住民は、検討委員会の

立ち上げや、また各地区代表の検討委員がだれな

のかも知らない、ましてや検討委員会の内容な

ど、大部分の方は知らないだろうと思っておりま

す。 

 一方、地域の現状について、惣川地区は６６％

の高齢化率であり、過疎化の進行が早く、最近１

５名ほどの若者がＵターンされておりますが、若

者においても地域活性化の思いは強くありながら

も、生活や仕事に追われ地域事業への参加は限ら

れております。地域の行事、また労働力はおのず

と高齢者に頼らなくてはならないのが現実であり

ます。 

 高齢化の進んでいる過疎地域においては、子供

がいない、後継者がいない、将来像が描けない、

おのずと近い将来の自分の生活、人生に目を向け

ていくしかない。これが高齢化社会の現実であり

ますが、このような高齢者の目と心を地域活性

化、また将来の後継者のためにと心を動かし方向

づけしていくのもこの会の役目ではないでしょう

か。 

 会に参加いたしまして、県、市、ＮＰＯ法人、

コーディネーター、また地域代表検討委員などで

会を構成されて進められておられますが、どこが

中心として動くのか、大変わかりづらく感じまし

た。といいますのも、８回の会を進められました

が、地区代表の検討委員の方々の心の燃え方が余

り感じられなく、会の成果は県主催の元気な集落

モデル事業成果発表会に向けてコーディネーター

の方が一番燃えていたような思いで参加をしてお

りました。 

 私は、地区住民が失敗を恐れず行動することで

住民が熱くなり、地域が元気になり、活気づくこ

とが最も重要であると思っておりますので、少し

残念に思いました。一方担当職員、また地域出身

の職員も参加され、それぞれの立場で意見を言い
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ながら、指導をしながら頑張っている姿を見、ま

た一方では救われた思いもありました。 

 そこで、次の質問を行います。 

 今後、生き活き集落づくり事業実施においての

検討委員会、地域検討委員の活動方針、活動状況

などを地区に周知徹底すべきではないか。地区の

過疎化の進行の早い現実を思うと、目標を立てて

素早い行動が必要ではないのか。 

 市の基本方針は実によい基本方針ですが、補助

交付金要綱は余りにも細かい制約で縛りがあり使

いづらい。そこで、地域で自由で使える予算を組

んでいただき、地域が知恵と汗を出し、自覚を促

し、活性化できるひもつきのない予算を組むべき

ではないか。 

 市の計画要綱の中で１０年間の構想、５年間の

実施計画の集落づくり計画をうたわれております

が、５年ないし１０年先には消滅する地域もある

のではと思うと、もっとスピーディーに事業を進

めるべきではないか、お伺いをいたします。 

 また一方、今年度より支援委員増井桃子さんを

派遣され、地域内を回り、地区住民とよく話し合

い、さまざまな事業、また会合に積極的に参加を

され、情報収集されておられます。支援員の方が

目、口、耳からも感じ取った地域のよさ、住民の

思いなどをビデオまた文章で残すと聞き、今後の

取り組みに生かすことができるのではないかと大

変楽しみにしておりますとともに、支援員派遣制

度に感謝をいたしております。 

 第２点は、西予市の口蹄疫侵入防止対策につい

てお伺いをいたします。 

 この質問につきましては、本定例会の冒頭の市

長のあいさつでほとんどの答弁をされております

ようですし、またけさのテレビの放映で見ており

ましたら、宮崎県においては口蹄疫を防疫するの

はなかなか難しいんではないか、また他県に広が

るのもこれを防ぐのは難しいんではないかと、こ

のように放映をされておりました。申しておりま

すようにこのような関係で、それだけ市長につい

ては重要視されているなあと思い、通告しており

ますので、あえて質問をいたします。 

 ３月１２日に宮崎県の家畜の所有者からの依頼

により、民間開業医が当該肥育牛を診察したとこ

ろ１頭の肥育牛に発熱、食欲不振、発せきなどの

症状を確認、その後当該獣医師は風邪の症状を踏

まえ通常の診察を実施してきたが、他の同居牛に

も食欲不振、鼻孔内びらんなどの症状が伝播して

いったことから、口蹄疫ウイルス検査の結果陽性

の反応により口蹄疫と発表されました。この１０

日間の判断、防疫のおくれにより甚大な被害に至

りとなりました。その後の事情、経過は申すまで

もなく、報道機関においてトップニュース扱いさ

れ、依然猛威を振るっております。いまだ終結の

様子が見えない現状でありますが、６月３日現

在、感染拡大防止のため殺処分する牛、豚などの

約１７万頭、ワクチン接種後処分する１１万頭を

含め、約２８万頭が損失補てん対象であり、国の

補てん額は６月１５日現在補正額６００から７０

０億円必要で、今後も必要な額がふえるのではな

いかと報道されておられます。 

 現在、愛媛県内で発生の確認はありませんが、

肥育頭数約２４万頭のうち、西予市においては約

５万７，０００頭余りが肥育されております。も

し西予市で口蹄疫ウイルスが発生すれば感染拡大

は避けられず、恐らく全滅し被害は１００億円前

後になり、畜産家には壊滅的な被害を受けるので

はないかと思います。被害額もさることながら家

族同然に育てた家畜を殺処分しなくてはならな

い、そのような思いをするたびに精神的に追い詰

められ、酪農家の皆さんは夜も寝られないほど心

配されておられるのではないかと思うのでありま

す。酪農家ではなくとも私たちも大変心配をいた

しております。酪農家の皆さんが心配事で終わる

ように、またこのような事態が起こらないために

も水際防疫対策を最重要視、あらゆる事態を想定

し、防止対策を行うべきであり、そこで西予市と

してはどのような防止対策を行っているのか、ま

た私たち一般市民においてもどのような防止対策

ができるのか、また周知徹底されているのかお伺

いをし、一般質問を終わります。 

 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 山本議員からの一般質問

のまず１点目、生き活き集落づくり事業について

お答えいたしたいと思います。 

 惣川地区は西予市生き活き集落づくり事業とあ

わせて愛媛県事業の元気な集落づくりモデル事業

に指定されていますので、毎回コーディネーター

を県から派遣いただくとともに、愛媛県の職員の

方も参加していただいて、大変有意義な会議が行
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われていると思っているところでございます。 

 ご指摘の活動状況の周知不足につきましては、

この事業が２年間かけて１０年後の惣川地区を想

定した地域づくり計画を策定するという性格上、

昨年度は各文化の代表者による推進委員会で、ワ

ークショップによる困り事や、やりたいことの拾

い出しが中心でございました。そのため、具体策

をまとめた計画ができ上がっていなかったため、

広報活動が不足して地域住民に進みぐあいが伝わ

らなかったのではないかと思っております。 

 今年度は、昨年度の話し合いの結果をもとに、

惣川地区が目指す未来像と実施計画がまとめられ

ますので、地域住民への周知も進み、住民総意に

よる取り組みがなされるものと期待しているとこ

ろでございます。 

 次に、本事業の補助金でございますが、計画策

定事業費及び集落支援活動事業費など、ほかの補

助事業と比較して非常に制約の少ない交付要件で

あると思っております。住民、地域、行政が協働

で取り組む事業であれば、その使途を余り制限せ

ず地域が主体となって事業が実施できる補助制度

といたしております。 

 次に、スピーディーな事業の推進でございます

が、本事業の担い手は残念ながら比較的高齢者の

方が中心になりますので、できるものから始める

ということを基本にいたしております。惣川出身

者を中心とする市職員もこの事業に参加しており

ますので、一つでも早く事業化できるよう努力は

してまいりたいと思っております。 

 また、惣川地区におきましては、昨年に続き愛

媛県の支援事業であります、元気な集落づくりモ

デル事業補助金が交付されておりますんで、具体

的な事業推進が図れる環境が整っております。活

性化に向けた事業展開が今年度から始まることを

期待しているところでございます。 

 どうか議員各位におかれましてもご理解とご支

援を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 山本議員２点目の質問につ

いてお答えいたします。 

 議員ご承知のとおり、口蹄疫はいまだ感染が拡

大して宮崎県では大変な状態になっております。

国及び県を挙げて口蹄疫の終息に向けて努力をさ

れているところですが、いまだ鎮静化はしており

ませんし、まだ見通しも立っていないのが現状で

はないかなと思っております。 

 西予市は、愛媛県一の酪農、畜産地帯ですか

ら、今の段階では侵入しないことを祈るのみであ

ります。最初にご質問のありました具体的な口蹄

疫侵入防止対策についてでありますが、具体的な

対策につきましては法律上は知事権限であり、市

町村に権限はございません。県が実施した内容の

連絡を受ける立場でありますが、ただ何もせずに

手をこまねいているわけにもいきません。県や農

協と協議を重ねながらともに防除を進めておりま

す。 

 経過を申し上げますと、５月の上旬に東宇和農

協が消毒液を配布し、５月１８日からは県が消毒

のための消石灰を配布し、西予市にとりましても

６月４日から消毒剤の配布を行っております。現

在のところ、水際で防御するしかないと考えてお

り、これがうまくいき侵入を防止できればと考え

ております。また、６月４日にＪＡひがしうわを

事務局とした口蹄疫侵入防止対策本部が設置さ

れ、侵入防止のための取り組みを実施いただいて

おります。もし、万が一西予市市内に発生した場

合においては、５月２０日に西予市市役所各部署

に口蹄疫発生時における市の役割、対応策につい

て協力依頼を行い、発生時には副市長を本部長と

する現地対策本部を設置し、県対策本部の後方支

援活動を行うこととしております。 

 続きまして、ご質問のありました市民への周知

でありますが、口蹄疫の問題につきましては愛媛

県及び南予家畜保健衛生所と連携し、情報の提供

を行っております。今のところ、広報６月号紙面

において宮崎県で発生した口蹄疫の情報について

広報しております。また、今月配布する予定の広

報７月号にあわせて市民へのお願いということ

で、西予市の畜産の現状、口蹄疫の説明、口蹄疫

が発生した場合の対応、消毒等の協力依頼につい

て紹介したチラシを同封するようにしておりま

す。また、市職員への本人並びに家族に九州への

渡航の自粛を依頼しておるところでございます。

今後も関係機関と連携しながら必要な情報は提供

したいと考えておりますので、ご理解、ご協力を

お願いいたします。 

 以上、答弁とさせていただきます。 
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○議長 １９番山本昭義君。 

 

○１９番山本昭義君 ただいま答弁の中で、職員

の方はそんなに要綱で縛っていないという、私は

職員の見る目はそうかもしれませんが、やはり私

たち地域の者から見たらそうではないと思ってお

ります。要綱を見させていただきましたときに、

いろいろこうしたら出しますよ、こういう申請が

必要ですよ、それが皆伴っております。私は、特

に今回のはそうではないと言われましたが、それ

はほとんど今までと同様だと思っていますし、や

はり地域を活性化に本当にさそうという気がある

んじゃったら、地域にもっと自由に使える金、昔

竹下登首相のときに各自治体に１億円交付されま

した。そのときに野村町においても１億円が来ま

したし、また惣川地区にも８００万円ほどの交付

金がありました。その交付金を使うために惣川地

区では毎晩のように私たち会合をいたし、何がい

いかな、羅漢穴を開発する、また舟戸川をきれい

にする、また地域でユンボや何か買うて開発する

のはどうじゃろかと、そういうふうないろんな知

恵を出し合いました。私はそうするのが一番地域

活性化するのにいいんじゃないかなと、そのよう

に思っております。 

 ましてや、今惣川地区は高齢化をしておりま

す。高齢化の人は、私たちが思ったほど気が長く

ありません。といいますのも、これ山本君してく

れやと言われまして、それから四、五日して、一

度でいいからなしてくれやと言われます。初めに

言われたときは。その次四、五日ぐらいしておっ

たら、あれ山本君どうなりましたかと言われま

す。本当にお年寄りの方は、こんな言い方したら

悪いかもしれませんが、いろいろ考えた場合にや

はり気が短いんではないかなと、私は思っており

ます。そういうなことで、そのような人を動かす

のには、地域にもっと自由な金を与えて、目先で

収益の出るようなこともひとつ考えるべきではな

いかな、そしたらおのずとお年寄りの人たちもい

ろんな形で参加できるし、地域の活性化に努める

んではなかろうかと、そのように思っておりま

す。 

 それから、第２の口蹄疫に対してですが、これ

は昨日の朝のテレビで、ちょうど７時半過ぎにや

っておりまして私も見たかったんですが、ちょう

ど見る時間が本庁に来にゃいけませんのでなかっ

て、少し見ました。そのときに世界の防止対策、

それから取り組みについて放映をしておりまし

た。そのときに、もうそれから帰りましてインタ

ーネットで調べましたら、やはり今回の宮崎県の

に一番よく似ているのがイギリスと、それから台

湾で行ったときの取り組みや防止対策であろうと

思っております。 

 これ抜粋しておりますのでちょっと読ませてい

ただきますが、イギリスでは２００１年、９年前

に大変猛威を振るいましてそのときに６００万頭

を超える牛、豚を殺処分しております。そのとき

の被害が約１兆円だと言われております。そこん

中で、そのことを踏まえて今後の対策に対しまし

ていろいろ考えた結果、また８年後に口蹄疫が発

生いたしました。それの対策として前回のいろん

な対策のおくれを踏まえて即地区からの牛の搬出

禁止、そっから出入りを禁止、そして殺処分を即

刻行うと、その結果一番初めのときには７カ月か

かって撲滅したのが、そのときは１カ月で済んだ

と、ここに書かれております。また、次の台湾の

例は同じくこれは１３年前ですが、このときには

豚が約３８０万頭、それからその他の家畜を含ん

で５００万頭、約５，０００億円余りの損失が行

われております。そのときの対策として台湾にお

いては、ワクチン接種を基本的に全頭にしており

ます。ただ、そのときに７００頭だけワクチン接

種をしなくて、それから８年後にその７００頭の

豚について、また口蹄疫が出ました。それを、ま

た殺処分をしてそれから後全頭に対してすべては

ワクチン接種をしております。そして、現在まだ

出てないそうです。 

 私はこのことは本当に、特に台湾のワクチン接

種については学ぶ点があるんではないかなと、そ

う思っております。西予市は今後そのことに対し

て取り組む意思があるのか、ワクチン接種に対し

て。また、このような予算に対して国にいろいろ

な形で働きかけてもらって、今後いろいろな形で

そのようなことができるような体制をつくってい

ただくのも一つの防疫としては必要ではないかな

と思って再質問をし、また市長の考えを聞きたい

と思っております。お願いします。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、第１点目の自由な交付金
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の問題ですけれども、まず今惣川地区にやってい

ただいております生き活き集落づくりの検討が２

年目に入っておりますが、県の事業も一緒にあわ

せてやっていただいております。これの目標は、

１０年計画をまずつくっていこうということであ

りまして、それからいろいろなことが見えてくる

と思うんです。その見えてきたものについて、私

どもはその対応をどうやっていくか、そしてお金

がどれぐらい要るのかということを検討していき

たい。だから、今の段階ではまだその段階だと把

握をしておるわけであります。 

 山本議員がお話しされた交付金制度について

は、国の流れも補助金から交付金という流れにな

っておりますから、市のほうもそういうことを踏

まえながらこういう問題についても今後対応でき

るだけの能力を磨いておく必要があると思ってお

ります。 

 次に、口蹄疫の関係でございますけれども、こ

のウイルス等に対する対応は家畜伝染予防法の法

律に基づいております。これにつきましては、先

ほど部長の答弁もありましたように、知事権限で

ありまして、市長、町長の権限は実質はない。い

わゆる連絡、こういうことが発生したよという連

絡があるだけの法的な体系が根本であります。し

かしながら、私どもは現実の来る前にある程度防

疫も市長の立場として、あるいはそれぞれの酪農

や畜産農家の立場としてやっていく必要があるの

で、今のような予防措置を、対応をしておるとい

うところであります。そういう段階でありまし

て、例えば今ほど言われますように、ワクチン接

種等々へに対することについては、残念ながら市

には権限もない、あるいはそれに対する例えば組

織、県で言いますと家畜保健所等々の組織形態が

残念ながら市には持っていない、専門家がいない

というところでございまして、そういうことを考

えますと、この法に基づいてこういうことについ

ては本当に必要なのなら知事のほうにも私どもが

要望活動をするかどうかにかかってくると思いま

すが、現在のところちょっと専門知識は私どもの

市には持ち合わせていないという段階でございま

して、無理な対応を言うのはちょっと無理かなと

思っております。知事部局のほうで、知事のほう

もこの辺については専門家集団を抱えております

ので、十分理解をされると思っておりますし、ま

たイギリスの例なんかを見ますと、今の日本のあ

れは家畜伝染病法という体系の中で地方の権限で

ありますが、イギリスなどは国家の危機というこ

とで、危機管理を国にやられておる法体系になっ

ておるみたいでございます。恐らく今後はその辺

のところも国の中でご検討されるのではなかろう

かなとは私は思っております。 

 以上です。 

 

○議長 １９番山本昭義君。 

 

○１９番山本昭義君 再質問をさせていただきま

す。 

 市長の今の答弁に反論するようですが、１０年

向こうにと言われました。私は１０年向こうには

惣川地区は大分集落が消滅するところがあると思

います。そんな悠長なことを言っておれるのは、

市長、本当に惣川地区の現状を知らないのではな

いかなと。 

 今言いましたよあんたは、市長は。 

  （三好市長「１０年の計画を」と呼ぶ） 

 それでは間に合わんと思います、私は。即行う

ぐらいな行動力を示してもらわんと、１０年向こ

うってはっきりできるとそれも限らんと、約束は

ないと思います。それやったら、少しでも限界集

落の消滅するところないようにする思うんじゃっ

たら、やはりもっと動くべきではないかな。これ

は惣川地区の切なる思いだと思っております。 

 それから、今の口蹄疫につきましても、いや県

がどうですよ、県の権限ですよと言われました。

ほな市長は何をするんですか、はっきり言うて地

域が困っとるときに。私はもっと行動すべきだ

と。いけなんだら知事を動かす、それぐらいな気

でやってもらいたいと思っとる。逃げてもらって

は困ると思う、はっきり言って。もう一遍お願い

します。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 まず最初の、限界集落対策の西予市

生き活き集落対策は、市単独事業で一つのほうは

やっていると、もう一つは県もご支援をいただい

ておるということでありますが、まずは地元の

方々の中でこういう検討会を今ソフト事業として

立ち上げておるわけです。その中から計画をつく

って、それを来年からどうしていくかという順序
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立てをするわけです。だから、モデル地区をまず

私どもは選定をして、モデル地区としてどういう

計画をつくれるかということを今やっておるんで

す。その計画に基づいて進めていくんです。１０

年後にやるんじゃないんです。１０年間の計画を

つくって、どれだけのメニューが必要なのかとい

うことを、まずやってみている。その中から、そ

れ以外のところについても対応力を私どもはやっ

ていきたいということでモデルを選定したんで

す。だから、逃げとるわけではありませんし、１

０年後を目指しとるわけではないということだけ

はご理解ください。 

 それから、口蹄疫の関係は先ほども言いますよ

うに、こまねいとるわけではありません。一生懸

命各農家に予防措置を県、あるいはＪＡと一緒に

今やっておるということを先ほどから申し上げま

したとおりでありまして、いわゆる私が言ったの

は、市長の権限を越えたものについては残念なが

ら今の法制度の中ではできないと、それから専門

集団が市の中にいないということの現状を言った

もんであります。だから、知事に対しては現状の

ことについて知事もこのことはおわかりになって

おるんではなかろうかなということを申し上げた

ところであります。 

 以上です。 

 

○議長 以上で一般質問を終結といたします。 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、議案第６４号「西予市

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例制定について」から議案第６８号「西

予市火災予防条例の一部を改正する条例制定につ

いて」までの５件を一括議題といたします。 

 これより本案５件に対する一括質疑を行いま

す。 

 質疑は大綱の質疑のみにお願いをいたします。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程３） 

○議長 次に、日程第３、議案第６９号「辺地に

係る公共的施設総合整備計画の変更について」を

議題といたします。 

 本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

  （日程４） 

○議長 次に、日程第４、議案第７０号「平成２

２年度西予市一般会計補正予算（第１号）」を議

題といたします。 

 本案に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ６番小野正昭君。 

 

○６番小野正昭君 それでは、４１ページ、１０

款教育費、１項教育総務費、７目賃金、臨時雇用

賃金１３２万９，０００円についてお伺いします

が、これはどういう趣旨の予算ですか、まずお伺

いをいたします。 

 

○議長 兵頭教育部長。 

 

○兵頭教育部長 今ほど質問のありました教育

費、２目の事務局費の中の７節の賃金１３２万

９，０００円の質問でございますが、これにつき

ましては学校教育課の主査が産休に８月から入る

予定でございます。それに伴う２２条臨時職員の

募集に係る賃金でございます。 

 

○議長 １８番兵頭勇君。 

 

○１８番兵頭勇君 初歩的な問題でありますが、

２点ばかりお尋ねをいたしたいと思います。 

 初めに、３５ページの目５でありますが、わん

ぱくランド管理事業の４６万円についてお尋ねを

いたします。 

 これは、野村にありますわんぱくランドの駐車

場を所有者に返還するための原状復旧にする経費

となっております。この個人に返す駐車場の分

は、いわゆる全体の何割程度になるのか、その割

合等。わんぱくランドも開園しましてかなり年数

がたちました。当時はにぎわっておったかと思い

ますが、今のところはちょうど私地元であります

のでわかるんですが、１日に一人もないような状

況のところが多いと思います。そのような状況の

中で、開園当時と現在とでは入園者がどのような

移り変わりがしておるのか、そのあたりの調査結

果をお願いをいたしたいというふうに思います。 

 さらにもう一点、３１ページですが、農業費の

中で目５の農地費１，２１０万６，０００円であ

りますが、これは耕作放棄となるおそれのある農
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地の維持保全のために必要な施設整備に関する経

費の計上のようであります。内容を見ますと、農

業用の用排水施設が４カ所、さらに区画整理が１

カ所、さらに農業用集落道の修理が２カ所となっ

ております。これは、どこの地域で地名はどこな

のか、構わなければ教えていただきたいというふ

うに思います。 

 以上です。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 第１点目のわんぱくランド

の管理事業でございます。今議員がご指摘のとお

り、今回わんぱくランドを閉園するに当たりまし

て、わんぱくランドの入り口にあります駐車場を

地元の借地でしたので、それを返還するというこ

とで復旧するということでございます。この面積

については全体の何％かということは、ちょっと

今の手元にございませんので後ほど説明させてい

ただきたいと思います。 

 それと、２点目の耕作放棄地発生防止緊急整備

事業でございますが、この事業は昨年の農地有効

利用支援整備事業というのがございました、交付

金事業で。それで、手を挙げておりました事業で

ございますが、事業仕分けによりましてその事業

がなくなりました。それによりまして、保留とな

っておりましたが、今回平成２２年度限定で愛媛

県の補助で実施することになりました。箇所につ

きましては、宇和町小原に１件排水路と石積み工

事、それから野村の岡成地区に暗渠排水、岡成上

に舗装２００メートル、それから城川成に排水路

と石積み工事、男河内に石積み工事、棟遊子に区

画整理０．４ヘクタール、あと三瓶の安土、練り

石積み排水路工事でございます。 

 以上、７件でございます。 

 

○議長 １８番兵頭勇君。 

 

○１８番兵頭勇君 関連になるわけですが、最初

に質問をしましたわんぱくランドの開園から現在

に至る入園者の状況は、今すぐとは言いませんが

後ほど教えていただきたいと思います。 

 

○議長 藤中部長。 

 

○藤中産業建設部長 後ほど提出させていただき

ます。 

 

○議長 ７番松山清君。 

 

○７番松山清君 ２点お伺いしたいんですけど

も、１点は２９ページの労働費ですが、３目の緊

急雇用創出事業費の中の観光達人育成事業という

のがありまして、県のほうから来た事業だという

ようなご説明でしたが、これをもう少し詳しくご

説明願いたいということ。 

 それと、もう一点は３５ページの７款商工費で

６目産業創出事業費のグリーン・ブルーツーリズ

ム支援事業１００万円、これは一部補助だという

ことですが、初期投資の補助だということです

が、これもどういった事業に、どういった形のこ

とをやるので、どういう意味の補助をするのかと

いうことをお伺いしたいんですけども、どっちも

観光といいますか、そういういろんなグリーンツ

ーズムみたいな、人が西予市に来るといったよう

なことに関する費用だと思うので、非常に重要と

いうか期待するわけですけども、観光に関して今

いろいろと重伝建もありますし、古代ロマンの里

構想で笠置古墳も整備されましたし、いろんな一

歩一歩前進しているんじゃないかと思うんです

が、観光に対する考え方についてもお伺いしたい

んですけども、一つ一つのものはすごくいろいろ

な、例えばかっぱ祭りだったりれんげ祭りであっ

たり、ダムまつりであったり、いろんなことをず

っとやっておられまして、それぞれ努力されてに

ぎわっているというのはわかりますが、今後西予

市がもう一歩先に出るためには物語づくりといい

ますか、そういった、どうやってもう一つ外の枠

に情報発信していくかといったようなことが重要

じゃないかと思います。一つ一つのことが単独で

あるよりも、もっと連携して、例えば笠置古墳と

何か歴史みたいなことが連携して米博のとこら辺

にそういった物語の基地ができるとか、そういっ

たことが私非常に大事じゃないかなあと。ちょう

ど昨年その重伝建が選定されてのはいい機会じゃ

ないかなと思うんですが、そういった将来に対す

る方針とか目標があれば、それもあわせてお尋ね

したいと思います。お願いします。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 
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○藤中産業建設部長 第１点目の観光達人育成事

業でございますが、この事業は求職者を短期雇用

し、雇用期間中に研修、講習を行って、観光ガイ

ド養成を行うというような事業でございます。 

 目的でございますけれども、西予市は旧５町で

合併しておりまして、地理的にも大変交通不便な

とこでございます。西予市の中で観光地といえば

今の中町あたりが一番の観光地じゃないかなと思

っておりますし、以前観光ガイドとしてそこの中

町のガイドを１名雇用した経緯もございます。が

しかし、この旧５町、宇和も含めまして５町の観

光内容につきましては、全く職員もなかなか把握

ができていない状況でございまして、最近県外、

県内、市外から来られる方がそこの場所へ行きた

いと言われてもなかなかそこへ案内することがで

きないというふうな状況も多々ございました。そ

ういう中で今回そういうガイドさんを養成して、

この西予市の観光施設を、野村であれば野村のこ

とだったらすべてわかりますよと、明浜であれば

明浜のことはすべてわかりますよという、そうい

う地域割りで研修養成をしていただきまして、そ

この中でガイドとして育っていただきたいという

ことでございます。 

 期間的には８カ月でございますので、雇用者数

は５名ですし、それをする指導者は１名で、週１

回の３６回の講習ということでございます。最終

的には観光ガイドとして一人前になるのはなかな

か難しいかなと思いますけれども、そういう中で

今の観光、西予市の観光をすべてを網羅した観光

ガイドが必要ではないかなということで、今回地

域雇用の中に取り入れさせていただきながら提案

したことでございます。最終的には、できれば観

光ボランティアの会とか、これは仮称ですけれど

も、そういう会ができて人材バンクができれば、

西予市のこれからの発展のためにも役立つのでは

ないかなと思っておるところでございます。 

 もう一点のグリーンツーリズムでございます

が、この事業は西予市の地域特性を生かしたグリ

ーンツーリズムの振興を図るということでござい

まして、新規創業計画に携わる個人の方、グルー

プの方の初期投資の一部を補助するということで

ございまして、金額的には限度額１００万円でご

ざいます。この事業につきましては、産業創出の

ほうで地域内型産業創出事業、それから農林水産

物加工品開発事業、また市産品販売促進支援事業

を実施しておりまして、住民の内発型については

これで創出を行ってきたところでありますけれど

も、今まで人的交流の促進を図るという意味での

支援はなかったものですから、その人的交流の促

進を図るグリーンツーリズム事業への支援を今回

提案させていただいたということでございます。 

 以上でよろしいでしょうか。 

 

○議長 三好市長。 

 

○三好市長 それでは、松山議員の観光に対する

考え方の面について、私の考えを言わさせていた

だきます。 

 市のほうも、今から観光と物産等を真剣に考え

ないといけないということで、商工観光課の中に

新しく職員を採用して観光物産ネットワークをつ

くっておるところでありまして、今そこに３名の

職員を採用しております。ここを起点として、新

しく体制づくりを今やっているところでございま

すが、一番のあれはイベント型の観光から脱却す

る。イベントも大事なんですけど、それは１日単

発的でありますから、それは西予市がこういうこ

とをやっておるということが非常に大事でありま

すけども、それだけでは本当の観光とは言えない

わけでありますから、そういうことの中で滞在型

の観光をどう考えていくかということをテーマに

しております。今回のそこの大きなテーマは健康

ということの中で西予市は売り出す方向をやって

いったらいいのではないかということで、今案を

つくりながらその案に基づいてできた案から進め

ていこうかなということを考えておるところでご

ざいます。 

 また、お互い同士一市だけでやっても、なかな

か来られる人の立場からといっても、それはつま

らんわけでありますから、そのネットワークをつ

くる必要があるということで、今南予の４市と高

知の西南の３市で西南サミットをやっておるとこ

ろでございますが、先般の西南サミットにおいて

は、今度は私どものほうがその担当市になりまし

たので、その段階で市だけではなしに、南予と四

国西南の町も入れて、市と町を入れて新たな何ら

かのネットワークをつくる必要が現在出たのでは

ないかなと、このようなことを検討課題にしてい

きたいなと思っておるところでございます。 

 また、高速道路の無料化については先ほどから
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も話をさせていただきましたけれども、まず南予

のスタンプラリーをやることによってより多くの

方がその期間に来ていただいて、南予のよさ、西

予市のよさをわかっていただくことによって次に

つなげると。その大きなポイント、ポイントの観

光地が割かし西予市にも多いわけでありますん

で、それをつなげるための先ほどのような物産観

光ネットワークを十分に生かしながら事業を進め

ていく、そしてその後につなげていきたいと思っ

ております。 

 以上です。 

 

○議長 ほかにありませんか。 

 １１番嶋川武文君。 

 

○１１番嶋川武文君 １４ページの電算機管理費

の関連いたしまして、質問いたしたいと思います

が、ご案内のとおり最近日経新聞等々読みます

と、クラウドコンピューティングというのが頻繁

に出てきますが、これはいわゆるＩＴ不況の２０

００年のころからアメリカで発達した技術でござ

いまして、最近日本にも上陸しております。一説

によりますと、民間企業では２割近く利用してい

るという報道もなされておりますが、ただしこれ

は分母がどの辺まで入るかちょっとわかりかねま

すので、私もちょっと疑問には思うんですが、こ

の西予市に例えますといかがでしょうか。実際今

使っているのが１つ、２つあるように聞き及んで

おりますが、具体的にわかればお知らせ願いたい

ことと、将来的にこれらの電算機関係は我々議員

も非常にわかりにくい分野でございまして、毎年

何億円というようなことを使っておりますが、こ

のクラウドコンピューティングにいたしますと、

今までですとソフトを買って、それをパソコンに

インストールしてそして使うというのを、インタ

ーネットの回線等などで読み込んで、その使用料

を使った分だけ料金を支払うという画期的な技術

でございまして、これをやれば恐らく新聞等によ

りますと５割から７割節約できると聞いておりま

す。西予市がどの辺のソフト関係の料金がかかっ

ているか、私はまだ積算しておりませんが、恐ら

く何百万円、何千万円の節約になると確信するも

のでございます。今の段階でわかっているところ

で結構でございますので、総務部長に質問いたし

たいと思います。 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

○宇都宮総務企画部長 ご質問のクラウドコンピ

ューティング、呼称については直接承知しており

ませんが、私ども市の施設で考えますとＡＳＰシ

ステムが該当するんじゃなかろうかと思います。

アプリケーションサービスプロバイダーと訳すよ

うです。ですから、ソフトを開発した事業者のサ

ーバーに市のインターネットから接続させていた

だいて、市が新たなソフトを開発しなくても有効

なサービスを供給できる。具体的に今現在市が使

用しておりますＡＳＰシステムは、事務事業評価

システムが該当いたします。年間１５２万円程度

の負担で済んでおります。これをシステム自体を

開発し、サーバーを市に置き、しかも保守管理を

すると数千万円要るだろうと、こういうとこに大

きな経費の削減効果があるということでございま

す。 

 さらに、具体的なほかのシステムの利活用状況

ですが、法令システム、判例システム、さらには

市の条例システム、市のほうで一々システム上、

ソフト上の修正はいたしておりません。事業者の

ほうにお願いして、そこで全国の判例や実例とと

もに整備されたものを使用させていただいてい

る。これも年間で使用料としては１００万円程度

で済んでおる。これを一々判例を集めてというよ

うな作業をしてますとシステム以外に人件費もか

かるということで、非常に有効な手段であろうと

いうことで利用を進めております。 

 今回の補正の要求におきましては、税務のｅＬ

ＴＡＸシステムが該当いたします。市のほうで税

務の基本ソフトをつくってということになると、

これまた小さい自治体では対応不可能でございま

す。全国的にサービスを提供できる大きなそうい

うＡＳＰ業者がおりまして、そこのシステム、サ

ーバーに連結させていただくというシステムであ

ります。今後、当然市単独でということは、小さ

なものはいいんですけど、こういう大きな事業に

ついては経費削減の意味、それから職員の人件費

の問題も含めて積極的な活用を図るべきじゃなか

ろうかと考えております。 

 答弁になりませんが、以上で説明といたしま

す。 

 

○議長 １７番酒井宇之吉君。 
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○１７番酒井宇之吉君 私、常任委員会で聞けば

いいんですけども、これはちょっと腑に落ちませ

んのでこの本会議で聞かせていただきますが、２

６ページ、下宇和診療所維持管理費６万９，００

０円、下宇和診療所っていうのは私初めて聞いた

んですけれども、ご説明願います。 

 

○議長 上甲生活福祉部長。 

 

○上甲生活福祉部長 この下宇和診療所でござい

ますが、旧町時代からこの明間に診療所がござい

ました。平成１１年に閉鎖をしたと聞いておりま

すが、今のところ維持管理ということでございま

す。今回６万９，０００円補正を上げさせていた

だいておりますけれども、これは医師住宅もござ

いまして、この医師住宅は個人の方に貸しており

ます。今回の補正の６万９，０００円の内容とい

たしましては、ＣＡＴＶの引き込み工事費、そし

て加入負担金の金額でございます。これは、市営

住宅と同じ考えで個人には貸しておりますけれど

も、そういうことで負担をしていただく分の経費

ということでございます。 

 以上です。 

 

○議長 １７番酒井宇之吉君。 

 

○１７番酒井宇之吉君 これは、保健衛生総務費

の中にもう入れるべきじゃないかと思うんです

が、これは後の検討にしておいていただきたいと

思います。 

 終わります。 

 

○議長 １１番嶋川武文君。 

 

○１１番嶋川武文君 私は、今回産業建設委員会

の所属でございますので、その他の委員会の関連

の質問を少しさせてください。 

 と申しますのは、先ほど小野議員から質問がご

ざいましたが、ＣＡＴＶの関係で私の認識不足か

もしれませんが、一般論で言えばまず三瓶以外は

整備して、次は三瓶は既に八西ＣＡＴＶに入って

いるわけですから、ある時期が来れば当然行政区

域である西予市に自然と一緒になるなと思うわけ

ですね。どうもきょうの会議の議論を聞いており

ますと、どうもクライアントといいましょうか、

個人の判断で八西にとどまるのか、あるいは西予

ケーブルにいくのか、どうも自由なような気がす

るんですが、それはそのとおりなんでしょうか、

いかがでしょうか。 

 それと、やはり今三瓶町におきましては加入率

がおよそ８０％弱と聞いておりますが、非常に高

い加入率でございまして、これを西予市がとる、

とらないで物すごく経営に大きく作用するんじゃ

ないかと推察いたしますが、恐らく三瓶が入った

分だけそのＣＡＴＶの経営の黒字化が実現できる

んじゃなかろうかと思うんでありますが、その辺

もあわせて、我々も共通の情報が欲しいわけでご

ざいますので、わかる範囲で結構ですのでお知ら

せ願いたいことと、それともし私が質問すること

が、こういうのはもし本当であれば、なぜそうな

ったのか。恐らく私の推測するのが本来の姿じゃ

ないかと思うんですが、なぜそういうふうに八西

行くのが自由、西予行くのが自由と、もしなった

としておるとすれば、その辺の経緯ももしわかれ

ばお知らせ願いたいと思います。 

 

○議長 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 ただいまの質問、直接予

算とは関係ない質問ということで理解しておるん

ですけれども、八西ケーブルですけど、今八西ケ

ーブルさんが明らかにしておりますのは、平成２

７年３月まで継続します。同軸で継続いたしま

す。したがいまして、西予ケーブルが敷設されて

も三瓶地区の市民の方は選択の余地が出てきたと

いうことでご指摘のとおりでございます。その後

の経営をどうするかという話は、その時点での加

入者等の動向を見て八西さんが判断せるんじゃな

いかと思っております。 

 もう一つ、どうしてそうなったかということが

一つあったかと思うんですが、放送法の関係で事

業者のほうが一方的に配信を打ち切ることは禁止

されておるようでございます。したがいまして、

先ほど申しました市民の方が選択をされて、八西

に加入するよという意思表示をされている方があ

る以上は撤収できないという問題があるようでご

ざいます。ということで、当面２７年度までは継

続しますよというのが八西さんの考え方というこ

とでございます。 

 以上、答弁とさせていただきます。 
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○議長 ほかにございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 暫時休憩をいたします。（休憩 午後２

時３１分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午後２時４

３分） 

  （日程５） 

○議長 次に、日程第５、議案第７１号「平成２

２年度西予市授産場特別会計補正予算（第１

号）」から議案第７９号「平成２２年度西予市病

院事業会計補正予算（第１号）」までの９件を一

括議題といたします。 

 本案９件に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １８番兵頭勇君。 

 

○１８番兵頭勇君 議案第７５号の農業集落排水

事業の件につきまして１点お尋ねをいたします。 

 下宇和農業集落排水事業の中止に伴う減額であ

りますが、中止となっておりますが、いかなる理

由で中止になったのか、さらに中止となりますと

今後各家庭から出る生活雑排水の処理対策はどの

ようにされる考えであるのか、お聞かせ願いたい

と思います。 

 以上です。 

 

○議長 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 兵頭議員の下宇和農業集落

排水事業についてのご質問でございますが、下宇

和農業集落排水事業は平成２２年度から実施する

予定にしておりました。がしかし、この下宇和地

区は３地区あるわけですけども、稲生地区は公共

下水道で実施するということで当初から決まって

おりましたが、あとの皆田地区、下川地区が農業

集落排水事業の対象地区となっております。今

回、下川地区のほうが農業集落排水事業から撤退

するということがございまして、残る農業集落排

水事業は皆田地区のみということになりました。 

 今後の整備の方法でございますけれども、下川

地区につきましては合併浄化槽で整備をしたいと

いうような意向でございまして、残りの皆田地区

につきましてはどのような対応をしたらいいかと

いうことで検討もされました中で、できれば公共

下水道に入りたいというような皆田からの申し出

がありまして、下宇和地区の農業集落排水事業は

中止ということになりました。そういう経過でご

ざいます。 

 

○議長 ２０番梅川光俊君。 

 

○２０番梅川光俊君 議案第７７号の平成２２年

度西予市簡易水道事業会計補正予算ですけども、

これの関連に対して一つだけ、本当に単純な問題

ですけども、質問させていただきたいと思いま

す。 

 この各地域にある数がいっぱいありますけど

も、古いのも新しいのもありますけれども、この

施設の資産、施設の帰属する部分っていうのはど

こになるのかなということをお聞きしたいなと思

っております。 

 

○議長 九鬼公営企業部長。 

 

○九鬼公営企業部長 基本的には市の資産だとい

うふうに考えております。 

 以上であります。 

 

○議長 ２０番梅川光俊君。 

 

○２０番梅川光俊君 この予算の中に載っており

ませんのですけども、申しわけございませんが、

本当に地元の運営をする組合と、その資産として

の持っている部分とが説明をきちっとしていただ

かないと、なかなかそこでぎくしゃくしているみ

たいですので、ひとつよろしくお願いします。答

弁は要りません、どうぞ。 

 

○議長 ほかにありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 ただいま議題となっております議案１６件につ

きましては、お手元に配付いたしております各常

任委員会、特別委員会付託表のとおり、各常任委

員会、特別委員会に付託をいたします。 

  （日程６） 

○議長 次に、日程第６、陳情第５号「俵津診療

所存続について」から陳情第１５号「「高齢者へ

の肺炎球菌ワクチン接種の公費負担金を求める意

見書採択」に関する陳情書」についての１１件を
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一括議題といたします。 

 この陳情については、お手元に配付いたしてお

ります陳情文書表のとおり、各常任委員会に付託

をいたします。 

 各常任委員会及び特別委員会においては、各議

案並びに陳情について十分に審査を行い、最終日

の本会議において、委員会審査の経過と結果につ

いて各常任委員長及び特別委員長の報告を求める

ことといたします。 

 以上をもって本日の日程は全部終了いたしまし

た。 

 ６月２９日は午後２時から会議を開きます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

  散会 午後２時４９分 
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            の新料金制度の見直し 

            を求める意見書（案） 

            の提出について 

   意見書案第１３号 持続可能な森林経営の 

            推進を求める意見書 

            （案）の提出について 

   意見書案第１４号 公立高等学校授業料不 

            徴収交付金算定方法等 

            に係る制度見直しを求 

            める意見書（案）の提 

            出について 

   意見書案第１５号 口蹄疫の予防対策強化 

            を求める意見書（案） 

            の提出について 

   意見書案第１６号 ばらまき政策を排し、 

            財政の健全化を求める 

            意見書（案）の提出に 

            ついて 

   各常任委員会における閉会中の継続審査に 

   ついて 

   議員派遣の件について 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日の会議に付した事件 

  

１ 陳情第   ３号 永住外国人への地方参 

            政権付与に反対する意 

            見書の提出を求める陳 

            情について 

   陳情第   ４号 夫婦別姓制度の拙速な 

            導入に反対する意見書 

            の提出を求める陳情に 

            ついて 

 ２ 議案第  ６４号 西予市職員の勤務時 

            間、休暇等に関する条 

            例の一部を改正する条 

            例制定について 

   議案第  ６５号 西予市職員の育児休業 

            等に関する条例の一部 

            を改正する条例制定に 

            ついて 

   議案第  ６６号 西予市職員団体のため 

            の職員の行為の制限の 

            特例に関する条例の一 

            部を改正する条例制定 

            について 

   議案第  ６７号 西予市立学校施設の開 

            放に関する条例の一部 

            を改正する条例制定に 

            ついて 

   議案第  ６８号 西予市火災予防条例の 

            一部を改正する条例制 

            定について 

   議案第  ６９号 辺地に係る公共的施設 

            総合整備計画の変更に 

            ついて 

   議案第  ７０号 平成２２年度西予市一 

            般会計補正予算（第１ 

            号） 

   議案第  ７１号 平成２２年度西予市授 

            産場特別会計補正予算 

            （第１号） 

   議案第  ７２号 平成２２年度西予市国 

            民健康保険特別会計補 

            正予算（第１号） 

   議案第  ７３号 平成２２年度西予市後 

            期高齢者医療特別会計 

            補正予算（第１号） 
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   議案第  ７４号 平成２２年度西予市介 

            護保険特別会計補正予 

            算（第１号） 

   議案第  ７５号 平成２２年度西予市農 

            業集落排水事業特別会 

            計補正予算（第１号） 

   議案第  ７６号 平成２２年度西予市公 

            共下水道事業特別会計 

            補正予算（第１号） 

   議案第  ７７号 平成２２年度西予市簡 

            易水道事業特別会計補 

            正予算（第１号） 

   議案第  ７８号 平成２２年度西予市上 

            水道事業会計補正予算 

            （第１号） 

   議案第  ７９号 平成２２年度西予市病 

            院事業会計補正予算 

            （第１号） 

   陳情第   ５号 俵津診療所存続につい 

            て 

   陳情第   ６号 永住外国人への地方参 

            政権付与の法制化に反 

            対する意見書の提出に 

            関する陳情書 

   陳情第   ７号 選択的夫婦別姓制度の 

            法制化に反対する意見 

            書の提出に関する陳情 

            書 

   陳情第   ８号 人権侵害救済法の成立 

            に反対する意見書の提 

            出に関する陳情書 

   陳情第   ９号 子ども手当の廃止を求 

            める意見書の提出に関 

            する陳情書 

   陳情第  １０号 乳幼児の細菌性髄膜炎 

            に対するヒブワクチン 

            及び肺炎球菌ワクチン 

            への公的助成、定期接 

            種化を求める陳情書 

   陳情第  １１号 「乳幼児の細菌性髄膜 

            炎に対するヒブワクチ 

            ン及び肺炎球菌ワクチ 

            ンへの公的助成、定期 

            接種化を求める意見書 

            採択」に関する陳情書 

   陳情第  １２号 子宮頸がんワクチンの 

            公的助成を求める陳情 

            書 

   陳情第  １３号 「子宮頸がんワクチン 

            の公的助成を求める意 

            見書採択」に関する陳 

            情書 

   陳情第  １４号 高齢者への肺炎球菌ワ 

            クチン接種の公費負担 

            金を求める陳情書 

   陳情第  １５号 「高齢者への肺炎球菌 

            ワクチン接種の公費負 

            担金を求める意見書採 

            択」に関する陳情書 

追加 議案第  ８０号 業務用端末機器及び申 

            告用プリンタ等の取得 

            について 

   議案第  ８１号 西予市情報基盤整備事 

            業光伝送路施設整備工 

            事（第１２工区）請負 

            契約について 

   議案第  ８２号 西予市情報基盤整備事 

            業光伝送路施設整備工 

            事（第１３工区）請負 

            契約について 

   意見書案第 ２号 永住外国人への地方参 

            政権付与に反対する意 

            見書（案）の提出につ 

            いて 

   意見書案第 ３号 夫婦別姓制度の拙速な 

            導入に反対する意見書 

            （案）の提出について 

   意見書案第 ４号 永住外国人への地方参 

            政権付与の法制化に反 

            対する意見書（案）の 

            提出について 

   意見書案第 ５号 選択的夫婦別姓制度の 

            法制化に反対する意見 

            書（案）の提出につい 

            て 

   意見書案第１１号 永住外国人への地方参 

            政権付与に反対する意 

            見書（案）の提出につ 

            いて 
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意見書案第１２号 本州四国連絡高速道路 

            の新料金制度の見直し 

            を求める意見書（案） 

            の提出について 

   意見書案第１３号 持続可能な森林経営の 

            推進を求める意見書 

            （案）の提出について 

   意見書案第１４号 公立高等学校授業料不 

            徴収交付金算定方法等 

            に係る制度見直しを求 

            める意見書（案）の提 

            出について 

   意見書案第１５号 口蹄疫の予防対策強化 

            を求める意見書（案） 

            の提出について 

   意見書案第１６号 ばらまき政策を排し、 

            財政の健全化を求める 

            意見書（案）の提出に 

            ついて 

   各常任委員会における閉会中の継続審査に 

   ついて 

   議員派遣の件について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  開議 午後２時００分 

 

○議長 ただいまの出席議員は２４名でありま

す。これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付しておるとお

りであります。 

 藤中産業建設部長。 

 

○藤中産業建設部長 兵頭勇議員からご質問のあ

りました野村わんぱくランドについてお答えをい

たします。 

 まず初めに、借地状況でありますが、施設の入

り口に当たる部分に駐車場用地として民有地を借

り上げております。平成６年４月に契約を締結

し、現在に至っております。借地面積は、土地台

帳４，０２１平方メートルのうち、駐車場として

利用できる１，７１８平米を借地しており、約４

３％に相当いたします。ちなみに、野村わんぱく

ランド全体の面積は３．２ヘクタールで、駐車場

の占める割合は約５％であります。 

 次に、施設の利用状況についてでありますが、

平成４年７月にオープンし、その年の７月から１

２月までの入園者数が２万５０３人、翌平成５年

度は年間２万１，６２５人、平成６年度は１万

６，２５２人となり、その後減少が続き、平成１

９年度は４，５３９人、平成２０年度は３，８６

６人と、当初の約２割弱の利用状況となっており

ます。平成２１年４月、５月の入園者数は７９５

人でありましたが、施設点検の折、危険箇所が確

認されましたので、以後休園とさせていただいて

おりました。 

 以上、答弁といたします。 

  （日程１） 

 

○議長 日程第１、陳情第３号「永住外国人への

地方参政権付与に反対する意見書の提出を求める

陳情について」と陳情第４号「夫婦別姓制度の拙

速な導入に反対する意見書の提出を求める陳情に

ついて」の２件を議題といたします。 

 菊地総務常任委員長の報告を求めます。 

 

○菊地ミスギ総務常任委員長 それでは、総務常

任委員会のご報告を申し上げます。 

 当委員会は、去る３月１７日に３月定例会にお

いて、より慎重審査が必要とのことで継続審査と



－66－ 

なっておりました２件の陳情について審査を行い

ました。 

 陳情第３号「永住外国人への地方参政権付与に

反対する意見書の提出を求める陳情について」

は、日本国民ではない永住外国人に対し、地方公

共団体の議会の議員及び長の選挙権を付与するこ

とは、憲法上問題があると判断し採択といたしま

した。 

 また、陳情第４号「夫婦別姓制度の拙速な導入

に反対する意見書の提出を求める陳情について」

は、家族のきずなの重要性や家庭の教育力回復が

叫ばれる今日、社会の基盤となる家族のきずなを

強化する施策が求められているが、夫婦別姓の導

入はこれに逆行するものであり、民法改正の必然

性は乏しいとのことから採択といたしました。 

 以上で審査報告を終わります。よろしくご審議

の上、適切なご決定を賜りますようお願い申し上

げます。 

 平成２２年６月２９日、総務常任委員会委員長

菊地ミスギ。 

 

○議長 以上で委員長の報告は終わりました。 

 これより委員長報告に対する質疑を行います。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 陳情第３号について討論の通告がありますの

で、順次発言を許可します。 

 まず、原案に反対者の発言を許可します。 

 ２番二宮一朗君。 

 

○２番二宮一朗君 陳情第３号「永住外国人への

地方参政権付与に反対する意見書の提出を求める

陳情」の委員会採決の採択に反対をする立場から

討論をいたします。 

 急激に進む少子・高齢化の中で人口減の社会を

迎えた日本、グローバリズムの荒波の中で資源を

持たない国日本が、持続的に平和と繁栄を維持し

世界に貢献していくには、内向きなナショナリズ

ムに陥った考えでは、もはや世界に理解をされる

ことはできません。 

 これからの日本は、憲法の理念に基づく人権、

地方分権、多文化共生の人道大国の道を歩む以外

にその活路がないことを、まず申し上げます。 

 そして、我が国には多くの外国人が居住し、日

本人とともに社会生活を営み、とりわけ大韓民国

国民など、朝鮮半島由来の外国人が我が国の永住

権や特別永住権を取得して多数居住をされてお

り、その総数は２００８年度で５８万９，０００

人に上り、在日外国人総数の２６．６％を占めて

おります。 

 これらの人のうち、２００６年では、７５歳以

上と推定される１世は全体の６．１％、３万７，

０５２人、２世から４世までが９１．６％、４歳

以下の５世が２．３％、１万３，９３４人永住を

されております。この２世以下の永住者は、日本

で生まれ、育ち、学び、結婚をして子をもうけ、

事業を起こし、そしてこの国に骨を埋めていこう

としている人たちであり、生活実態は日本人と全

く変わりありません。 

 しかし、１９８０年以前は、国民健康保険や国

民年金にも加入できませんでしたが、１９７９年

国際人権規約、１９８２年に国連難民条約に日本

が加盟したことをきっかけに、永住外国人の権利

は少しずつ拡大をされてきた経緯があります。 

 一方、世界の趨勢では、世界の約４０カ国が何

らかの形で外国人に参政権を付与しております。

アメリカは、国籍取得について生地主義で重国籍

について認められているため、別に帰化をしなく

ても参政権は認められています。ＯＥＣＤに加盟

している３０カ国のうち、外国人参政権も重国籍

も全く認めていないのは日本だけであります。し

かし、残念ながら、まだまだ国内の言論には、参

政権が欲しければ帰化すればよいとの主張もあり

ます。国籍選択の機会も与えず、一方的に外国人

にしておいて、今度は帰化すればいいというの

は、歴史的な認識を欠いた意見としか言えませ

ん。 

 私たち公明党は、このような現実を踏まえ、他

文化共生社会を推進する上で、永住外国人地方参

政権法案を１９９８年に初提出して以来、５度に

わたって国会に提案をしてまいりました。 

 その内容は、第１に外国人の本国が同様の権利

を与えていることを条件とする、いわゆる相互主

義を採用することとしております。 

 第２に、申請主義を採用し、有権者として日本

の地域社会で一定の役割を果たしていく意思のあ

る永住外国人に限り付与することとしておりま

す。 

 第３に、選挙権を要件とする各種資格、すなわ

ち人権擁護委員や民生委員などへの就任資格や条
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例の制定、改廃、地方議会の解散及び議員、長の

解職を求める直接請求権は、いずれもこれを付与

しないこととしております。 

 国籍を一つのアイデンティティーとして大切に

守り抜こうとしている外国人が、生活基盤を置く

町で日本人と同様に住民の義務を果たし、地域の

共同体に参加しようとするならば、住民としての

権利は保障されて当然ではないでしょうか。 

 今陳情においては、外国人への地方参政権付与

は明確な憲法違反と断じております。その根拠と

して、平成７年２月２８日の最高裁判所の、住民

とは地方公共団体の区域内に住所を有する日本国

民を意味するものと解するのが相当であるとの判

例を引用しています。 

 ここで言う日本国民とは、憲法の下位の国籍法

で規定された日本国籍保有者であります。しかし

ながら、一方で、民主主義社会における地方自治

の重要性をかんがみ、住民の日常生活に密接な関

連を有する公共的事務は、その地方の住民の意思

に基づき、その区域の地方公共団体が処理すると

いう政治形態を、憲法上の制度として保障しよう

とする趣旨に出たものと解されるから、我が国に

在留する外国人のうちでも、永住者等であって、

その居住する区域の地方公共団体と特段に緊密な

関係を持つに至ったと認められる者について、そ

の意思を日常生活に密接な関連を有する地方公共

団体の公共的事務の処理に反映させるべく、法律

をもって地方公共団体の長、その議会の議員等に

対する選挙権を付与する措置を講ずることは、憲

法上禁止されているものではないと解するのが相

当であると述べています。 

 つまり、この判例では、憲法は外国人への参政

権の付与を要請していないことを明らかにすると

ともに、禁止していないことを明言しておりま

す。結果として、憲法はこの問題について判断を

立法府にゆだねており、外国人の選挙権は立法府

による選挙法によって改正が可能であることを指

摘しております。 

 そもそも日本国憲法における国民という言葉

は、英文においてピープルであり、日本国籍保有

者という限定された規定でないのは明白でありま

す。憲法１１条には、国民はすべての基本的人権

の享有を妨げられない。同１４条には、すべての

国民は法のもとに平等であって、人権、身上、性

別、社会的身分または門地により、政治的、経済

的または社会的関係において差別されないと書か

れており、基本的人権の保障は日本国籍保有者だ

けのものではない普遍的な権利であると規定をし

ております。 

 よって、永住外国人への地方参政権付与の法制

化を憲法違反と断じることは到底できないと考え

ております。 

 以上の理由により、私は国会において、永住外

国人への地方参政権付与の法制化について真摯に

議論をしていただきたいと念願をするものであり

ます。 

 また、この法律の制定は憲法違反と一方的に断

じているこの陳情は、委員会採決の採択に反対を

するものであります。議員各位のご賛同をお願い

を申し上げて、私の反対討論とさせていただきま

す。大変にありがとうございました。 

 

○議長 次に、原案に賛成者の発言を許可しま

す。 

 ５番井上勲君。 

 

○５番井上勲君 「永住外国人への地方参政権付

与に反対する意見書提出について」賛成の立場で

討論に参加いたします。 

 サッカーワールドカップが南アフリカで開催さ

れています。当然時差があって、試合によっては

朝方の放送になることもあります。それでも、多

くのサッカーファンは、あるいはサッカーファン

でなくても、眠い目をこすりながらテレビにかじ

りついて熱心に応援しています。なぜこれだけ熱

中できるのでしょうか。本田、長友、松井などの

選手がすばらしいということもあるでしょう。し

かし、ワールドカップの真の魅力とは、この試合

が国家の威信と名誉をかけた国と国との戦いのゲ

ームであることに世界じゅうが熱中するのではな

いでしょうか。見ている私たちに、改めて国家と

は何かを問われているような気がいたします。 

 さて、永住外国人に地方参政権を与えることが

日本にとって果たしていいことなのか、あるいは

悪いことなのか、判断することは政治にかかわる

者として避けて通ることはできません。当然法律

を軸に議論すべきであることはわかっています。

ここはあえて判断を恐れずに言わせていただける

とすれば、日本のことは日本人が決めればいい、

その一言に尽きるのではないでしょうか。 
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 日本がすばらしく思え、日本に永住していただ

くことは大いに歓迎すべきことであります。そし

て、嫌になれば帰る国があるわけです。しかし、

私たちは帰る国は日本国しかありません。国際的

に肥大化した頭で考えるのではなく、この国に生

まれ育った心と肌で感じる政治が必要であると

常々思っています。多少長く日本に住んでいるか

らといって、外国人に任すというのはいかがなも

のでしょうか。 

 私は、さきに述べたように、たとえ地方政治で

あれ、日本の政治は日本人の手によって行うべき

であり、外国人がこれに参加をして意思決定を行

うということは賛成できません。よって、原案に

賛成をいたします。 

 以上、討論とさせていただきます。 

 

○議長 以上で討論を終結といたします。 

 これより採決を行います。 

 お諮りをいたします。 

 陳情第３号は委員長報告のとおり決定すること

に賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立多数であります。よって、陳情第３号は委

員長報告のとおり採択とすることに決定いたしま

した。 

 次に、陳情第４号は委員長報告のとおり決定す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、陳情第４号は委

員長報告のとおり採択とすることに決定いたしま

した。 

  （日程２） 

○議長 次に、日程第２、議案第６４号「西予市

職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改

正する条例制定について」から議案第７９号「平

成２２年度西予市病院事業会計補正予算（第１

号）」までの１６件と陳情１１件の２７件を一括

議題といたします。 

 委員会における審査の経過と結果について各常

任委員長の報告を求めます。 

 まず、菊地総務常任委員長の報告を求めます。 

 

 

○菊地ミスギ総務常任委員長 総務常任委員会の

審査結果を報告いたします。 

 総務常任委員会では、６月２１日、本会議にお

いて当常任委員会に付託されました議案７件、陳

情２件について、担当部課長の出席を得て委員会

を開催し、慎重に審査を行いました。 

 議案審査の結果は、いずれも原案のとおり可決

いたしました。 

 陳情２件につきましては採決といたしました。 

 審査の過程において、質疑のありました事項に

ついて概要を報告いたします。 

 西予市職員の育児休業等に関する条例の一部改

正において、夫婦が市の職員の場合、２人とも育

児休暇がとれるのかの質疑に対し、地方公務員の

育児休業に関する法律では取得可能ですが、市職

員は遠慮する者が多いのではないかという答弁で

した。 

 議案審査、一般会計補正予算（第１号）のう

ち、公益保護相談員の活動状況についての質疑に

対し、行政に対する不当及び過度な要求事案の対

応をしていただいているが、職務に余裕のある場

合には一般庶務の応援もしていただいているとの

答弁でした。 

 次に、ｅＬＴＡＸの運用についての質疑に対し

て、国税庁の所得税確定申告データを地方税電子

化協議会の地方税ポータルを経由して電子データ

で受け取り、その情報を基に課税業務を行うもの

であり、これによりデータ入力業務の効率化が図

れるとの答弁でした。 

 以上、議案７件、陳情２件の審査についてのご

報告といたします。 

 続きまして、６月２２日、所管事務調査を行い

ました。 

 平成２０年度交付金事業で新設されました野村

分団第４部詰所、平成２１年度交付金事業で新設

されました城川町魚成分団第１部詰所と城川町魚

成分団第６部詰所の現地を視察いたしました。 

 次に、城川総合支所に平成２１年度完成したＣ

ＡＴＶサブセンターと西予ＣＡＴＶ株式会社を視

察研修いたしました。 

 学校関係は、野村町中筋小学校で電子黒板によ

る授業を参観いたしました。 

 また、野村中学校では、グラウンドの芝生を今

後の維持管理という課題にどのように対処するの

かを含め、青芝化について研修いたしました。 
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 以上で所管事務調査報告といたします。 

 平成２２年６月２９日、総務常任委員会委員長

菊地ミスギ。 

 

○議長 次に、藤井厚生常任委員長の報告を求め

ます。 

 １４番藤井君。 

 

○藤井朝廣厚生常任委員長 厚生常任委員会審査

報告書。 

 厚生常任委員会の審査結果の報告を申し上げま

す。 

 当委員会に審査付託されました議案８件、陳情

９件について６月２１日に審査を行いました。 

 審査の結果は、お手元に配付の委員会審査報告

書のとおりで、陳情第５号「俵津診療所存続につ

いて」は平成２２年３月５日に西予市診療所（明

浜地域）検討委員会の答申が提出され、答申内容

に明浜地域住民に対し、明浜地域診療所の原状と

西予市診療所の状況について説明する機会を設け

ると明記されておりますが、現段階ではその機会

が設けられておらず、今後地域住民への説明会等

を踏まえた上で審議していく必要があるので、継

続審査と決定をいたしました。 

 陳情第８号「人権侵害救済法の成立に反対する

意見書の提出に関する陳情書」、陳情第９号「子

ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する陳

情書」、陳情第１０号「乳幼児の細菌性髄膜炎に

対するヒブワクチン及び肺炎球菌ワクチンへの公

的助成、定期接種化を求める陳情書」、陳情第１

１号「「乳幼児の細菌性髄膜炎に対するヒブワク

チン及び肺炎球菌ワクチンへの公的助成、定期接

種化を求める意見書採択」に関する陳情書」、陳

情第１２号「子宮頸がんワクチンの公的助成を求

める陳情書」、陳情第１３号「「子宮頸がんワク

チンの公的助成を求める意見書採択」に関する陳

情書」、陳情第１４号「高齢者への肺炎球菌ワク

チン接種の公費負担金を求める陳情書」、陳情第

１５号「「高齢者への肺炎球菌ワクチン接種の公

費負担金を求める意見書採択」に関する陳情書」

の８件につきましては、いずれも全会一致で不採

択といたしました。また、議案８件は原案のとお

り全会一致で可決決定といたしました。 

 議案は、おおむね４月の人事異動による人件費

の増減による補正が主でありましたが、審査過程

において委員より出された主な質疑内容、特徴的

な意見についてその概要を抜粋して報告を申し上

げます。 

 初めに、議案第７０号「平成２２年度西予市一

般会計補正予算（第１号）」について、惣川高齢

者生活福祉センターのキューピクルが取りかえと

なっていますが、キューピクルの耐用年数はどの

くらいなのかという質疑があり、耐用年数は１０

年から１５年で、交換時期は業務を受託している

民間会社の点検報告によるとの答弁に対して、市

内の各施設の条件にもよるが、耐用年数や機器の

状況を調査研究して交換等を行い、経費削減に努

めるよう意見がありました。 

 また、西予市の生活保護世帯数の動向について

の質疑に対しては、現在世帯数２５６世帯、支給

総額約４億７，０００万円強で、ことし４月、５

月の２カ月間で１１件の申請があり、相談数も増

加傾向にあることから、現在の経済状況が影響し

ているとの報告がありました。 

 また、保育園民営化の答申後の進捗状況につい

ての質疑があり、職員に関してはここ数年新規採

用しておらず、今後は民営化の基本方針を児童福

祉施設民営化検討委員会で協議するとの答弁であ

りました。 

 次に、議案第７４号「平成２２年度西予市介護

保険特別会計補正予算（第１号）」については、

介護給付費準備基金の現況と今後についての質疑

があり、平成２２年４月１日現在の残高では２億

２，５００万円となっており、この基金が減少し

ていけば介護保険料の増額もやむを得ないとの答

弁でありました。 

 また、介護保険関係の西予市の今後のシミュレ

ーションはどこまでできているのかという質疑が

あり、現在は第４期、平成２１年から２３年の計

画に沿って行っており、今後は第５期、平成２４

年から２６年の計画を２３年度に介護保険事業計

画策定委員会を設置し、検討していくとの答弁で

ありました。 

 次に、議案第７７号「平成２２年度西予市簡易

水道事業特別会計補正予算（第１号）」につい

て、簡易水道を実際に管理している各水道組合と

西予市とで統一見解が持てているのかという質疑

があり、地元水道組合が実施する事業及び修繕等

の補助率については周知しておるが、今後簡易水

道事業が地域の実情に応じ維持できるよう、関係
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水道組合との連携をこれまで以上に密にしていき

たいとの答弁でありました。 

 また、６月２２、２３日に、市内の所管事務調

査を行いました。その中で、宇和・野村両病院で

意見交換会を行い、医師不足が恒常化しており、

激務に耐えられず精神的、肉体的に限界が来てい

るという報告でありました。 

 そこで、新病院には、症例数の増加、機器の充

実、各研修病院の指定等、働く環境の整備をして

魅力ある病院づくりを行い、医師確保しなけれ

ば、今後の地域医療が崩壊しかねないとの意見が

ありました。この医師不足に関しては、委員も再

確認し、今後個人的な面も含めて地方から声を上

げて、医師不足に少しでも歯どめがかかるよう、

委員会、議会、そして西予市全体で取り組んでい

かなければならないと痛切に感じました。 

 また、全国的な看護師不足の波は西予市にも及

んでおり、２３年度の新規採用の看護師の年齢を

４０歳まで引き上げて対応する予定ですが、医師

同様非常に厳しい状況下にあるとの説明がありま

した。 

 以上、厚生常任委員会の報告とさせていただき

ます。 

 平成２２年６月２９日、厚生常任委員長藤井朝

廣。 

 

○議長 次に、産業建設常任委員長の報告を求め

ます。 

 ３番兵頭君。 

 

○兵頭学産業建設常任委員長 産業建設常任委員

会の審査結果を報告申し上げます。 

 去る６月１８日の本会議において当常任委員会

に付託されました議案３件に対し、６月２１日に

委員会審査を行いました。 

 審査結果は、お手元に配付の委員会審査報告書

のとおりであり、全議案を原案のとおり全会一致

で可決決定いたしました。 

 議案は、おおむね人事異動による人件費の増減

による補正が主なものでありましたが、議案審査

の過程において委員より特に質疑のありました事

項の概要をご報告申し上げます。 

 初めに、議案第７０号「平成２２年度西予市一

般会計補正予算（第１号）」建設課所管につい

て、国からの補助事業のうち、事務費が補助対象

外になっているが、これからの見通しと補助率に

ついてはとの質問があり、平成２２年度以降は対

象外になり、一般財源で対応することになる。補

助率は国費５０％、県単が１６．７％となってい

るが、事業費の額及び事業の種類によって変わる

との答弁がありました。 

 次に、開明学校裏のがけ崩れ防災対策事業は、

急傾斜地区の指定外ではないのかとの質問に、急

傾斜地には入ってはいないので補助の対象にはな

らないが、勾配が３５度あり、地元負担３割の市

単独事業で行いたいとの答弁がありました。 

 次に、耕作放棄地の面積を把握しているのかと

の質問に、草刈り機等で復元できるのが１０３ヘ

クタール、重機等が必要なのが１４．８ヘクター

ルで、森林になっている面積は完全に把握できて

いないが、今後、農業委員会で農地利用状況調査

を行う予定で、これにより正確な数値が出るとの

答弁がありました。 

 次に、観光達人育成事業１，２９７万１，００

０円について、ハローワークで５人採用し観光ガ

イドを育成するとあるが、その研修期間と内容に

ついて説明を求めたところ、８月から来年３月ま

での８カ月間、市内の観光関連施設で働きなが

ら、週１回、講師を招いての講習を３６回行い、

観光ガイドリーダーとして働いてもらうとの答弁

があり、これを受け委員から、採用に当たって

は、はっきりと目的を持った人を、また研修終了

後は地域のリーダーとなる人が必要との意見があ

り、そのような人材を慎重に人選し、一過性に終

わらないようにしたいとの答弁がありました。 

 次に、わんぱくランド管理事業４６万円の説明

を求めたところ、現在わんぱくランドは危険な箇

所があり、利用を休止しているが、近くの民有地

を駐車場として借地していたため、これを解約

し、原状復帰するための予算で、今後、費用対効

果も勘案し、本年度中に結論を出したいとの答弁

がありました。 

 次に、グリーン・ブルーツーリズム支援事業補

助金１００万円の説明を求めたところ、西予市の

豊富な資源を利用した農業、漁業を体験しながら

民泊し、人的交流の促進を図る内発型の補助であ

り、初期投資の２分の１かつ１００万円を限度と

する補助事業との答弁がありました。 

 次に、議案第７５号「平成２２年度西予市農業

集落排水事業特別会計補正予算（第１号）」につ
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いて、下宇和地区農業集落排水事業が中止になっ

た理由と今後の対応の説明を求めたところ、宇和

町時代の下水道構想に基づき計画を進めており、

明間地区の事業開始と同時に下宇和地区も協議に

入り、稲生地区は公共下水道整備区域に入ってい

るため、皆田地区と下川地区を一つとして農業集

落排水事業を計画したが、協議の中で下川地区に

は小型合併浄化槽の普及が進んでいることから、

下川地区は農業集落排水事業への参入を中止する

と決定された。そのため、階田地区単独での処理

場建設では多額の建設費がかかることから、公共

下水道に接続変更する申し込みがあり、時期的な

検討をした結果、平成２９年ごろに着工できる見

通しを地元に説明し、了解をいただいたとの答弁

がありました。 

 次に、城川総合支所の所管事務調査について、

その主な内容についてご報告いたします。 

 城川町田穂地区では、田んぼのあぜの草刈り省

力のためにセンチピートの苗を吹きつけて、年間

７回程度の草刈りが２回から３回で済み、大変助

かっていると地元の方の説明があり、農業従事者

の高齢化を考えると、この苗をもっと活用できな

いのかとの意見があり、今後の研究の必要がある

と思いました。 

 次に、バイオマスタウン構想による木質ペレッ

ト工場予定地として決定したエフシーが木工品を

製造していた工場を視察しました。現在の敷地で

は、木質ペレットの材料になる間伐材や除伐材、

製材から出る端材のストックスペースが狭く、敷

地の造成を計画し、不要になる製材機や建設機械

は競売にかける予定との説明があり、工場完成後

は安定供給と農業用ペレット暖房器具や家庭用ペ

レットストーブの需要の拡大のための補助も検討

することが必要との意見がありました。 

 以上、審査報告とさせていただきます。 

 平成２２年６月２９日、産業建設常任委員会委

員長兵頭学。 

 

○議長 次に、西予市宇和病院問題等特別委員会

酒井委員長の報告を求めます。 

 １７番酒井君。 

 

○酒井宇之吉西予市宇和病院問題等特別委員長 

西予市宇和病院問題等特別委員会審査報告をいた

します。 

 去る６月１７日の本会議において当委員会に付

託されました議案第７９号「平成２２年度西予市

病院事業会計補正予算」のうち、新市立病院建設

地検討委員会関係ほかについて委員会審査を行い

ました。 

 審査結果は、議案を原案のとおり全会一致で可

決決定いたしました。 

 以上、審査報告とさせていただきます。 

 平成２２年６月２９日、西予市宇和病院問題等

特別委員会委員長酒井宇之吉。 

 以上でございます。 

 

○議長 次に、西予市し尿処理場問題等特別委員

会兵頭委員長の報告を求めます。 

 １８番兵頭君。 

 

○兵頭勇西予市し尿処理場問題等特別委員長 西

予市し尿処理場問題等特別委員会の審査結果を報

告いたします。 

 当特別委員会では、去る６月１８日、平成２２

年度西予市一般会計補正予算、４款３目し尿処理

費のうち、汚泥再生処理施設整備事業について審

査を行いました。 

 今回の補正額５３万６，０００円については、

所管課に提案理由の説明を求めたところ、その内

容は当特別委員会が今年１月に視察研修を行った

福岡県大木町おおき循環センターより液肥を譲り

受け、宇和町岩城駅付近の水田２０アール余りを

借り受け実証試験を行うための必要経費との説明

がありました。 

 審査結果は、議案を原案のとおり全会一致で可

決決定いたしました。 

 以上、審査報告といたします。 

 平成２２年６月２９日、西予市し尿処理場問題

等特別委員会委員長兵頭勇。 

 

○議長 以上で各委員長の報告は終わりました。 

 これより各委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 質疑を終結といたします。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより採決を行います。 

 まず、議案第６４号「西予市職員の勤務時間、
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休暇等に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついて」から議案第６８号「西予市火災予防条例

の一部を改正する条例制定について」までの５件

を採決いたします。 

 お諮りをいたします。 

 議案第６４号から議案第６８号までの５件は委

員長報告のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

６４号から議案第６８号までの５件は原案のとお

り決定をいたしました。 

 次に、議案第６９号「辺地に係る公共的施設総

合整備計画の変更について」を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第６９号は委員長報告のとおり決定するこ

とにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議案第

６９号は原案のとおり決定をいたしました。 

 次に、議案第７０号「平成２２年度西予市一般

会計補正予算（第１号）」を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第７０号は委員長報告のとおり決定するこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第７０号は

原案のとおり決定をいたしました。 

 次に、議案第７１号「平成２２年度西予市授産

場特別会計補正予算（第１号）」から議案第７９

号「平成２２年度西予市病院事業会計補正予算

（第１号）」までの９件を一括採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第７１号から議案第７９号までの９件は委

員長報告のとおり決定することに賛成の議員の起

立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第７１号か

ら議案第７９号までの９件は原案のとおり決定を

いたしました。 

 次に、陳情第５号「俵津診療所存続について」

から陳情第１５号「「高齢者への肺炎球菌ワクチ

ン接種の公費負担金を求める意見書採択」に関す

る陳情書」についてまでの１１件を採決いたしま

す。 

 まず、陳情第５号「俵津診療所存続について」

は委員長報告のとおり継続審査とすることに賛成

の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、陳情第５号は委

員長報告のとおり継続審査とすることに決定いた

しました。 

 次に、陳情第６号「永住外国人への地方参政権

付与の法制化に反対する意見書の提出に関する陳

情書」及び陳情第７号「選択的夫婦別姓制度の法

制化に反対する意見書の提出に関する陳情書」、

これらは委員長報告のとおり採択することに賛成

の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立多数であります。よって、陳情第６号及び

陳情第７号は委員長報告のとおり採択することに

決定いたしました。 

 次に、陳情第８号「人権侵害救済法の成立に反

対する意見書の提出に関する陳情書」から陳情第

１５号「「高齢者への肺炎球菌ワクチン接種の公

費負担金を求める意見書採択」に関する陳情書」

までの８件は委員長報告のとおり不採択とするこ

とに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、陳情第８号から

陳情第１５号までの８件は委員長報告のとおり不

採択とすることに決定いたしました。 

 暫時休憩をいたします。（休憩 午後２時５０

分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午後２時５

９分） 

 ただいま市長から提出されました議案第８０号

「業務用端末機器及び申告用プリンタ等の取得に

ついて」から議案第８２号「西予市情報基盤整備

事業光伝送路施設整備工事（第１３工区）請負契

約について」までの３件と意見書案１０件及び各

常任委員会における閉会中の継続審査について並

びに議員派遣の件についてを本日の日程に追加

し、追加日程として議題といたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 
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  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、１５件

を本日の日程に追加し、追加日程とすることに決

定いたしました。 

  （追加） 

○議長 まず、追加日程第１、議案第８０号「業

務用端末機器及び申告用プリンタ等の取得につい

て」から議案第８２号「西予市情報基盤整備事業

光伝送路施設整備工事（第１３工区）請負契約に

ついて」までの３件を一括議題といたします。 

 理事者の説明を求めます。 

 宇都宮総務企画部長。 

 

○宇都宮総務企画部長 議案第８０号「業務用端

末機器及び申告用プリンタ等の取得について」提

案理由のご説明を申し上げます。 

 職員が使用しているパソコンのうち、業務用及

び研修申告用パソコンの約２９０台は、平成１５

年度に導入したものを現在も使用していることか

ら老朽化による故障が多発し、修理することので

きないパソコンが増加しております。 

 また、現在のパソコンで使用しているマイクロ

ソフト社のオペレーティングシステムが今年の７

月でサポートを終了するため、今後使用し続ける

ことはセキュリティー上のリスクが高くなるとと

もに、新たなアプリケーションソフトの動作が保

証されない状況となります。申告用プリンターに

つきましても、平成１５年度に導入したものを現

在も使用しており、故障が増加していることか

ら、新たな購入が必要となりました。 

 以上のことから、今回業務用端末機器及び申告

用プリンター等を購入するものであります。 

 今回の購入に当たりまして、去る６月１６日に

指名競争入札を行い、四国通建株式会社宇和島営

業所、所長青野泰昌氏が２，３５５万１，５００

円で落札を決定し、物品購入仮契約を締結いたし

ましたので、議会の議決を求めるものでありま

す。 

 なお、購入いたします業務用端末機器及び申告

用プリンター等の詳細につきましては、別紙参考

資料をご参照いただければと思います。 

 続きまして、議案第８１号「西予市情報基盤整

備事業光伝送路施設整備工事（第１２工区）請負

契約について」、議案第８２号「西予市情報基盤

整備事業光伝送路施設整備工事（第１３工区）請

負契約について」一括して提案理由のご説明を申

し上げます。 

 西予市情報基盤整備事業につきましては、市内

のテレビ難視聴地域の解消及び高速通信網の整備

を目的として、平成２２年度の完成を目指してセ

ンター設備として情報の送受信機の設置及びスタ

ジオ設備の整備、伝送路の整備として光ファイバ

ーを敷設するもので、今回野村町、予子林、惣川

地区及び城川地区について伝送路工事を実施する

ものであります。 

 まず、第１２工区は、野村町、予子林、惣川地

区において光ファイバー資材材料及びクロジャー

類の敷設などの伝送路整備を発注するもので、去

る６月２３日に一般競争入札を行い、四国通建株

式会社宇和島営業所、所長青野泰昌氏と工事請負

金額１億７，２２０万円で工事請負仮契約を締結

いたしましたので、議会の議決を求めるものであ

ります。 

 続きまして、第１３工区は、同様に城川地区の

伝送路整備を発注するものでございまして、第１

２工区と同日に一般競争入札を行い、株式会社Ｎ

ＴＴ西日本四国、代表取締役社長山本博敏氏と工

事請負金額３億９，３７５万円で工事請負仮契約

を締結したので、議会の議決を求めるものであり

ます。 

 なお、両工事の施工エリア及び工事概要につき

ましては、別紙参考資料をご参照いただければと

思います。 

 以上、３議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

○議長 以上で理事者の説明は終わりました。 

 これより３件に対する一括質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 議案第８０号から議案第８２号までの３件は、

会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託

を省略したいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 
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 これより採決を行います。 

 採決は議案ごとに行います。 

 お諮りいたします。 

 まず、議案第８０号「業務用端末機器及び申告

用プリンタ等の取得について」は原案のとおり決

定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第８０号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第８１号「西予市情報基盤整備事業

光伝送路施設整備工事（第１２工区）請負契約に

ついて」は原案のとおり決定することに賛成の議

員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第８１号は

原案のとおり決定いたしました。 

 次に、議案第８２号「西予市情報基盤整備事業

光伝送路施設整備工事（第１３工区）請負契約に

ついて」は原案のとおり決定することに賛成の議

員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、議案第８２号は

原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第２、意見書案第２号

「永住外国人への地方参政権付与に反対する意見

書（案）の提出について」から意見書案第５号

「選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書

（案）の提出について」までの４件を一括議題と

いたします。 

 まず、意見書案第２号から意見書案第５号まで

の４件について総務常任委員会に提案理由の説明

を求めます。 

 ２１番菊地君。 

 

○菊地ミスギ総務常任委員長 お手元に配付して

ある意見書案第２号から第５号について提案理由

の説明を申し上げます。 

 意見書案第２号「永住外国人への地方参政権付

与に反対する意見書（案）の提出について」と意

見書案第４号「永住外国人への地方参政権付与の

法制化に反対する意見書（案）の提出について」

と意見書案第３号「夫婦別姓制度の拙速な導入に

反対する意見書（案）の提出について」と意見書

案第５号「選択的夫婦別姓制度の法制化に反対す

る意見書（案）の提出について」は、総務常任委

員会に付託され継続審査となっておりました陳情

２件、既に採択済みとなっているものとほぼ同じ

内容であるため、説明は割愛の上、提案理由にか

えさせていただきます。 

 以上、よろしくご審議の上、適切なご決定を賜

りますようお願い申し上げます。 

 平成２２年６月２９日、総務常任委員会委員長

菊地ミスギ。 

○議長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第２号から意見書案第５号までの４件

については、会議規則第３７条第３項により委員

会付託を省略したいと思います。これにご異議あ

りませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより採決を行います。 

 まず、意見書案第２号「永住外国人への地方参

政権付与に反対する意見書（案）の提出につい

て」及び意見書案第４号「永住外国人への地方参

政権付与の法制化に反対する意見書（案）の提出

について」原案のとおり決定することに賛成の議

員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立多数であります。よって、意見書案第２号

及び意見書案第４号は原案のとおり決定いたしま

した。 

 次に、意見書案第３号「夫婦別姓制度の拙速な

導入に反対する意見書（案）の提出について」及

び意見書案第５号「選択的夫婦別姓制度の法制化

に反対する意見書（案）の提出について」は原案

のとおり決定することに賛成の議員の起立を求め

ます。 
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  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書案第３号

及び意見書案第５号は原案のとおり決定いたしま

した。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第３、意見書案第１１号

「永住外国人への地方参政権付与に反対する意見

書（案）の提出について」から意見書案第１６号

「ばらまき政策を排し、財政の健全化を求める意

見書（案）の提出について」までの６件を一括議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 １０番元親君。 

 

○１０番元親孝志君 それでは、意見書案第１１

号から第１６号までの６議案につきまして提案理

由のご説明をさせていただきたいと思います。 

 初めに、意見書案第１１号「永住外国人への地

方参政権付与に反対する意見書（案）の提出につ

いて」提案理由のご説明を申し上げます。 

 日本国憲法では、公務員を制定し及びこれを罷

免することは国民固有の権利であると規定し、ま

た地方公共団体の長、その議会の議員及び法律の

定めるその吏員は、その地方公共団体の住民が直

接これを選挙すると規定しており、住民の解釈と

して、住民とは地方公共団体の区域内に住所を有

する日本国民を意味すると解するのが相当である

としていることから、日本国民でない永住外国人

に対し、地方参政権を付与することは憲法上問題

があると言わざるを得ない。よって、国において

は、永住外国人への地方参政権付与に関する法律

を制定することのないよう強く要請するものであ

ります。 

 続きまして、意見書案第１２号「本州四国連絡

高速道路の新料金制度の見直しを求める意見書

（案）の提出について」提案理由のご説明を申し

上げます。 

 本州四国連絡高速道路は、他の高速道路と比べ

て極めて割高な料金設定になっており、観光振興

や産業振興などによる四国発展の大きな障害要因

となっています。本州四国連絡高速道路を含む高

速道路の料金については、地域間格差を是正する

全国一律の料金制度にすべきであります。よっ

て、国においては、本州四国連絡高速道路の新料

金制度の見直しをされるよう強く要望するもので

あります。 

 続きまして、意見書案第１３号「持続可能な森

林経営の推進を求める意見書（案）の提出につい

て」提案理由の説明を申し上げます。 

 長期にわたる木材価格の低迷や木材需要の伸び

悩みなど、森林林業、木材産業は、かつてない厳

しい状況に置かれており、森林の持つ公益的機能

の高度発展を初めとする国民の多様な要請にこた

えていくためには、森林の適正な整備はもとより

林業の持続的かつ健全な発展、木材の供給や利用

促進等に係る施設の総合的、計画的な推進が必要

であります。よって、国においては、今後森林呼

吸資源対策や森林林業の再生を進めるよう強く要

望するものであります。 

 続きまして、意見書案第１４号「公立高等学校

授業料不徴収交付金算定方法等に係る制度見直し

を求める意見書（案）の提出について」提案理由

のご説明を申し上げます。 

 今年度から公立高等学校の授業料が無償化さ

れ、これまで地方公共団体が徴収していた授業料

に相当額を国が交付金として負担することになり

ました。一律の調整率を乗じて交付金を算定する

と、各都道府県の授業料減免額の実績が異なるた

め、多額の収入源となる地方公共団体が生じ、現

在の地方財政状況からすると、さらなる厳しい財

政運営が求められることになります。よって、国

においては、地域の実情を反映した措置が講じら

れるよう、制度の見直しを強く要望するものであ

ります。 

 続きまして、意見書案第１５号「口蹄疫の予防

対策強化を求める意見書（案）の提出について」

提案理由のご説明を申し上げます。 

 宮崎県で発生した口蹄疫については、地元畜産

農家を初め、国及び宮崎県並びに関係市町村や農

業団体等が一体となって懸命の防疫対策に努めて

いるが、依然として鎮静化のめどは立っておら

ず、畜産農家の不安の高まりとともに事態の長期

化が懸念されています。 

 四国最大の畜産県であり、日向灘を挟んで隣接

している本県では、宮崎県での発生を機に九州か

ら上陸する全車両の消毒を初め、牛、豚等の偶蹄

類飼養農家に対する消毒剤の配布など、口蹄疫の

侵入防止に向けた水際対策を強化しており、さら

に万が一県内で発生した場合に備えた初動防疫体
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制を組織、資材の両面から整備されているところ

であります。よって、国においては、口蹄疫の一

日も早い終息と、我が国の畜産業を守るため、早

急な措置を講じられるよう強く要望するものであ

ります。 

 続きまして、意見書案第１６号「ばらまき政策

を排し、財政の健全化を求める意見書（案）の提

出について」提案理由のご説明を申し上げます。 

 我が国の財政は、世界的な景気後退の中で税収

が大きく減少し、国と地方を合わせた長期債務残

高が今年度末に８６２兆円に達するなど、危機的

な状況にあります。 

 子ども手当に象徴される理念なきばらまき政策

は、国民の財政に対する不信感、将来に対する不

安感を増幅しており、歳出と歳入を一体的に改革

し、財源の裏づけのある社会保障制度を確立する

ことが急務であります。よって、国においては、

ばらまき政策を排し、財政の健全化を推進される

よう強く要望するものである。 

 以上、６議案よろしくご審議の上、ご決定くだ

さいますようお願い申し上げます。 

 

○議長 以上で説明は終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 １７番酒井君。 

 

○１７番酒井宇之吉君 構いませんでしたら、私

ちょっと議会運営でわからない点がございますの

で暫時休憩をお願いしたいんですが、皆さんの委

員のご賛同を問うていただきたいと思います。 

 

○議長 暫時休憩をいたします。（休憩 午後３

時１８分） 

○議長 再開をいたします。（再開 午後３時４

１分） 

 １０番元親君。 

 

○１０番元親孝志君 それでは、私のほうから若

干補足説明をさせていただきたいと思います。 

 先ほど、私が意見書案第１１号から第１６号ま

で一括提案理由の説明をさせていただきました。

それに対しまして、今回提出を予定いたしており

ます意見書案が皆さんの手元に配付をされておる

わけでございますが、これを見て、この文言等に

多少の無理があるんではないかということでただ

いま質疑がありまして、全協において協議をいた

しました。その結果、この一部修正を、これは案

でございますので、意見書案を一部修正をさせて

いただきまして、特にここにあります「ばらまき

政策」あるいは「子育て支援」という文言につき

ましては今回削除をさせていただきまして、「財

政の健全化を求める意見書（案）の提出」と訂正

をさせていただきまして、提案をさせていただき

たいと思います。 

 それでは、よろしく審査のほどをお願いしたい

と思います。 

 

○議長 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 以上で質疑を終結といたします。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第１１号から意見書案第１６号までの

６件については、会議規則第３７条第３項により

委員会付託を省略したいと思います。これにご異

議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

しました。 

 討論の通告がありませんので、討論を終結とい

たします。 

 これより採決を行います。 

 採決は意見書案ごとに行います。 

 お諮りいたします。 

 まず、意見書案第１１号「永住外国人への地方

参政権付与に反対する意見書（案）の提出につい

て」については原案のとおり決定することに賛成

の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立多数であります。よって、意見書案第１１

号は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、意見書案第１２号「本州四国連絡高速道

路の新料金制度の見直しを求める意見書（案）の

提出について」原案のとおり決定することに賛成

の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書案第１２

号は原案のとおり決定いたしました。 
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 次に、意見書案第１３号「持続可能な森林経営

の推進を求める意見書（案）の提出について」は

原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を

求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書案第１３

号は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、意見書案第１４号「公立高等学校授業料

不徴収交付金算定方法等に係る制度見直しを求め

る意見書（案）の提出について」は原案のとおり

決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書案第１４

号は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、意見書案第１５号「口蹄疫の予防対策強

化を求める意見書（案）の提出について」原案の

とおり決定することに賛成の議員の起立を求めま

す。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書案第１５

号は原案のとおり決定いたしました。 

 次に、意見書案第１６号「ばらまき政策を排

し、財政の健全化を求める意見書（案）の提出に

ついて」は一部修正の上、決定することに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （賛成者起立） 

○議長 ご着席ください。 

 起立全員であります。よって、意見書案第１６

号は原案のとおり決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に、追加日程第４、「各常任委員会に

おける閉会中の継続審査について」を議題といた

します。 

 厚生常任委員長より会議規則第１０３条の規定

により、閉会中も継続審査としたい旨の申し出が

あります。 

 お諮りいたします。 

 委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査と

することにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、委員長

の申し出のとおり閉会中の継続審査とすることに

決定いたしました。 

  （追加） 

○議長 次に追加日程第５、議員派遣の件につい

てを議題といたします。 

 お手元に配付しております本件を承認すること

にご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認めます。よって、議員派

遣の件については、本件のとおり承認することに

決定いたしました。 

 この際、お諮りをいたします。 

 ただいま決定をいたしました議員派遣の内容に

つきましては、諸般の事情により変更が生じる場

合には、議長にご一任を願いたいと思いますが、

これにご異議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長 ご異議なしと認め、そのように決定いた

します。 

 以上で全日程を終了いたしました。 

 市長より閉会のごあいさつがあります。 

 三好市長。 

 

○三好市長 平成２２年第２回西予市議会定例会

の閉会に当たり一言ごあいさつを申し上げます。 

 去る６月１７日に開会しました本定例会も本日

が最終日となりました。１３日間の会期中、議員

各位におかれましては、本会議及び各常任委員会

におきまして上程いたしました案件について慎重

にご審議を賜り、まことにありがとうございまし

た。 

 おかげをもちまして、補正予算を初め条例の改

正などの重要な案件はいずれも原案のとおり可決

またはご承認をいただきました。ここに衷心より

厚くお礼を申し上げる次第でございます。 

 また、一般質問におきましては、さまざまなご

意見やご提言をいただきましたが、答弁で申し上

げましたとおり、実施または実現可能なものから

確実に進めてまいる所存でございますので、ご理

解とご協力、よろしくお願いを申し上げます。 

 さて、紆余曲折あったものの、参議院議員通常

選挙が６月２４日に公示され、７月１１日の投票

日に向けて、各党、各候補者の懸命な選挙戦が展

開されております。今回の選挙は、民主、自民の

二大政党に既存政党と幾つかの新党が挑む形で行

われますが、補欠選挙を除いて政権交代後の初め
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ての国政選挙でありますので、民主党を中心とし

た連立政権のマニフェストの施策が国民にとって

評価、審査される選挙であろうかと思います。国

民の賢明な判断が示される日が待たれるところで

あります。 

 また、今回の選挙事務の執行につきましては、

先般新聞、テレビ等で報道がございましたが、三

瓶町下泊地区の有権者の一部に対し、投票所入場

券が二重に交付されたことが大きく取り上げられ

ました。適正かつ正確な管理執行が求められてい

る選挙事務について、このような事故が発生した

ことは非常に遺憾なことであり、下泊地区の皆様

を初め市民の皆様には、大変混乱とご迷惑をおか

けいたしました。 

 選挙管理委員会においては、今後再発防止に向

け徹底して点検作業を行い、事務執行に万全を期

していただきたいと思います。 

 ところで、熱い選挙戦とともに明後日には暦も

７月となり、季節は夏本番となります。開催中の

サッカーワールドカップも、日本が第１次リーグ

を突破したことで、ファンの応援もますます熱を

帯びてまいりました。熱狂する各国サポーターを

見ておりますと、スポーツが持つ何かしら大きな

力を感じつつ、７年後の愛媛国体に対して思いを

はせる次第でございます。 

 最後になりますが、これからしばらく蒸し暑い

日々が続くと思いますが、議員各位におかれまし

ては体調を損なうことのないよう、健康に十分ご

留意をいただき、今後の市政運営に一層のご尽力

を賜りますようお願い申し上げまして、閉会のご

あいさつとさせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○議長 これをもって平成２２年第２回西予市議

会定例会を閉会といたします。 

  閉会 午後３時５１分 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定によりここ

に署名する。 

 

  西予市議会議長 

 

   同   議員 

 

   同   議員 
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平成２２年第２回西予市議会定例会議決結果表 

 

議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

諮問第  ３号 人権擁護委員候補者の推薦について 22.６.17 原案同意 

議案第 ６４号 
西予市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例制定について 
22.６.29 原案可決 

議案第 ６５号 
西予市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例制定について 
22.６.29 原案可決 

議案第 ６６号 
西予市職員団体のための職員の行為の制限の特例に

関する条例の一部を改正する条例制定について 
22.６.29 原案可決 

議案第 ６７号 
西予市立学校施設の開放に関する条例の一部を改正

する条例制定について 
22.６.29 原案可決 

議案第 ６８号 
西予市火災予防条例の一部を改正する条例制定につ

いて 
22.６.29 原案可決 

議案第 ６９号 辺地に係る公共的施設総合整備計画の変更について 22.６.29 原案可決 

議案第 ７０号 平成２２年度西予市一般会計補正予算（第１号） 22.６.29 原案可決 

議案第 ７１号 
平成２２年度西予市授産場特別会計補正予算（第１

号） 
22.６.29 原案可決 

議案第 ７２号 
平成２２年度西予市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号） 
22.６.29 原案可決 

議案第 ７３号 
平成２２年度西予市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号） 
22.６.29 原案可決 

議案第 ７４号 
平成２２年度西予市介護保険特別会計補正予算（第

１号） 
22.６.29 原案可決 

議案第 ７５号 
平成２２年度西予市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第１号） 
22.６.29 原案可決 

議案第 ７６号 
平成２２年度西予市公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号） 
22.６.29 原案可決 

議案第 ７７号 
平成２２年度西予市簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号） 
22.６.29 原案可決 

議案第 ７８号 
平成２２年度西予市上水道事業会計補正予算（第１

号） 
22.６.29 原案可決 

議案第 ７９号 
平成２２年度西予市病院事業会計補正予算（第１

号） 
22.６.29 原案可決 

議案第 ８０号 
業務用端末機器及び申告用プリンタ等の取得につい

て 
22.６.29 原案可決 

議案第 ８１号 
西予市情報基盤整備事業光伝送路施設整備工事（第

１２工区）請負契約について 
22.６.29 原案可決 

議案第 ８２号 
西予市情報基盤整備事業光伝送路施設整備工事（第

１３工区）請負契約について 
22.６.29 原案可決 

報告第  １号 
平成２１年度西予市一般会計繰越明許費繰越計算書

の報告について 
22.６.17 承  認 

報告第  ２号 
平成２１年度西予市公共下水道事業特別会計繰越明

許費繰越計算書の報告について 
22.６.17 承  認 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

報告第  ３号 
平成２１年度西予市簡易水道事業特別会計繰越明許

費繰越計算書の報告について 
22.６.17 承  認 

報告第  ４号 
平成２１年度西予市上水道事業会計予算繰越計算書

の報告について 
22.６.17 承  認 

陳情第  １号 
南予地域から産出された木材を使った住宅建築促進

のための市町単独補助事業の創設について 
22.６.17 不 採 択 

陳情第  ３号 
永住外国人への地方参政権付与に反対する意見書の

提出を求める陳情について 
22.６.29 採  択 

陳情第  ４号 
夫婦別姓制度の拙速な導入に反対する意見書の提出

を求める陳情について 
22.６.29 採  択 

陳情第  ５号 俵津診療所存続について 22.６.29 継続審査 

陳情第  ６号 
永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する

意見書の提出に関する陳情書（※意見書あり） 
22.６.29 採  択 

陳情第  ７号 
選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書の提

出に関する陳情書（※意見書あり） 
22.６.29 採  択 

陳情第  ８号 
人権侵害救済法の成立に反対する意見書の提出に関

する陳情書（※意見書あり） 
22.６.29 不 採 択 

陳情第  ９号 
子ども手当の廃止を求める意見書の提出に関する陳

情書（※意見書あり） 
22.６.29 不 採 択 

陳情第 １０号 

乳幼児の細菌性髄膜炎に対するヒブワクチン及び肺

炎球菌ワクチンへの公的助成、定期接種化を求める

陳情書 

22.６.29 不 採 択 

陳情第 １１号 

「乳幼児の細菌性髄膜炎に対するヒブワクチン及び

肺炎球菌ワクチンへの公的助成、定期接種化を求め

る意見書採択」に関する陳情書（※意見書あり） 

22.６.29 不 採 択 

陳情第 １２号 子宮頸がんワクチンの公的助成を求める陳情書 22.６.29 不 採 択 

陳情第 １３号 
「子宮頸がんワクチンの公的助成を求める意見書採

択」に関する陳情書（※意見書あり） 
22.６.29 不 採 択 

陳情第 １４号 
高齢者への肺炎球菌ワクチン接種の公費負担金を求

める陳情書 
22.６.29 不 採 択 

陳情第 １５号 

「高齢者への肺炎球菌ワクチン接種の公費負担金を

求める意見書採択」に関する陳情書（※意見書あ

り） 

22.６.29 不 採 択 

意見書案第２号 
永住外国人への地方参政権付与に反対する意見書

（案）の提出について 
22.６.29 原案可決 

意見書案第３号 
夫婦別姓制度の拙速な導入に反対する意見書（案）

の提出について 
22.６.29 原案可決 

意見書案第４号 
永住外国人への地方参政権付与の法制化に反対する

意見書（案）の提出について 
22.６.29 原案可決 

意見書案第５号 
選択的夫婦別姓制度の法制化に反対する意見書

（案）の提出について 
22.６.29 原案可決 

意見書案第11号 
永住外国人への地方参政権付与に反対する意見書

（案）の提出について 
22.６.29 原案可決 

意見書案第12号 
本州四国連絡高速道路の新料金制度の見直しを求め

る意見書（案）の提出について 
22.６.29 原案可決 
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議案番号 件          名 議決年月日 議決結果 

意見書案第13号 
持続可能な森林経営の推進を求める意見書（案）の

提出について 
22.６.29 原案可決 

意見書案第14号 
公立高等学校授業料不徴収交付金算定方法等に係る

制度見直しを求める意見書（案）の提出について 
22.６.29 原案可決 

意見書案第15号 
口蹄疫の予防対策強化を求める意見書（案）の提出

について 
22.６.29 原案可決 

意見書案第16号 
ばらまき政策を排し、財政の健全化を求める意見書

（案）の提出について 
22.６.29 原案可決 

 各常任委員会における閉会中の継続審査について 22.６.29 承  認 

 議員派遣の件について 22.６.29 承  認 

 


